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同じ建て坪なら 倍ぐらいには使え

事 務 所 ・工 場 .tt 庫 な ど 、 中 型 構 造 物 の 建 築 を ご 計 画 中 な ら 、 ぜ ひ 、 住 友 の プ レ ハ ブ

骨 組 《 ス ミ フ レ ー ム V ) を ご 利 用 く だ さ い。 中 性 が 不 要 で 、 問 円 、 照 内 ス ペ ー ス が

広 く と れ 、 同 じ 建 て 坪 な ら 、 まず、倍くやら い に 活 用 で き 、 令 理 的 で す 。 強 靭 で 耐 久 性

に 富 み 、建築も簡単。 360椅 以 上 の 標 準 設 計 を 用 意 し て い ま す 。

住 友 の プ レ ハ フ 骨 組

E， 

. 佳 友 盆 居

住 友 金 属 工 業 株 式 会 社
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いつまでも変わらない美しいロイヤルパターン

泳法 ぽ ふι : すばらし い立体感を もっ絵模様、ロイヤルパターン 。

マ ペ ず その 、美 しい気品ある絵柄は、 o.5mm.. .. . . l . 0mm 

白湾 1. 5mm 、どこまでい って も消えません。

~ 

15M 1 h b- しかも、マチコロイヤルは

摩耗に強く、きびしい床の使用条件に

耐えるタフさは抜群です。

ロイヤルの

美しさは

いつまでも

豪華な雰囲気をただよわせる

最高級の床タイル

7 チコロイヤルは 、良 L、材料を

すぐれた技術で加工、いっそう

品質を高めた伝日傑作です。

色は、インテリアデザイナーが

最も使いやすいようにまとめ

あげた 6 色。明度 ・彩度とも

ひかえ目 。高級タイルにふさ

わしいエレガ ン 卜な味をだし

ています。ロイヤルを数きつ

めたフロアは、まさに“ ロイ

ヤルルーム" の風絡です。

わとろえません

o r T I L E 品集

M A T・c o

② 東 洋 リ ノ リ ユ ー ム 株 式 会 社

人通りのはげ. しい場所には

とくにおすすめします。

マチコロイヤルは、ピルのエレベーター

ホールや階段、廊下などに最適です。 もちろん、

オフ ィスにも使え ます。ホテル、 レストラ ン、喫茶底、

銀行、デパート、病院など、人の集まる場所には

ドシドシご採附ください。

東 京/ 東 京 都 港 区 芝 琴 平 田T 3  3  ( 琴 平 町 点 洋 ピ ル ) 干 105 f t  ( 03)  503- 3021代

名 古屋 / 名 古 出 市 中 区 錦 2 - 2 ー 1 3  ( 名古届センターピル )=;=460 宮 ( 052) 211 - 5458代

大 阪 / 大 阪 市東 区 京 備 1- 7 ( 大阪マーチャンタイズマートピJ レ) 干 540 宮 ( 06 ) 943 - 1641代

福 岡/ 稲問，f; 大 子 P'1 1 - 4 - 1 2 干812 含 ( 092) 75 - 0 4  2 5  
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開閉機使用範囲 ( スラット S C I 6)
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電 動 開 問 機
L 型

実 用 新案 巻 l &リ 軸 と の連 結 機 州

お よ びL lI!1l桂川

チヱン収納i 1 i

リ ミン トス イ y チ

力 パ ナ - l桂川

手 動 機桃

・特長・

Ｔ ＮＧｩｾ 年出 願 中

... 

1  開閉機を設ける場所の心配がいりません 。

2  凸部のない真直なシャ ッターケース 。

3  袖壁は不用です 。

4 . 減速機精はすべて完全密閉式です。

5  小型で耐久力に富む減速機構。

6 . 給油の必要がありません 。

7 . エン ドレス強力ローラ ーチヱンの内造。

8. リミ ッ ト・スイ ッチを完全に内造。

9 . 手動録作をひとつにしました 。

10. ヒュー ズ装置の取付けが可能。

11. 一斉・両面・遠隔操作いづれ も可能です 。

L 型 電 動 IJfl 問機 は 、 11 本 シャ y タ ー 技 術 研究 所 にお・いて、長

年 に わたり、 い1;1立 大 学1iff点機 械 工学 ftl l諸 数段 の 指 導 を あ お ぎ つ

つ 、 当社 技 術 陣 が 総力 をあ げ て研 究 IJfJ 発 し、遂 に 従 米 の IJf.J削 機

の概 念 を 破 っ て 完成 した Iltll 期 的 な 新製 品です。

こ の 間 問 機 には独 創 に満 ちた 新機布，' 4が数 多く lfX り人れられて

おり ( 特 許 3 件、 実 用 新 案 2 件 を出 願 中 ) 、減 速 機、モータ一、

ブ レ ー キ 機 構、作 26時n'l 予防J 装置はもとより、 リ ミッ トスイッ

チ 、 配 屯 板 に 宅 る ま で、 す べ て を 一 つ の 円 筒 内 にコンパク トに

納 め で あ り ます。

従って、主主築 設 計 上の*1'すりが非 常 に簡単で、 しかも、 J附 J や

その後の 保守 点検守］もｾにできるよう汚奈されてＮ｛［，Ｇります ｣

こ れ ら の .1. ' よから 凡 て、 I;E .iI毛の製品に比べ総ゆる} ，'ょ に76れ て お

り、 シャ γ ター Ilf.1問 機 の 決 定 版 と い え る で し ょ う 。

タ ー 製 作 所日本シャツ制

浜

山

分

台 ・ 東 部 ・ 城 西 ・ 機

岡 ・ 北 陸 ・ 神 戸 ・ 岡

松 ・広 島・北九州・大

崎・鹿児島

仙

静

高

宮

営 業 所'，{ [ 訓m ( 301) 3  6  5  6  

泣訴( 0720)( 57)4535- 6  

屯，，1. if りl ド原 (41) 6 3 2 5  

芯制り ( 361) 7  4  4  1  

';IL ;:t;(代) (65)  6  1  3  1  

株 式 会 社

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 ; m6 丁伺 3 8  ilH 也

枚 方 市 大 字 初 級 大 阪 府 中 小企 業 同 地 内

川 崎 市 新 丸 子 東 3 丁 目 1 1 5 9 帯 地

名 古 屋 市 中 川 区 北 江 町 2 丁目 1 2 番 地

稲 岡 市 納 屋 町 1'1' ) . 京釜盆 2 7  2  7 番 地

本 社

枚 方 工 場

東 京 工 場

名 古 屋 工 場

九 州 工 場

2  



4 建築データシー ト総合目次、総索引の発

行

先月号でお知らせいたしましたように「建築データシート」は ，第33

回( 今月号) で編集を一応終結いたします。データシートの活用の利便

に資するため ，全発行シートの「総合目次J と「総索引」を編集して，

12月号の附録として発行いたします。なお「合本シ ート 」の編集にも者

手しておりますが詳細は乙んどの会告でお知らせします。

建築データシー ト編集委員会

4 若い会員の集い

『万国博を終って』座談会

日 時 11月28日( 土) 13. 30 ( 集合) →17 ∞( 解散)

集合場所 大阪中央公会堂西哀 ・大阪観光パス ・目標会旗

行 程 : m合局所発 13. 30→万国博覧会会湯外周道路→千里中央地区

センタービノレ 3 階会議室( 座談会〉→17. ∞同所解散

ゲ ス ト 指宿其智雄( 建築デザイ ンー級建築士事務所〉

(50音I i 頂) 小北博一 ( 双星社竹腰建築事務所)

根津耕一郎( 根津建築事務所)

司 会 上回 稔( 日本万国博協会建築管理課長)

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1 枚に 1 :名限りとし ，氏名

- 勤務先名 ・所在地 ・連絡屯話番号 ・返信用宛名 ・郵便番号

を記入の上 ，11月20日までに事業課へ願います。但し定員50

名を超過したときは拙せんで決定し ，ど通知いたします。

・次回は「都市と公園と人間と」のテーマで企画いたします

ｾｐｃ 工場とプレハブ集合住宅建築工事の

見学会

日 時 12月 5 日( 土) 12. 30 ( 集合〉→17. 30 ( 解散〉

集合場所 大阪中央公会堂西側 ・大阪観光ノミス( 大成プレハプ提供)

目標会旗

行 程 12. 40 公会堂西裏発→大成プレハプ長岡第 l 工場 ( 13. 30- > 

14. 30) →住宅公団間口団地建築工事場 ( 15目 00→16. 30) →

17. 30大阪駅着 ・解散

O P C工 湯 … 一大成プレハブ株式会社長岡第 1工場

所 在 地 京 都 府 乙 訓 郡 長 岡 町 大 字 神 足 小 字 寺 田

( T  E  L  ＰＷＵ Ｍ ＹＲ Ｑ ＭＶ Ｑ ＸＵｾ ＷＩ＠

0 プレハブ集合住宅・・・・・住宅公団別分出口団地建築その他工事

所 在 地 大 阪 府 枚 方 市 出 口 2010- 1

( 大成プレハフ' 作業所 T  E  L  0720-57- 4270)  

設 計 監 理 日本住宅公団大阪支所

施 工大成プレハブ株式会社

挫 築 l国積 3，423. 56n1  

延 床 面 積 19，461. 16ni  

構 造 規 校 66- 5N- 3D K - P  C 寸 矯 型- 5 階建一20戸建一

日 本 建 築 協 会 会 告 一一一一一

5棟 ，30戸建一 3 棟， 40戸建一 3 棟，計310戸- 11械

工 期 昭 和45年 1月→昭和46年 4 月

見学| 待状況 P C版組立中は 2 棟，あとは仕上げ工事中

定 員 50名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは l 枚に l 名|綴 りとし氏名 ・

勤務先名および所在地 ・役職 ・述絡' 必話蓄号 ・返信用宛名 ・

郵便番号を記入の上11月23日までに事業部へ。ただし定員を

超過したときは抽せん K. て決定し ，ご通知いたします。

4 神戸三宮市街地改造事業の内 第 3 地区

1丁目東ビル 「さんプラザJ 新築工事の

見学会

神戸市においては，ますま す発展する三宮地区を ，さらに近代的な立

派な美しい街にしようと計画されたのが，市街地改造事業です。 l豆国整

理事業でできなかった建物の整備と公共施設を同時に行ない，新しい若

い市街地に体質改善するのが第 l の目的とされています。都市の前IJI .J発

は困難な事業ですが，神戸市では勇敢に取りく んで着々と笑紛をあけ、て

おられます。乙うして誕生 したのが「さんプラザ」です。

三宮市街地改造事業については神戸市都市計画局三宮再開発需品建築係

長山野康哉氏，また「さんプラザ」の設計 ・施工については日雄投計 ・

竹中工務応の担当の方にお願いして現地での説明や案内をしていただき

ます。

日 時 12月12日( 土) 13. 30 ( 集合) →16. ∞( 解散〉

集合場所 国鉄三宮駅降車口前 ・目標会旗

「さんプラザ」の建築概要

所 在 地 三 宮 第 3 地区 1丁目

建 築 主 神 戸 市

設計監狸神戸市都市計画局再開発課

株式会社 日建設計

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

敷地面積 6，581 ni 

建築面積 6， 433ni  

延床面積 54， 989ni  

構造規模 R Cおよび S R C造 地 下 2 階 ・地上10階 ・塔屋 3 階

高 さ 最 高 邸 S G  L +51. 93 m 

工 期 昭 和43年 7 月→昭和45年 3 月( 低層部〉→同年12月

( 高層部)

「さんプラザ」はショッピング ・レジャーを主とした乙んな街です。

B l → 3 F は庖舗 ・4 F と5 F は駐車場 ・6 F は各国料理街 ・7 F は

文化教室 ・8 F はボーリング場 ・10 F はプーノレ ・その他 B 2 ， 9  F ， 

I答屋は倉庫，ZG気 ，機械室

定 員 30名

申 込 往復はがきに限ります。はがきは 1枚 lζ 1 :名限りとし ，氏名

・勤務先名および所在地 ・役軍誕 ・述絡電話番号 ・返信用宛名

・郵便番号を記入の上11月29日までに事業課へ。ただ し定員

を超過したときは抽せんにて決定し ，ご通知いたします。
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新時代の建築をリードする. グ

ヲイワコサ担当の茸: : > > : E も圃篭きo

園耐風圧強度 風圧200 fu; .  /1112の大型台風 にも'

1..... 1 ' 1 どもしません。

圃気密性 ｾ Ｍ ぐ れ た気密性を持 ち、 遮 音 暖冷

屈負荷にも好結果を した ら します 。

園 芸IJ安の低価格 枠見込70' 仇にまさると も劣

‘ ない高性能を持ち、 しカ、もお値 段がグー

ンと低; いお、買 L 、得サ ッ シ です。

ヨｾｾコサ町三 ｓ 株式自主
- 本 社 ・工 場 堺 市 松 屋 町 ト6 T E L .0722 ( 38 ) 1141 大 代 表

、P
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の製品には・・・

- ドアーを大切にしハウスキーパーの役目をはたす

'ート

S T圃 8 4 (18- 8ステンレス )

-

- 仕上はサテン仕上で、す

. R A システム (90。抜け芯装置付) です

・高精度を誇り、耐蝕性 ・耐熱 性 に す ぐ れ

錆びたり変色したりする 事 はありません

・18- 8 ステ ンレス 、木ネ ジ付ーきです

R A システム

寸法 ("Ym) 板 厚 木ネジ穴の数 木ネジの太さ及び長さ 梱包数量

全長 償巾 ("Ym)  
+  

呼ら
(枚)

8 9  8 9  2 .  5  6  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 0 2  1 0 2  2 .  8  8  4 .  1  X  2 5  1 0 0  

1 2 7  1 0 2  3.  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

1 2 7  1 2 7  3 .  0  1 0  4 .  5 X  3 2  6 0  

包 装 ・ 2 枚 木 ネ ジf寸 紙 函 入

- 主ffr で ガ イ ド ( 下 穴 ) を 設 け る 必 要 が な い 。

木山革命ヌ ｉ ，ｾ ヲー
・ 全ネ ジ 式 で す か ら 信 者 が 良 く 振 動 の た め に

抜 け て く る よ う な こ と は な い 。

・釘 状 の 部 分 で 木 音11へ 安 定 し た 似 合 が 出 来 る

の で ド ラ イ パ ー の検 滑 り が な く 製 品 を 傷 め

ず に 固 定 出 来 る 。

・ 表 面 硬 化 を し て あ る た め に ネ ジ 山 の 破 損 が

少なく 反 復 作 用 に よ く 耐 え ま す 。

※ ミア ー ト ミ の ヒ ン ジ の 中 級 品 以 」二 ( D R  - 844.  

N  R- 64 .  S  T - 84.  S  T - S  L - 84- 1) に は

ス 1¥イ ラ ー が 附 属 されています。

? き芳三Z7f E Wι シ究ター・米国 FHA糊

- 自 然換 気 に よ り 室 内 の 空 気 は い つ

も 爽 や か。 レ ジ ス タ ー

・室 内 冷 暖 房 の 保 視 調 節 が 容 易 。 N O. 5 5 - R

・ シ ャ y タ ー 120・迄 自 在 調 節 止 め 付。

・錯 の 発生 、 変 色 がなく湿度の正月い

所、 パ ス ル ー ム 等2 に も 安 心 して 使

用 出 来 る 。

・ ス ッ キ リ と し た デ ザ イ ン 中 間 色 の

落 ち つ い た 色 調 。

・風 雨 の l晒 す 場 所 で、も 雨 の 吹 込 む 心 グ リ ル

配 がない。 N o. 5 5 - G

・ ソ フ ト シ ー トに で 取 付 け の 際 の ガ 防 虫 網 付

タ つ き が な く 、 完全 密 着 取 付 け 施

工 が出 来 る。

領Z砂

. J 1 5 規格表示許可工場住宅公団 ・建設省指定メーカ ー

承 知 工 業 株 式 会 社

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋)

縦 l 償

150  ( 6  ")  

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

260 ( 10つ

310  ( 12")  

360  ( 14つ

取 付 部 分 切 込 み 寸 法 ' %. ( 吋)

縦 | 繍

150 ( 6  ")  

150 ( 6 つ

150 ( 6  ")  

260 ( 10")  

310 ( 12つ

360 ( 14")  

表 函 板 寸 法 (")1m)

縦 I .貰

195 I  295 

195 

195  

345  

395 

表 面 板 寸 法 ( m，.(，，)

縦 | 償

195 

195 

195  

295 

345 

395 

出 鉄 筋住 宅のお 剖 ＱＱ 呈の 換 気、冷暖房装訟の通風口に は旦 ｉ ｴ 氾｜Ｈｩ Ｂｊｾ

i吸入、排気のレジスター 、グ リル をセットして f止HI く だ さ い 。

l i本 … 社 い 大 …
エ 場 東 大 阪 市 布 市 町 5 0  T E L枚 岡 (ω8引lけ) 5  5  6  6  

東 芦

出 張 所 東 京 都 千 代 田 区 外 神 田3 6- 12 T E L東 京 ( 253) 0317 - 8  

5  
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ドアチェ ック 60シリ ース

ドアチェ ック 70シリー ズ

ドアチェ ック 80シリ ース

フロア ヒンジ

その他

ラパ 卜リヒ ンジ

ピポッ トヒ ンジ

ドアハン ドル

ｾ＠

N E W * S T A R  

米 品質・性能とな用ラヱスー式

2 2ースターF j I"ぺL，-' : I

片引き戸内観図

レール取付毎例図

調医師寸法" 脊，て下さい.

535 

夜印、.t i t NSL・4の喝合'.l: 6oo

'

' : 変更されます.

上枠断面懸吊要領

内

‘  

. ニュースタースライド式ドアオベ レー ターの特徴

・油圧の長所と電気式の利点とを組合せた新製品です。 ・油圧装置がついているために 悶 る速度が 「ゆるく J r なめらかJ です。 ・パ ル プの調援

で閉る速度が自由に変えられます。 ・閉 る 手 前 でー 且 止 って、 その后ゆるく 閉 ります。 ・停 電 の場合、 すぐに手で軽く 開閉 が出来ます。 ・価 格 が

安く 、別途工事がほとんどない。 ・取付工事、保守が非常ーに簡単 です。

日本ド7一子工、f ケ袋、単泉式命ネ
不t - J ' - _ ' _  J._' '17 恭 L 〓武田本

本社工場 大 阪市 生 野区 ｾ･ 矢柄町 Ｒ 2  2 電 話 ( 06) ( 758)  1 2 5 1 ( 代)

東 京 支 1吉 東京 都 千 代 国 区 神 田 小川 町2- 12(信 愛 ピ ル ) 電 話 ( 03) ( 293)  4 8 3 1  - 5  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 月 寒 中 央 通 り 月 寒 3 1  4  - 1 電 話 ( 0122 )( 86) 8 2 5 5  - 6  

仙 台 出 張 所 仙 台 市 北 6 番 丁 1 8  7 電 話 ( 0222)( 34) 6  0  4  9  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 北 区 浪 打 町 2 - 8 0 - 2 電 話 ( 052) ( 981) 7 5 3 1 - 3  

広 島 出 張 所 広 島 県 安 佐 郡 佐 東 町 緑 弁 2 0 5 電 話( 08287)( 7  )  1  6  1  1  

福 岡 出 張 所 福 岡 市 天 神 4 丁 目 4 番 2 4 電 話 ( 092) ( 74 )  2372 .  3312 



、

この改正によ って、 建築悲準法施行令釘'; 32粂の おいても水質保全上の観点から、 ー|ー分考慮して

水洗便所の尿尿浄化糟は、尿尿伶化槽を設ける いかねばならないであろう 。

法 令 コ ー ナ ー

39 

区域及び処理対象人員の区分に応じて、通常の 放流先については、予防調貨を十分に行ない、

使用状態においての性能基準を定め、これに対 水質・水i J 1 並ひ1こ水質汚濁防止商からみた許容

応する構造基準はｾｉｪに定められた、告示 Ｈ 建設 限度等によ って 、設置者及び設計者は、処理方

省告示第1726号) によることとなった。ここで 式を選定すべ〈、基本的な考え方を持っていた

日本建築協会法規委員会

区域指定については、各特定行政庁が、「術生上、 だきたい。

特に支障があると認めて規則で桁定する区域」 次に、処迎対象人員 の算定の問題点について進

質疑など の投糾をお待ち しておリます と「術生上、特に支障がないと認めてガi l . l il Jで指 めると、まず、建物の用途及び規模により、処

。 法 令 解 説

尿原浄化槽へのアプローチについて

定する区減」及び「他の区域」がある 。 この指

定に |努しては、公共用水域の水質の保全に |比lす

る法律等による指定水域及び都市計画法による

市街化区域等の調整をはかり、かつ市町村関係

及び水利関係団体等の意見を聞き進めていく基

本的な姿勢が肝要であろう 。

次に 「他の区域」 から「衛生上、特に支障のあ

尿尿浄化槽とは、生活に直結する尿尿や雑排水 る区域」になれば、 100 人以下は従来の単独処

等を処理するための下水処理施設を有しない公 理方式 ( 雨水はもちろん、厨房汚水、洗面脱水

共下水道の普及していない地域で、水洗便所を 等の雑排水を混入せず、水洗便所からの使汚水

設置して、衛生的処分の必要のある場合に設け のみの処理を目的とする処理方式) 、 101 人以上

られる処理装置及び施設である 。 になればすべて令併処理方式( 工場排水、隠滅

水洗便所の尿尿浄化槽は、近年のわが固め経済 等以外の生活排水及び使汚水の処理を目的とす

成長に伴う、人口及び産業の都市集中化により、 る処理方式) となる 。具体的には、住宅団地21

都市施設等の経1ml が追いっけない現状と情勢下 戸以上、共同住宅 2 D K相 当29戸分以上、 一般

において、必然的要求と多くの需要に支えられ ;，_J: ，務所居室面積1001m

2

以上、及び学校 ( 小学校

てきた背景のもとに、企業の技術開発等が急速 生徒人民404 人以上、中学校、日校、大学生徒

にすすみ、多鰻多様で特殊な構造のものが製品 人只 303人以上) 等の規模程度以上のものは、

及び商品化 され、それが単に家庭用の小型梢に 合併処理I l 方式にしなくてはならなくなる。

とどまらず、各経用途、規模に広〈採用される これによ って、今までの尿尿浄化槽の設計概念

ようになってきたのである。 これ らの水洗便所 改めなければならないであろう 。 とくに合併処

の尿尿浄化槽 の構造及び設置については、これ 理施設は、一般的に建物の用途及び規模によ つ

までも、建築基準法等に基づいて、行政庁は指 て、水質及びその汚水量の時/ 1 1 ] 変動があり、ま

導、監督に努めてきたが、しかしこれら多額多 た水量、水質が著しく異なることを考慮してお

様な尿尿浄化槽に対して、従来建築基準法施行 かなければならない。水質、水量等の設定は、

令においては、 一極の処理装置である欧米式型 十分な調査並びに資料検討を行なったうえでき

( 多重タンクと 散水 i戸床の組合せ) の構造しか めなければならないことを知っておくべきであ

定めておらず、これと奥なる椛迭のものについ ろう 。

ては、問等以上の機能を有するかどうか、特定 次に、施設の敷地及び位置の逃定の越本 (1(J な考

行政庁において、構造審査及び性能判定等を行 え方としては、央気、騒音、 i戸床パエ等が、し

ない、試作設置から型式認定まで、段階的取扱 ばしばニューサンスとして問題となるので、公

いがなされていた。しかし、尿尿浄化糟の需裂の 筈袈紫なども考! 語、して計画しなければならない。

急停l 及び工事期間の短縮化等により、従米の税 風向きなどを考え、できるだけ建物の北fJl1J の端

坊においてパネルを組みコンクリートを流し込 fll リとし、かつ建物から遠ざけるほか、周囲 の盗

む工法は、家庭用等の小型槽には徐々に採用さ 地は緑化に努め、また危険防止の見地から安全

れなくなり、これにかわ って、新しい尿尿浄化 械を設ける。 このほか施設の経済性を考慮して

槽の開発によ っ て新しい材料が使用されはじめ できるだけ配管容易な場所とすることが必婆で

工場での大 ｩ ｾ ｬ 生産が可能とな っ たためこれらの あろう 。

ものを多く採用する傾向にな ったが、しかしこ 近年土地高騰などで敷地の経済的な利用が進

れら普及において障害となる問題がでてきた。 んでおり、このことは、建築計画において顕著

それは各特定行政庁ごとに同一製品に対してで である 。建築設備である尿尿浄化槽の設置につ

も呉な った判断、判定することができる法律上 いても、少なからずその現象がでており、建物内

に|問題 があ っ た。 またこのことは水洗使所の尿

尿浄化楠行政商においても隊害を生じ、これら

の而からも基準の統ーが要請されるようにな っ

てきたものと考えられる。一方都市集 中化、人

口4朗読・になるにつれ、生活汚水の排水について

も、工場排水、廃液等と同様水質保全の見地か

ら放置できないような情勢も生じ、住宅団地等

に設けられる集中処理の尿尿浄化糟についても

実質的な士且制が要請されるようになり、これら

諸情勢に対応するがため、建設省は、昭和44年

5 月1 日施行の、建築基準法施行令の一部改正

においてf子なわれたものである。

又は直下に設けらることがあるが、維持ti: 活! 上

において、hHiil 及び通常点検に支障をきたし、か

つ衛生上好ましくないのできけるべきであろう 。

敢近、建先住宅等の集中尿尿浄化柑の上に{ 住宅

等を建築されたケースがあり 、 住宅の環境 ｩＺｾｲ 生

上の見地から、一つの社会問題をなげかけた 。

この 'J¥. 突をあなたは、どのように受 It とられ、

考えられるだろうか。

また、放流先の放流可否についても、! 采尿浄化

;憎を設置する場千干の大切な要紫である 。 近年、

とくに、河川及び海域等の水質汚濁 l立、年 4 ま

すます悪化の傾向にあるので尿尿浄化的行政に

理対象人民をt ) : 定するには、建設省告示第3184

号に基づく日本工業規格J I S - A 3302 (1969)  

の建築用途別処理対象人只基準によ って1平定す

ればよろしいわけだが、建築用途によって、

算定上問題となるも のがある。観覧場等類、ポ

ーリング場等類、駐車場苦手類及び公衆便所等類

などは、便器数によ って、また、単位便器当り

1 日平均使用時間の設定によ って 、算定すると

ころにある 。 とくに平均使用時! 日! の係数につい

ては、相当幅があるため、それをどれぐらいに

とるかによって、大きく差がでてくることも考

えられるので、少しで実状にそくした設計をする

ため設置者又は設計者等は、使用頻度、営業文

は使用時間及び立地条件等について、行政庁に

詳しく説明することが必要であろう 。 また、使

総数の算出に関する基準がないため、そ の箇数

は任意、となり、処理対象人貝の算定に問題を残

す要素となるので、日本工業規絡の次期改正に

おいて、検討してもらわなければならないとこ

ろであろう。

故後に、単独処理方式における流入水訟の使用

実態とその問題点に ついて述べると、昭和44年

5 月 1 日の建設省住宅局建築指導謀長の尿尿浄

化槽の運用通達によれば流入水量、すなわち洗

浄水量が、 1 日1 人当り 50 t となっている。こ

れが通常の使用状態における水位であるはずが、

実際の使用水量は25 t  - 35 t ぐらいである。ど

うしてこれだけの水虫しかとられていないかは、

洗浄水タンク及び洗t争弁等の容量及び装訟に少

なからず問題があるためである。これらの製造、

製作者は、改造することを検討せねばならない

であろう。洗浄水査が尿尿浄化相の機能保持上

どのような影響をおよぽすか 、少 し具休的にい

うと、洗浄水を多量使用した場合は、図形分離

は促進、 B O D濃度が低くな って 処程は答易と

なる反面、腐敗タンク、ばつ気室等における滞留

l時間が短かくなって、全体としての機能に影響

をおよぽす。し かし使用水位が少ないと、図液

分離が妨げられ、また、 B O D濃度が向いため、

二次処理装置 (平面酸化床、散水 i戸床等) への

負荷が大きくなっ機能の低下をまねくことにな

る。し たがって、洗浄水量は適泣使用( 1 日1

人当り 50 t ) することが、性能保持のうえから

考えてきわめて大切なことである 。

むすびとして、昨年8 FJ に大阪附は、建設省告

示 第 ＱＷＲＶ 号に基づくＡ呆尿浄化 ｲｾｩ の柿造にｼ耳 ｬ し

て、技術的補足を行な って 、「尿尿浄化梢に| 日lす

る取扱要領」を作成したことを巾しヒげておこ

う。これは、尿尿浄化織の構造上のほか、施

上及び維持管理上等の観点より補足したもので

あるので、理解していただけると思う 。

今後尿尿浄化槽に対する見方、考え方に後立つ

ことを願 って 止まない。

( 大阪府挫築部建築指碍課 島 岡 克 吉)

7  



天 井 ・ 間 仕 切 ・ ア ル ミ ニ ウ ム の こ と な ら 何 で も ご 相 談 下 さ い

株 式 会 社 奥 村 重 兵 衛 商 庖

大 阪 市 北 区 木 幡 町 6 0 電 話 大 阪 ( 364) 4131

福 岡 市 住 吉 松 月 田T 2  9  3 電 話 福 岡 ( 29 ) 0459 

東 京 都 太 田 区 南 馬 込 4 - 1  - 18 電 話 東 京 ( 772) 7856

名 古 屋 市 中 村 区 志 摩 町 4 の 7 電 話 名 古 屋ー( 551) 3013



可島

読者の頁

投稿をおまち しております。掲載の

分には規定の稿料を差上げます。

口日本て3 番目に古い? 設計事務所

有巣社のこと

、

建築設計事務所というものが、西洋建築術の

伝来によ って起ったものであることは言うまで

もない。

我国て' は治水車且 ( 現治水建設) が最も早〈、

Aj] 治初期l以米「製図場」を設けて、 「技r. i I i 長は

支配人とほとんど同絡の向い位置主にあ った、」し

中村達太郎。 矢回茂。網越三自1¥。 岡田信一自1¥，

佐藤功ー と言った有名建築家が何れも 一時ここ

にいた。独立した設計事務所を持ったのは横河

民事f I が、最も古〈明治23年。10数年の問をおい

て、 ＳＶ 年に丸の内に辰野 Ｎ ｾ西事務所ができ、

新附に三市!ii llqf! l¥iJ' 開設し、 41-"1=.正月 。 これも丸

の内に曽欄逮蔵 ・中線新一郎事務所が| 羽かれた。

これらが我国建築設計ＮＩｾ務所の滋鰯てＧあるとい
? ー 、 十 人

う。 ( 仲 代 雄一郎氏「近代建築の生存明」に11>>る。

1963年 7 月、美術出版社発行。)

ここに名の挙った人達は何れも、東大造家学

平牛→建築学科を: 1i て、アカデミックな建築学者と

して認め られ、活脱した人迷ばかりだが、明治

の建築設計w . がこれら の人迷だけによ って、支

えられていたとは思えない。例えば、片山I瞥の

若い l待の友人で山室主1 l 平の仰として有名な、水西

洋建築師。イj ト藤為吉などについては、事11代氏は

一言 も触れていない。

伊藤為吉 の ある極の建築物などは、前衛建築

の祖ではないかと忽われる節があるが、それと

は正反対に伝統的な日本家屋の研究者が、方法

だけは近代的に家屋庭園の設計 ，Ｍ Ｉ ，ｾ務所を闘いて
しんけい

いた例さえある 。 明治33年から約 1 年高瀬真卿

が、赤坂区新坂町59番地に l井iいていた、有巣社

がそれである 。

今解っている限りでは辰野金吾よリは 4 年早

〈、犠河民輔についで日本で 3 務自 の建築設計

事務所、とい ってもよいであ

ろうか。

彼につい て Ｎｩ ｈｬｾ に知 ｬ っ て ｭ

くには、私が、編・設 ・解，;況

で発表した 「向瀬真J 側日 ;ictll j  

( 雑誌 「日本1 i "If-.ir!i f.. i j  sr{f[l 

43年 2 月号 - 44年10月号迄。

千代閉区事Jl[ 日小川 urr 3  / 22、

日本古 ｪ ｬｾＺ .iIflィoi 社発行) と 、小

ぜんし ょうゐん

文 'rup・j IJ 制 ・全生庵j(' 内

側27文集二 」。新宿区戸塚町 3

司.

行 。 ｾ ｉ ［ 良品 。Ｉ を併せ読んで頂 くの が今 の 所 Ｍ ｾ書

簡単な の だが、 一 口で説明すると、日本で長〈

続いた感化院としては最古の、東京感化院の 、

初代と 三代目の院長であり、民権時代の新聞社

長。小説家。 刀脅IJ研究家で、長続きしなか っ た、

営手 ｉｊＴ ｏ［ｾ露 。 文化ｃＢＩｪＺ業にも生 ｩ 嵯に数多く関係して

いる 。 いわば明治の産んだ小怪物の l 人である 。

その係に当る人 の所に 「家出庭園 ・椛逃図笑

・Z)j : 業広告 ・有単社」。 と題する パ ンフレ ッ トが

一昔1¥残 っている 。恐らく有L民社のパンフレ ッ ト

はもう、この一宮1¥だけしかこの世に残っていな

いのでは、ないだろうか。

パンフレ ッ トは縦18纏。徽39糎の紙を横にし

て、縦件きに印刷してある 。 4 つ折りして 一部

とな っている 。紙はお半紙位伎で印刷も普通。

取立てて 言 う程の特徴はない。

本文は 3 つに分れている 。ー は 「有巣社を紹

介す。」 これは文書1¥官僚上りの当時の有力政治家

で、東京感化院の後援団体 ' W: 京感化院慈善会 」

の、 ' 初代会長でもあ った渡辺洪越の推薦文であ

る 。二 ｬｩＧ 有巣社 ， Ｉ ｾ［ＧＡｒ［ の 婆領 。」 本ＩＨｉ ｊ 十 一 線 。 ｼ附則

五{ 奈 の ・l工業案内である 。

三 は無題。 天II易徒主人高瀬真卿の挨拶 の口上

である 。巻末にかなりの余白をおいて、 ( 芝柴

いん I!!' う 《ママ}

井町堀内印行) とある。 印刷者であろう 。

事業案内本 ftlJ の内第四僚から第九篠までが、

段も具体的なので全文を次に拘げる 。

四 本社は襖 ・障子 ・1也袋 ・杉戸等の主主具類。

及び室内装飾品の意匠を笑し、そ の製造の

b うすべ〈

紹介及び監督をも致し可申候。

五 家屋・縫図 ・建具等設計図案の報酬は、

1郁子H予算似の百分の二 ( 百円に付J l ¥円 )

11:1受{味。

fQfi 設計図案は、 J也絵図、仕様明細11 ，1ｾＺ、
I J ，。

経費予算J ?の三純とす。外に建絵図を添

えて四純の設計をなす時は、百分の二半

( ei 円にイーJ "l i¥円五拾主 ) とす。

六 主主築工・ ｲｾ の 監督を依頼せらるる時は、経

1"( の 行分のJt¥より 三迄 のIll) に於 て、御中11談

の ｬ ニ ｉｾ 受依 Ｈ 経質百円に対し 三 円以下ｮ｜円

迄 のI}¥I に術l座候)。

七 家屋及主主共等の設計欽し伎に、高尚なる

ｾｾ匠を要し有識古貨 の 研究を、必要と致す

ほど の設計図案は、右報酬額の外i卸相談の

上、多少の報酬を申受候。

八東京府外に建築致し候場合には、社員出

もうすべ 怠

張欽可申に付、往復汽111料( 1 1盟三 主五厘)

の 225、j IJ ＧＺｾｊ 巧文集刊行会党 ｩｬｬｾ ぷ Ｎ ［Ｑ ・ Ｑ＾ 務 所 有ＡＮｩＮＡ 一社 パンフレ y ト'M 1川つ折リにすると

1 . ' 治的表紙が . lftl :に米る

日常一 日金壱円五十主申受倣。

九設計図案 の 報酬は ［ＯＮＮＺの ， Ｑ ｲＭ ￟ｩＰＱ ｻ ｾ に申受け、

E在容料は係成の上申受:11院。

九に 「左のIll- 類」 とある の は、五の但刊 のJi -

類のことらしい。九の 「友」 には件tri に| 刻する

記述はもうないし、最終燦 ｉ 買 の 十 ー にも 「 左 の ｉｉｾ 長 」

々」 とある 。，布の{様々 」の 誤リ である 。

このように細部の誤りはあるが大した自伝 で

ある 。{ 皮によると、

余もと好古の癖あり、就中家屋 ・林泉の制作

につきては、院務の H院ある毎に多少の研究なさ

にあらず 。 家屋には上古以来 の 沿 ＱＱｾ あり 。 そ の

造りざまにも ft 賎 の別あり 。 ( 中略) 寝殿廃れ

てE!? 院起り、中門変じて玄関となるに至るまで、

亦沿革なきにあらず 。 此等の ご ｊｾ ども図史に徴し

m- 記に照らして考讃をなす伎に 、遂には雛形を

向< ‘，，/，.

も起り Hj で、独り図案を遅らすも の数年の nnこ

す 《な

れ亦少しとせず。

( 前記挨拶 の 口上のー苦1¥0)  

というのだから彼なりの自イ言はあ ったのだろ

っ。

真卿は大体水戸務士族出身の故か、法律作り

の好きな男で、数多くの彼の卒業にしても、法

令、定款を作るのが楽しみなばかりにや っただ

けではないかと忠、う位、機 q な法令、定款を残

している 。 お訟で我々も珍らしい明治33年 3 月

制定の、非アカデミカ ｊ レな建築設計， Ｉ ＾［務所 の ・ Ｉ ｾ

業細目1) を、読むことができるわけだ。

ところでこ の設計事務所だが、恐 らくこれは

完全な Q I!未での独語I j ではないだろう 。 明治32年

年頭より彼は新築の明治IAで、慈善明L行をさせ

ようと、明治座座長守川弥平を始め当 11寺の 多く

の財界人に 1m東を持掛けたが、そ の 中に、 h'[Jk

組支配人原林之助がいた。

明治三 卜二年一 月弐七日 。午前。大聖}f，'f 敬 ( 内

園生命保険社長 ) 五十嵐光彩。て} エ川弥平。 原

林之助。横山孫一郎 ( 大合組。帝国ホテル 11

役 ) を訪ふ。 明rdE註普芝居のftl'也。午後。

土方イ白 ( 久元。前内宮内大臣 ) にいたる 。

廿九日 。本目 。帝図ホテルにて、慈善演劇之. f ll

談会相催、土方伯。横山孫- Iil l¥。 原林之助。守

川弥平。五十嵐光彩。久保回日三 ( 学資保管:

会社戦只 )。 後藤龍彦 ( 同) 等出席。 諸事之キ11

談をなし、委員六十名撲み、池沢 ( 栄一。 第一

9  



ここにも|生きている

正=ロ;1 f 陥嵐

-

屋 根 と 室 内 に ビ ニ ロ イ ド 防 水 を 施 工 し た 霞 ヶ 関 ビ ル

ど ん な 地 域 で も ど ん な 構 造 の 建 物 を つ く っ て

も 完 全 な 防 水 が で き た ら 一 一 一 そ れ を 実 用 化 し て

す で に 250 万 m
2

の 施 工 実 績 を 示 し て い る の が

く ビ ニ ロ イ ド 2 号〉 で す

防 水 下 地 に キ レ ツ が で き て も 破 れ ず 寒 冷 地の

冬 に も 丈 夫 で ど ん な 場 所 に 使 っ て も 腐 り ま せ

ん そ れ は 弊 社 が 合 成 繊 維 に よ る 不 織 布 の 独 特

な 方 法 で 加 工 し た 技 術 の 成 果 で す 霞 ヶ 関

ビ ル に も ビ ニ ロ イ ド 2 号 に よ る 防 水 工 事 を ご

f采 用 い た だ き ま し た

10 

営 業 品 目

. ビ ニ ロ イ ド 防 水 工 事 . ア ス フ ア ル ト 防 水 工 事

・ 三 星 ソ フ ト ン タ イ ル 貼 工 事 . 保 温 ・保 冷 工 事

・ 三 星 プ ラ ス オ ー ル ・ 三 星 コ ー キ ン 版 売 ・工 事

. シ ポ レ ック ス 工 事

マ

三 星 産 業 株 式 会 社

JR ，;， I:rI H I:[ 日区宮本田f 3  - 11 - 13  

T  E  L  <866>0271 - 6 ・6121- 9  

ＮＧｉ ＱＧ［ Ｑ ｾ 所 Ｏ 札 帆 ＼ ＷＲ ＾ ＶＰＳ Ｑ Il iJ f; <21>5366- 7  名 古皮 <941 >3751  

<97 1>4574 大 阪 <443>9721 - 3  制 ｉｾ ， ｪ <76>  2076<75>0298 



る。有巣社残務の{ 牛申談す。

三十五年十二 月十九日 。附。一昨日 。

金港堂。普及社( 舎が正しい )。 集英社

等之丞役。家宅捜索に途ふ。教科E!F

l制各事件也。小林 ( 消一郎。帝図書

籍会社々長) 。原( 亮三郎。金港堂社

長) 初め大狼4員。之等の各社に見舞に

赴〈 。

早 朝 橋 本 ( 忠次郎。図光社社長 ) に

面会 。 有巣宇土之事を談す 。 教科 ［［ｧｾｾ

之状態を見、旦つ前途を考ひ、 ｦ￭ｾ に胸

の中。明倫堂創業の念浮ぴ、帰宅の後

ち平年思再四。其方案を起草す。

二十三 日、明倫堂を五車掌とあらたむ。

有巣社については営業細則。顧客。従業只等

についてまだmくべきことがあるが、これ以上

長くなって細部にわたり過ぎても 、 興ｾＱｩＱめと恩 Ｎ

うのでやめておき、将来もしさらに興味深い資

料を発見したら、また発表させて頂きたいと思

九 1970年 9 月2 日深夜 須 藤 欣 ニ

写真左

明治40!1三に 日瀬真。聞が作った東京付1裁所のパンフ

レット。今日町家庭裁判所と、社会稲祉ケースワ

ー カー のような物で 、大正年1H 1 に殻出した人事相

談所よりも古い. このまた前身のような物をu 卿

は、明治16年東京御徒町に| 剥いた! 忍化協会的中に

も設けていた.

. ビル暖房等規則( ブルースカイ

ブルースカイ計画第 2 号 事 業 計 画

(1)  昭和45年11月より非生産の法対象地訟で使

用する燃料は、いおう分 1.0% 以下とする。

なお 、将来においては 、燃料の{ 共給状況を勘

案し、さらに、いおう含有率の低い燃料の使

用を促進する 。

(2)  昭和45年度以降、新増設ピノレ冷暖房地訟は、

電気、ガスまたは、これに代る燃料を使用す

るよう要諮する 。

(3) 昭和47年 4 月より、 1時間に 0.61d以上の

燃料を使用する非生産事業場の燃料は、いお

う分 0. 2% 以下とする 。

(4)  市街地区域の再開発、拠点開発等における

ビルについては、ｾ気またはガス等による集

中冷暖房施設の設置を 推進する 。

( l1tHD45年 9 月14 日

計 画 第 2 号)

写真右

東京 j'l' 紋所パン 7 レ y トの一昔日。理事河瀬真卿は

東京感化院前院長。 評定貝鈴木充美と 三宅町iうたは

弁護士。i貰I也八自11は弁1並士兼房総鉄道重役. 以上

三氏の名は明治30年代以後の其卿日記にもたびた

び出て来る. 所長寺山直はまだ不明である。

34年 1 月13日に残務整理! をしている 。 その後彼

は教科書出版社合同論を l唱えて画策していたが、

35年12月17 目。今でも教科書史上の大事件とし

てよく引合いに出される 。金港堂。普及舎。集

英社等の教科主主疑獄が発覚して、この業界にも

見切りをつけた時。{ 悶々賀陽宮家須磨別荘新築

設計依頼が、明治10年頃から親交のある、宮内

省名誉主Mi ¥官中川忠純を通じてあ った。 このよ

うな事から彼は有巣社再興に希望を持ったらし

く、 仙台 の新聞社長時代 ( 明治 13年 - 15年) か

らの友人で、教科昔、洋紙、保険、述送等各界

にわたる小コンツェルンを経営する 。橋本忠次

郎に金を出させようとしたがことわられ、再び

監獄向出版、教科在出版を扱う五車掌を起して 、

永田一茂に渡すまで敷年経営していた。
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銀行頭取) を委員長とす。 ター呆一散会。

二月一目。 H背。早朝に出向。守川 を訪ふ。今日

の相談にて慈善芝居、来 4 月に延期。土方伯

にいたる 。 原林に i釜ふ。

三十三年二月三目、曇。雨。昨日 。不図思立て、家

には' ヲ〈・3

屋。庭造。建築設計図書長の依頼に騰ずる 一社

か ん カ旬、竺> ，

を設〈べしと考付。規則ども草案を立て、有

企ープ

巣社と名け、持If水清兵衛 ( 丸の内桜田町の大

工。) 近藤来之助 (義弟。東京感化院書記) を

招き相談す。

二 月四目 。 盆。 日Hlil 。有巣社の件、渡辺洪基 ( tt

族院議員 ) に相談す。大に賛成。世上へ紹介

之文を主主し、印行して出す司王を承諾す。
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三十三年二 月十一 目。情。本目。有巣社の業を開〈 。

赤坂新坂町五十九番地( 此の番地はパンフレ ッ

卜の番地と 一致する ) 0  2 階建の家一戸借受、

仮本社とす。10時同慶にいたる 。坂本仙二郎

をfD- 記とす。本日午後三H寺、小祝宴を閉 じ

岡西 ( 繁三自11。 東京感化院学事。) 大場 ( j直道。

感化院教部)。 高山 ( 樹立。感化院l!} 記 )。 高瀬

( 紹卿。長 男。 学事。後二代目院長 )。 近藤。

汗;.水 ( 治兵衛)。 及高久清水。 附本等会す。

三十四年一 月十三 目。 H占。午前。 坂本 1111二郎来 大阪市 )

11 

これは勿論 l 年余の IHI を遣いた日記の抜書き

である 。

真卿自身は多忙な働き盛りの年令だったから、

有巣社のアイディアを思いついた時、原林之助

に聞いていた (と いっても私の想像だが) 、清水

*Jl.事1図場7にヒントを符= ていたこと自 t本、すでに

憶えていなか っ たかもしれない。 また消水組や

横河民輔事務所の話を 聞かせてくれた のは、原

林之助ではなく、ここに出て来る消水消兵衛そ

の他の、出入りの大工であ ったのかもしれない。

とにかく彼の会き ｾｾｨｴ￬ Ｑ ｊ であ っ たとは、 一 寸考え

られないと思う。

その理由は第一 に其卿が家屋設計に興味を持

っ たのは、感化院の建物をしばしば新 Ｎ Ｚｗｩｾ し、

その設計を必要と貧乏に追られて、自分でやっ た

のが最初 であるらしいことは、彼の日記を l明治

15年から大正13年まで、通読している私には殆

んと' I i f r 定て' きる 。

第二 に32年 8 月28 日の日記に、 「消水治兵衛方

にいたりて茶室の雛形を 一 見す。」と あるのであ

る。此の雛形というのは恐らく起し絵図のこと

だろうと思うが、彼が普から起し絵図を多〈見

て知悉していたら、斯んな所で腹唱しく、多忙

な短かい日記の中に tb くだろうか。有巣社のパ

ンフレットの中に、「遂には縦形をも起り出で独

り図案を運らす」と書いたのは、普からよくや

っていたことではなく、やるとしてもごく最近、

悪くすると、技術者に清水清兵衛がいることに

甘 えた、全くのハ ッタリであ ったかもしれない。

そういう 、 思いつきが早過ぎて持続力のない所

が、彼の一 大特徴であるからだ。

有巣社の場合も 33年 2 月11 日に正式に発足し、
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倉倣レイヨン中央研究j 叶

- 特許建築用内装 ・外装化粧材

砂粒状陶磁器の吹付

セ ラ ス キ ン と は 陶 磁 器 の 皮 ( C E R A MIC S K IN ) と

云 う 意 味 で 砂 粒 状 の 有 色 問 磁 器 と 結 合 剤 と を 混 合 、 i夜

1犬 と し た も の で 、 こ れ を ス プ レ ー ( コ ン プ レ ッ サ - 1受

用 ) ガ ン に で 建 造 物 の 内 ・外、星墨画、天井 et c に 吹 付

け 、 防 水 性 と 装 飾 を 目 的 と す る 建 材 で す。ｾヲヌ宇Ｍ［ＮＮ // 

- 建造物の内外部に. グ

粉状陶磁器の吹付

特 徴

- 色 彩 高 熱 焼 成 ( 1250. C ー I350"C ) に て 発 色

し た 陶 磁 器 を 主 材 料 に し て 顔 料 、 色Z

を 使 用 し な い 為 雨 風、 太 陽 光 線 に よ る

ｾヲヨ ｾｉ］］
色 彩 の 変 化 は 起 り ま せ ん。

・ 防 水 性 通 気 性 、 防 水 皮 膜 を 形 成 し ま す 。

. 耐 薬 品 性 弱菌室、弱アルカリに対しては変化を起

宮ヲヵ-Yl =

@  

し ま せ ん。

. 耐 寒 性 - 20. C に 4 時 間 冷 凍 し で も 亀 裂 そ の他

- 下
士:i!!

の 異 常 は 認 め ま せ ん。

コ ン ク リ ー 卜 打 放 し 、 モ ル タ ル 、 ベ ニ

ヤ 板、和 壁、 フ ロ ッ ク 、 ス レ ー ト 、

テ y クスま頁 e t c

鉄 類 の 場 合 は 錆 止 塗 料 を 塗 って下さし、。

山 本 窯 業 化 工 株 式 会 社

本 社 ・工 場 大 阪 府 慎 津 市 別 府 3 6  5  s (06)  381 - 引 31 - 5  

東 京 営 策 所 東京都千代田区麹町 3 - 6  (桜井第 2 ピル } 宮 (03) 265- 8888- 9  

名古屋営業所 名古屋市中区栄 3 - 2 3 - 14 ( 山市ピル ) 宮 (052)262 - 6774- 5  

広 島 営 寝 所 広 島 市 中 広 町 2 - 2 0 - 9 (みのるピル ) 宮 (0822)引 - 6 2 0 0

仙 台 出 張 所 仙 台 市 上 杉 1 - 1  5  - 8  s (日222)22- 1  2  9  9  

紺 戸 工 喝 愛 知 県 瀬 戸 市 大 字 山 口 字 南 山 1 3  8  



建 築 と 社

A

Q

E

 

-・回・・

スニL

ニュース IJ; 目的 をJ j j 孟り〈ださい

- 愛隣総合センターが完成

昭和14311 ' - から建設が進められてきた愛隣総合

センターが ζ のほど ;tl ぶした。愛隣J也|ズ ( ;凶粉、

釜が附) の n策については、 II{{ 利36年の株! J i ' }) 'j';

ｦＧｬ を契機に 、大阪府、大阪ｲＡ ｩ および大阪府＿ｾ察

本)'111の: 行で愛隣地| 玖t . j 策i主総協" 英会をぷけ、

就労の安全、 131境の&i!{. 、t¥:'I: .悩抱l のli 'J 1ーなど

作間の弁n誌を" 持じてきた。 IJ ，Iにおいて LI 昭和41

年に不良環境地区対策についての北本情処! が示

され、これにもとづいて地 Je で愛隣地区対策緊

急 5 均年 ，ili l町をたて、そ の約 1 ｾＩ［Ｚ＠ ｾ ｉ ー聞として、

労働省、大阪府、大阪r ! i および原用促進 'J';; 住|司

の 4 .('i が共同して「安F者総 fトヒンター」の4 : ] 11)[

を行 ったものである

「愛附総合センター」の他，没は、 当{針1I1付の

不良 fi : t 守: を除lil し、労働地Ei 生、病院改良 fi :宅

を包合した総イ干地設を1 J 1 ; 設することにより、 1:  

ｉ 也の， ＧＺ ｾＯｩｦ ｉｊ 川 をはかリ、空 ｉ ｬ｜ ｊ をｼ分とり入れた良

好な i l l *形態を目立保することにより、r ! ii hJ 也の

燃やrIiJ改i与を l苅るものとし て、 判定{ 封区の桁i . Eを

うけるなど都 di 再開発・W!t の・つのモデルとし

て、その社会的; 主義は大きい。

- 労働地i没

労働組設は、こ の総{ l - !j血設のJ 也階から 4 1堵ま

でを使用し、従来路J'. で求人. ( ' i ' と求職者が直僚

就労 の契約をするいわゆる「1TZE労働市場」 の

解消と、地| 支労働者の 11'. ¥祉の/Il J 1三を 目線として

建設されたものであり、労働公共職業安定所、

約 3，500人が集令できる労働行 の寄場、 100 f i  

の '11が収作できる! t i : 'Il 場、およびシクー宅、ラ

ンドリ一、食Ｇ段、里 ｊＡＮ安宅Ｚす をＺ苛む労 ｦ Ｑ＼ｾｦｉ Ｎ品 Ｑ Ｚ セン

ターからな っており、千千純111止を j通じて就労のあ

っせん、 1設業，] : . 活. f 1 J 談を行うとともに地区労働

者 の福祉の/Il J 1:.1ニ資するための施設が設置され

ている 。

- 病 院

病院は、労働施設の北IIIIJ/i1. Uを図上に建設さ

れ、 住として愛隣地医|人J の/，';'fio才; に適切 な医療

を行ない、似品. ! ! と 福祉のT:' :;mに努めることを 11

Ｈｉｾ＠ ) とし、 1001末、内、外、小児、判事) l 、皮 l付、

泌ＱＯｪＨｾｦｆ、レントゲン、終 ｪ 形外科の Ｘ 科からな っ

ており大阪 市が雄設し、1 ! 1卜/1法人大阪' 11会l却が

センタ ーが日s常を行 って いる

. fi:泡

fi :毛は 、fi :宅地区改良・J'; '): : ; として大|仮r! i がill

設した改良ＨトＮ宅で、労働施設のけ ｾｦ ｬＡｬ ｊ tiI 1:庖|副 1:

に建設され、地 1:. 5 - 131; 皆の 9 1; 符廷のI'，':j 附 fi 二屯

で、建物の it . i 凶隅の住宅入 n からエレベーター

で直彼作階に j凶じている 。戸数177 戸、 2 D K

でほかに集会室が設置され、労働施設の屋 トー庭

園には HJ t の遊び坊が設けられている 。

位 置 大阪 di 凶成r x : 内入船町 3 1時J也

構 造 ＤｾＱＧｬＧ ，鉄筋コンず" ー トiE

地ド 1 断、 J也トー13附、 flfklっき

規 模 敷 地 IfIi 11' 1  6.357.5m
2  

ill 笑 l由i fii 4，989.  6m
2  

設計監理 株式会社 Ｊ怖 ｩｬｬｾ '1，務所

建築工事 例、式会社奥 付 制i

特定街区指定慨要

書 称 愛隣特定! ! i 区

地 積 0.64ha

容 積 率 37/10 以下

建築物の高さの限度 向精古1144m

rj
1

1M:i刊34m ff:1両官!112m

( 大阪市 K )  

愛隣総合センタ ー 1  ，苦 労 働 者 寄 場

- 曽 根 崎警察署改築さ れる

大阪I{，j' ';咋祭本ml ・If '. びに大阪府主主築古11て"I; t. 、必

ＱＱＱ 化 し、 ｊ 也君 主沈下に悩まさ ｩｬ ている位十民的 Ｈ ， ｩｪｾ 務

手? の改築について 、かね てよ りE制作、 J占本i設.;1

をi.ffiめ てい たが、いよいよ' 九胞に移すこととな

った ｊ 島本 ｉￎ 丸 ［ Ｑ では、 現地 Ｑ ［ＱＺ 大阪 の ＮｴｬｾＱ に ｩｵ ｷ

するｾ ， ＧｦＱＺｊ 也であるため、ー Ｑ ＼ＱＨ ｬｩＨｉＺＩ に ｌｩｌ 体的にら

充分間'J ili: のIお岐 を)j 'J 損して υI' Jl hj をまとめている 。

それによリ、 kz 似崎将 のみでは干訂正 (I() に小 さく

なるため、［Ｑ￭Ｚ［［ｾ全体 の 交 ｪ 出巴 ｍ を Ｑ Ｑ ＭＱＢ行 Ｇｨ と ｩ 凶ｾｾ・

iI，l]セ ンターを 1)' 心とした、 J{，r- nl j ，: 古11別館と fi t- ，没

した j、m枚 な挫物 となっている。以 上の点よリ

竹般的持、 うどi凶竹=i 制lセンタ 一、I{，r- ?'f 音楽隊、 11.，、

判 ｩ コ ー ナ 一 、 ｪｩｬ 欠物セ ンタ一、家 ｮｾ 人以，必ヒン

タ一、il己何年. f i ' ｦｾｾ Ｎ，ｉＡＮＺセ ンヂ一 、 4移多1'/) 7符??祭長yιc ＱＱＱ Ｑ川 ＱＱＱ Ｑ

“ ｊよ Ｂ占 ｾ ［ 1所9叶「γ"/可可';'1¥、

カがず汁|ドJ付す干千と して，;1'1仰1ド凶州11山州h川11 ;さきtれれL ている

配置計画 ・1'1倣J也は J也ド1J rに隙筏し、十11)， 111の大

交＿［ｾ .' ，'，1:  ，- -1長 してい るため、 J出H( J 凶のi *UL に

ιl して、 A jl)d i とth!， )J して、 1，・引ドケ ITJ '! (線IIJI こ

ｩ 且路倣 ｪ 也 を ｾＡＺｦｊＧ ，し、 ｉ 也ドにおいては、 ｊ 也卜 ￭ｊｲ へ

の ＺＱ Ｑ Ｑ 人 ＱＱ を 隊似 し、 ｉ 也 ｆ 欽点悔 ｉｉｉｾＯｾ のＭｴｊｬ ［ ｾＱ ｾ に文

ｆＱＱ ないように 、 ｾｊｈ 也形状、住物 Ｏｦ ｪ 状をみーＡ 伍 して

いる 。

平面計画・動線計画 地ド庁11分の汁阿て酬は、 地

下i行との|見Jj! l iにifi :点 をil l: き、刊に J也下災' ，1;: ，ニ対

処 し似る t うに 充分 な1Ｚｾｊ＠ 1  1をとり、また逃鮒に 手IJ

mできる斜路を動斜1，; li 11I j 1'，2-1'内at し、I l U常は 1ド

路として利/ r J するようにな ってい る。I也ur; 11にお

いては、 1Il併 は 'Ii，のため のスペー スと巧え緊急、

に対処しうるための人の地のみとし、 2 1祈以 1'，

を: i 二ーた る・1';務ス ペースと、 2 1滑には公腕 ( ， ｾｬｴ＠

Ｑｍ｜Ｚ 応 Ｑｾｦ '1'; 務スペース ) を配iif している 。 主と

して1 ' / 将附は E;付民崎署施 t没分とし、上府階に本

庁11別館施設を配託している 。 作1; 皆w本引 は、 作

繁栄 f-i5の15妹1' ' 1: から小 (111Mb' 多くなり、件前 の

j ; R 光; を巧! & する心裂があるため、建物をあまり

P，J くする のはイミij & 当であり、そ のため、 IWi 段、

エレ ベ - 1 ーを 1)'心 として日11f t { を自己主{ した‘ 1<I( !i 

Ｇ｜リが Ｉ， ｾ［ ｖ となっている。

構造計画 J也卜再11は R C ;立、 J也 I'.ml は S R  C ;立

とS j!i のflf・IfJ Mパ となっている o ｦｬ は割高Ｉｾ［ とし、

コア部分は鋼 Ｑｾ［ 内コン Ｗ リ ート 充 てん、 耐 ｪｊ 1:，". 

はコンクリート現場打としている 。

建 設 1也 大阪市北区eU似附 '1' 1  - 64 

建築面積 1，290m'  

延 函 積 13，470m'  

構 造 R C ;;'t B 4 F 、 S R C 泣 l l F

工 費 1，555，000，000/l J

設 計 大阪府建築; r ; 11公約 JI 画謀、営綿工

ー1'; 諜 K  K  illi il1主1l * '1'; 務所

竣工予定 II{{ 仰48 flと3 }J 

' _ 育、

13 



す ぐ れ た 居 住 性 を 創 造 す る

軽 量 気 泡 コ ン ク リ ー ト

長示レ111' 77. .

h 、、

‘R  

軽

断

量 (比重 O. 5コ ン ク ト トMの重量)

熱 ( コンクト卜の 1 0 倍の断熱性 )

耐 火 (法 定 耐 火 材 料)

@ シポレックスは工場、住宅か ら超高層ピ、/ レまで

あらゆる建物の屋根 ・床・壁・間仕切 ・耐火被

覆に使用されますが次の建物には特に最適です

工期短縮を要するすべての建物

2  空調を要する工場 ・倉庫事務所住宅等

3  鉄骨大張聞の工場・体育館等

4  軽量化を要する 高層建築物 ・軟弱地盤の建物

5  鉄骨耐火構造の建物

14 

設 計 文 部 省

施 工 株 式 会 社 竹 中 工 務 唐

使用場所 外壁、間仕切

唖至亘亘P

ｾポレ ＱＱＯ ＧＷ ス販売株式会社

本 社 東 京 都 千 代 田 区 岩 本 町 2 ノ l ノ 16( 森 川 ビ ル )

電 話 東 京 ( 861 ) 代 表 7 2 4 1  

大 阪 支 庖 大 阪 市 西 区 立 売 堀 北 通 1 - 90 ( 第 三 富 士 ビ ル )

電 話 大 阪 ( 538) 代 表 0 5 2 1  

名 古 屋 支 唐 名 古 屋 市 中 村 区 広 小 路 西 通 3 ノ 2 ( 大 商 ビ ル j

電 話 名 古 屋 ( 581 ) 代 表 7 4  2  1  



"  

口写真と慨婆をどしどしお送' ) < ださい.

凡例: a. 所在地 b . 挫築面積 c  延 商獄 d. t 1I 造規悦 e .  1 : 期

595 . 下 ヰサ 邸 I 596 . 永

il1，; !  田 中 ・ 小 西 建 築 事 務 所

施工 今 里 建 設 K K  

a  大阪市点L i ，庁[ i ( 今林田T5852

b .  144 .45
m

'  

C  • 194 .  78m宏

d .  R  Cj 立. 2  F  

e .  RB.f1l 44年 12rJ - R月千1145 (f. 6  n  

本 館

ｉｾｉｉ ｉ Ｇ Ｚ 安井建築設計事務所

地 [ : K K 浅 沼 組

a.  J'， I・11 ｾ，｜鯨 ｩ ￭｜ ，Ii 今 lil

b  .  589.  27m'  

C .  1，749.52m'  

d .  R C i11. B 1 ， 2 F  

e  .  ＱＱＷｾ 品 ＱＴ Ｔ ｩ ｬＧ 8  J1 - 1昭和4511' 5  n  

回 邸 I 597 八

設，ij - : 藤 沢 建 築 設 計 事 務 所

施工 : K K 大 林 組

a  .  大阪府茨木 Ｂ￯ｾｴ イ手口丘 Ｓ 丁日 Ｔ
b .  223.  17m'  

C  • 281. 38m'  

d.  R Cj 1!， 2 F  

e  .  11円相 45年 2 }j - II{H1I 45年 8 J1

dJ 十: 愛 知 県 建 築 部 営 繕

K K 久 米 建 築 事 務 所

施工 K K 藤 岡 組

a.  t， ， Ｇ ｾｩｨｬ ， ｬ￯ｬｬｲｈｪｬｬ 正餓昨田 ｛ＴＳ ー ｬ

b .  4，145. 79m'  

c.  19. 580. 60m'  

d .  S R C i11 R Ci1; ，B 2 ，4 F  

e.  II T{和43年 7 J J - I昭和45年 3 J1

l … ブ ッ ク

木 邸

.&".;1 大 成 建 設 K K  

地工 大 成 建 設 K K  

a  神戸市J I ( 置E 卒山町t . : i' 山岡町18- 2

b.  83. 810m'  

C  .  135.  171m'  

d.  R  C 泣. 2  F  

e  昭和44年 8J J - 昭和 45年 3 J1

ぷ針 。K K 昭 和 i設 計 事 務 所

指工 ・ 安 藤 建 設 K K  

a  尼 崎 市 柿 : ! iUE 2  T  n  92- 2  

b.  475.  19m'  

C  • 909.  13m'  

d.  R C i11 ， 3 F  

e  .  日円相45年 l F J - 昭和45"1' 9  n  

601 .  金 剛 山 国 民 宿 舎 香 楠 荘 I 602 ， 国 立 奈 良 療 養 所 病 棟 I 603 .  引 田 町 立 引 田 幼 稚 園

ぷ.11- K K 三 座 建 築 事 務 所

大 阪 府 建 築 部 営 繕 工 事 課

地工 大 日本土木 K K 大阪支l苫

a  ..k阪府南河内即干早品、車I i . k 下千早 1330

b  .  986.  445
m

'  

1，538. 762
m

'  

e.  R  Cj 立， 2 F ， P H l  

d  昭和44年 3 月~昭和45年 6 月

';11.j!- : 厚 生 省 近 畿 地 方 医 務 局

地J - . 村 本 建 設 K K  

a.  ｾｾ良，ｊ ￮ Ｍ ヒ Ｑ 帯町ｼ主 Ｑ ＮｊｬＺ奈良療養所内

b  .  852
m

'  

C  .  3. 322
m

'  

d.  R  C 造， 4 F ，P H 2

e  第l 期 昭 和44年2月τ 昭初44年8月

出2期 昭 和H年9f 1- 昭拘4，年5月

.0.1' :  K K佐々木建築設計事務所

施工: K  K  青 木 建 段

.  . 作 川 県 大 川 lili ' )1111111[')1 m 

b.  844 . 1m'  

C .  829. 0
m

'  

d .  5  j立ブロ γ ク造， 1  F  

e  1I 11和44': 1' 7 J I - 昭和 4411' 12J  1  



各種玄関マ ット設計製作 E 量 歯 固

〈 詳 細 図 〉

1+  I  I  I  I  I  I  I  +-1 ｾ＠

止二山一

〈規格色〉 赤 ・白 ・緑 ・鼠 ・青

お そ う じ 百 貨

玄関に

J 、イセンスをノ

マットは

トップメーカーの

三 サ';;.，. v 製品を

お選び下さい

( ウルトラセン)

ウルトラインマット試験表

・ 耐 摩 耗 試 験 一 摩 粍 減 量 0 .0035 グ ラ ム

試 験 条 件 テ ー パ ー 摩 粍 試 験 機 荷 重 500 グ ラ ム

回 転 速 度 57 r.p.m. 1000 回 転

・熱収縮試験( 膨張)

40
0

C:: ! :  1  oC 3 時 間 変 化 な し - 5

0

C  3 時間縦( ー 0 . 10% )

横 ( ー 0. 17% )

・ 耐 薬 品 試 験 浸 漬 条件 30' C x  31 日 間 重 量 変 化 率

3  % H2S04 ( 孟 0 .1 % ) 10%  N AoH( 豆 0 .1 % )

植 物 油 ( 臼絞泊 ) ( 5 . 2%) ( 30

0

C x  5 日間)

・耐水試 験 浸 漬 条 件 23

0

C X 24時 間 0 .0 7 %

く営 喋所 〉

口口 三百リ" 孟，，/ V 工 業 株 式 会 社

東 京/ T  E  L  (  667 )  8  8  4  4  (代 )

名 古 屋 / T E L (911 )  4 3 0 6 - 7  

京 都 第 1 / T  E  L  (221 )  5363 ・ 0214

京 都 第 2 / T E L (312)  6  0  5  1  

大 阪/ T  E  L  (531)  7  5  7  1  - 4  

福 岡/ T E L (27)  2 3  3 1 (代 )

北 九 州/ T E  L  (57)  3  5  7  9  

営 業 本部 / 大 阪 市 西 区 北 明 江 上 通一 丁目 20 T  E  L  ( 531)  7  5  7  1  - 4  

本 社 工 場 / 京都 市 南 区 久 世 築 山 町 380の 2 T E L  ( 921)  6 3 6 1 - 3  

ミサ己，/ " i 7
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本 米 な ら 17
1
1'- 3  )  J と18年 3 ) J に ^ 作 業 す る 筈 が 戦 争 の せ い で そ れ ぞ れ 16年 12 ) J と17年 9 ) - J に繰り |二

げ の 羽 目 に な っ た ク ラ ス 。 もともと |民J I!可 育 ち が 少 な い の と 彬励しきり の た め 在 阪 の 顔 ぶ れ は い つ も

小 人 数 で か つ - i . E でないのが、今年は不思議なことに 2 クラス介せて 11 人 と い う 大 泣 か 阪 神 IIIJ に 従

軍bし て に ぎ や か に 旧 交 を あ た た め て い る 。 写会点に入ったのはそのうちの 6 人 で刊、ささか物足りない

気 が す る が 、 銘 司 の 自11合がうまくイ半数しないので J 上 む を 併 な い 。 卒 業 の と き ク ラ ス の 始 ど は 宵 庁 と

国 策 会 社 へ 戦 が 割 当 て ら れ 、 追 立 て ら れ る よ う に し て 陸 海 の 1 : II務 に 服 し た 。 そ の 幾 人 か の 友 が 州 ら

ぬ 人 に な っ た こ と がH古 い 思 山 に あ る 。 そ れ か ら 30年 絞 っ た い ま 、 み ん な 世 間 で い う 働 き ざ か り の 年

令 に な っ て し ま い 、 傍 か ら 自 1，i過 剰 と い わ れ よ う が な ん と い わ れ て も 後 へ は 退 か な い 姿 勢 を 共 泊 し

で も ち 令 せ て い る と こ ろ が 耐 1"'1い。 年 の せ い だ け で な く 刊 点11 ; y . 代に戦争を体験したよの世代独fl j の

ものなのかもしれない 。 集まる と ｂ 訴はさまって Ｓ Ｐ 年 ー 皆に泣る 。 ｾｮＮを とったこの 円 も ｩ 亙れて駆けつ

けたイ'1

'

/]11を 加 え て い つ も の よ う に に き ' や か な 行 と な っ た 。

16年 12 )-] 7 ラス 山 西 喜 雄 君 lよ 本 来 の と き か ら ず っ と 坂 .(-1 処築研究所にいて、その人; 阪支1析 を 守 つもて

い る 筋 金 入 り の 設 ，JJ の 主 で そ の キ1M克の よ う に 秀 れ た こ く の あ る 作 品 を 生 ん で い る 。 山 本 康雄 君 lよ1守

男1から )J 閃T! J . I励 会 に 移 り ill ，没に 1' 4 - = 労して男をあげたl I ，f の 人 で、 J j 同I与 が 終 った 機 会 に 転 進 し て j泣i l i :

大 林 組 に 入 っ た 。 11I ｛｛ｉｾＮＨ ｊ，Ｇの委ヵ、写点にないのは淋しし、 。 大口 ノド上 本 の大 ｉ ｓ｢ｴＡ駐イ正常務て ｜ クラスの

世 話 役 で 伐 の - i $にも IJJ! が 広 L 、。 大 病 か ら 回 復 し て 活 動 fl}I)，J" ' 。杉 il 1 i 義典君は岐阜り，Lを 締 め て 神 戸 市

に 移 り 、 住 宅)"j 長 のH: にあり L? と 安 わ ら ぬ お だ や か な 品 回ff j ながら 市の 近 代 化 に は げ し い 情 熱 を む や

している 。 i lt l:l l 李‘ 倖沼はJ l f と 11il 1 . 止を総て鴻池組に入りし、ま本社設，1-1ー膏I1に い る 。

17 ij 三9 rJ ク ラ ス 宮脇辛口正君は 元 は 1: の ク ラ ス の 人。 今 す こ ぶ る 健 康 で この称兵J ; l I りょの 部 長 か ら 大 阪

l白書I1長 に 移 っ た 俊 秀 で 人 の r(i i例 比 が い い の で 有 名。 荒 敏 雄 君は ) L 州地主主1m長 からi l i : 畿地 ;雄日11M: に 米

て半年 ｦ ごが 凡込 まれて 氏川 の大会 社 に紗ることにな っ たＺｘＺｾ cJ 実 行 型 の 大物 。 八 馬 芳 郎 君 は名のl UJ リ

四日 ｲｲ ちの抗武Ｎｲ，ＭでＭＪ急ｾ設取締役文桁長として日 ｦ 主分たずの治 ｾｴｾ 中であり米阪以米クラスの世話

役 に な っ た 。 E t i ，歳 方 明 君 は 大 阪 府 企 業 局 宅 地 D日 発 部 長 で 千 皇 泉 北 の 巨 大 な 宅 地 開 発 を 手 が け 押 し

もjlll さ れ ぬ デ パ ロ ッ プ の 大 家 、務 い 頃 の 酒 の 武 必 伝 は 無 知 だ が 今 は 自 重 し て い る 。久 野 誠二 者 l立大阪

防衛施 設 ｽ，［ｪ長 でミ サイ ｊ レ基 地設置で 苦労しているクラスの年向で 親分 の ｊ Ａｬｩｾ絡 があ り自他 共に許す 酒

策 。佐 野正 ー は 安 井 処 築 設 計 の 主。 ( 佐 野 記)



も耐え ていかなる苛酷な条件に

しい特性がこのすばら

建 築 を 守 り ま す

特許

"決。41A治水Ｇ｡￰ｾ ゅう，ｾ ，.... 

※ 新アスタイトの開発に成功- 4 種類から 2種類へー

※ 建築構造の 多様化に即応し た特殊防水仕様の採用

※ 建築物の大型化に備えた歩行用及び室 内 、 地 下 防 水 仕様 の 強 化

※ 強力ギルソイドー主材料として特に 重点的に改良

※ ベースルーフィングの採用一散米に比べて湿気 の多い我が国独自な配慮

※ ギルボ、ードf采用によるインシュレ ー ション f土中華の石在立

折曲げ試験ですばらしい

柔 軟性を示すギル ・アス防水層

折曲げ試験に耐えきれず

に破断した一般防水層

責 任 施 工 組 合 員 名簿 ( 西 ア ス 会 員 ) 5 . 44. 5 現在

近 餓 地 方 日本 経 背 工 業 側 大 阪 支 庖 附 名 建 閉 会 側 小 島 工 務 庖 正 和 商 事 株 式 会 社

側 久 保 商 庖 石 井 怨 材 株 式 会 社 間 怖 建 材 問 中 国 ・ 四 園 地 区 九 州 地 区

側 木 下 護 三 商 底 胸 中 出 商 会 日 東 物 産 株 式 会 社 管 盛 建 材 株 式 会 社 背 盛 建 材 附 術 開 営 業 所

側 井 上 浄 夫 商 庖 千 代 田 建 材 妹 式 会 社 円 東 物 産 附 岐 a;工営 業 所 管 盛 建 材 鮒 岡 山 営 業 所 高 稲 工 業 株 式 会 社

側 大 手 日 商 会 側 タ テ パ ヤ y 商 会 太 郎 建 材 株 式 会 社 細 小 野 甚 商 広 高稲工業側北九州営業所

一 北 陸 地 区

高山工業制大阪営業所 回烏応用化工附大阪営業所 ｾｴ＠ 111 iI:甲IT 工 業 株 式 会 札 ｾ浜原 ＱＲ 商応 石 紫 産 業 株 式 会 社

内 外 工 業 株 式 会 社 東 海 地 区 北川 ｈ ｍ ｟Ｚ ， Ｇｲ 工 業一Ｈ 仰 ￭Ｚ｜ 山 ｴｂｾｕ ｲＧｲ 附浜原型商底防府営業所 高符i工 業 附 大 分 出 岐 所

旭 化 挫 工 業 株 式 会 社 岡 町 建 材 株 式 会 社 北川 ｩ ｌ Ｇｩ ｈ Ｇ ￬Ｇ 工 業Ｈ綿花ｾ ) 1:.-. 1.1 ｾ ｮ 所 古 市 断 熱 工 業 株 式 会 社 問符i工 業 側 熊 本 出 必 所
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- 求 心 型 と 遠 心 型

大 科 学 の 研 究 に は 多 く の 呉 っ た 王 手 門 分 野 の 協 力f本1 I i 1 J が必要だといわれる 。 建 築 学 も ー 巨 大 科 学 で は

な い に し て も 、 そ う し た 性 格 を 多 分 に 持 っ て い る 。 計 画 、意 匠 、 歴 史 、 構 造 、 材 料 、施工、 設 備 、 な

ど の 諸i部 門 に わ た る 建 築 学 の 広 が り は 、 自 然 科 学 、 社 会 科 学 、 人 文 科 学 の す べ て ピ 関 連 し て お り 、 在

来 的 な 「工 学」 に 枠 づ け す る こ と に そ も そ も 無 理 が あ る .

尖 ｉｾ 祭のところ、， ｭ 外国の建築研究機関では、社会、経済、心理、数学、物理 、 化学など多種の専門家

が お お ぜ い い て やB ui l di ng" と い う 共 通 の 研 究 対 象 を 軸 と し て 組 織 づ け ら れ て い る 。 建 築 家 や 技 術 者

は む し ろ 少 数 勢 力 だ と い っ て よ い。 い う な れ ば 、 求 心 型 の 研 究 体 制 で あ る 。

わ が 国 の 場 合 、 事 情 は 全 く 逆 で あ る 。 研 究 者 の 大 部 分 は 、 単一 コ ー ス の 建 築 教 育 を 受 け た 「 建 築 出 身

者 」 で あ り 、 彼 等 が お の お の の 専 門 分 野 で の 訓 練 と 修 業 を 積 重 ね る こ と に よ っ て こ の 広 範 な 研 究 領 域

が く ま な く カ バ ー さ れ て い る の で あ る 。 い わ ば 遠 心 型 で あ ろ う 。

求 心 型 と 遠 心 型 と は そ れ ぞ れ 長 所 、 短 所 が あ っ て い ち が い に 評 価 は 下 せ な い が 、 こ れ ま で 長 い 間 長 所

を 発 概 し て き た 迷 心 型 が 、 研 究 課 題 の 大 型 化 と 複 雑 化 に と も な っ て 、 次 第 に 短 所 を 露呈 し て き て い る

ように，思えるのである 。 ( T at )

• r行 政 エ ゴ イ ズ、ム」

阪 神 聞 の 線 引 き に 関 す る 都 市 計 画 審 議 会 は 、 き る 8 月 の 末 日 に 行 な わ れ た 。 本 会 議 を ス ム ー ズ に 進 め

る た め の 根 ま わ し と し て 、 3 目 前 に 事 前 説 明 会 が 行 な わ れ た が 、 そ の 雰 囲 気 は 予 想 を こ え た も の で あ

っ た。 原 因 は 、 線 引 き の 原 案 に 対 す る 市 民 の 意 見 告 が 意 外 に 多 〈 提 出 さ れ た こ と 、 そ れ に 、 審 議 会 の

委 員 が そ れ ら の 意 見3 に 非 常 に 関 心 を も た れ た こ と に あ っ た の で あ る 。 議 論 は 紛 糾 し て 1 日があっと

い う聞 に 過 ぎ て し ま っ た。 討 論の な か で 特 に 印 象 に 残 っ た の は 「 行 政 エ ゴ イ ズ ム 」 という 言 葉 で あ っ

た。 し か も 、 そ れ が 県 の 部 長 を 経 験 した 人 の 発 言 で あ っ た こ と で あ る 。 今 ま で 「役 人 の 横 暴」 という

言 葉 を 役 げ か け られ る こ とはし ば しば あ る が、 そ の と き は 、 発言者 が 的 は ず れ で あ っ た り 、 こ ち ら に

道 理 が あ る と 確 信 で き る と き で あ っ た り し た の で 、 さ し て 気 に も と ま ら な か っ た。 しかし、今回の「行

政 エ ゴ イ ズ ム 」 の 発 言 は な か な か 当 を得たも の で 、 感 心 さ せ ら れ た り 衆 心 さ せ ら れ た り し た も の で あ

る。

都 市 計 画 審 議 会 の 結 論 は 「 意 見 舎の意 を 体 し、 で き る だ け 早い時 機 に 一 部 修 正 を 行 な う こ と 」 を 条 件

と し て 原 案 の と お り 可 決 さ れ た が 、 大 い に 心 し な け れ ば な ら な い こ と と 思 っ て い る 。 ( Ich)

- 都 市 の 道 路

先 日 名 古 屋 に 所 用 が あ っ て 出 掛 け た 。 名 古 屋 は 、 監 備 さ れ た 道 路 が あ っ て 、 自 家 用 車 の 普 及 も 全 国 的

に 見 て 高 い と こ ろ で あ る 。 私 の 友 人 が 外 国 の 都 市 計 画 家 を 案 内 して 、 名 古 屋 を ま わ り 、 そ の 感 想 を 尋

ねたら、 Ｂｾｾ市は道路ではない ｈ といわれたそうであるが、あ の 広 い 道路に自動車が 一 杯になって、

の ろ の ろ 動 い て い る の を 見 る と 、 都 市 を 詳 し ょ く す る た め に は 、 道 路 を 盤 備 す る こ と は 、 その一 条 件

に す ぎ な い こ と が わ か る 。 今 後 は 、 ど ん な 都 市 で も 、 市 内 の 車 道 を よ くす れ ば す る だ け 寧 が 増 え て 、

ど う に も な ら な く な る と 思 わ れ る 。 排 気 ガ ス 公 害 の 問 題 も 考 え る と 、 大 郷 市 で は 、 自 動 車 の 乗 り 入 れ

を 強 〈 規制 し 、 不法 駐 車 を 一 掃 す る 、 ご く あ た り ま え と 思 わ れ る 対 策 を 強 化 す る こ と が い よ い よ 笑 行

される 11寺がきている 。 同 時 に 、 歩 行 者 専 用 路 を 、 都 心 部 で は 、 大 規 模 に 整 備 し 、 各 ビ ノ レ の 2 - 3 階 レ

ベ ル に 、 歩 行 者 路 を 橋 と し て 設 け 、 主 要 公 共 施 設 は 、 す べ てこ の 僑 に 直 結 す る よ う 改 造 を す る こ と に

なる fごろう 。
( T om)  

- 都 市 の お 色 気 5

情 報 の ネ ッ ト ワ ー ク の 全 国 的 均一 化 か ら く る 生 活 単 位の個 人 的 分 散 と い う パ タ ー ン の 構 成 に よ り 、 人

と 人 と の 触 れ 合 い の 減 少 が 起 り 、本 来 の 意 味 に お け る 情 報 交 換 や 情 報 の 創 造 が稀 薄 に な り つ 、あるの

が 現 状 で あ る 。 屯 波 、 新 聞 、雑 誌 か ら 受 け る 一 方 交 通 的 な 情 報 が 頻 度 を 増 し 、 い か に も 、 そ れ が 情 報

の 全 て だ と 思 い 込 ん で し ま う の は 恐 ろ し い 。 分 散 化 に よ る 狐 立 の デ メ リ ッ トが心配される 。 そ う い っ た

た 分 散 化 し て い く 人 々 に と っ て コ ミ ュ ニ テ ィ の 形 態 が 必 要 性 を 帯 び て く る 。

人 と 人 と が 直 接 触 れ 合 わ な け れ ば 、 情 報 の 創 造 は 得 ら れ な い 。 場 合 に よ っ て は 情 報 を 拒 否 す る こ と だ

っ て あ る だ ろ う し 、 人 々 は 話 し 合 い 、 そ こ で な に か を 思 考 し 、 ま た 全 〈 予 期 し な い 情 報 と の 出 会 い を

期 待 し た り し て 、 人 唱 の 中 で 絶 え ず 変 化 し て い く 。 そ れ を 生 活 サ イ ク ノ レ の 中 に 見 い だ す と な る と 、 レ

ジ ャ ー あ り 、 シ ョ ッ ピ ン グ あ り 、 公 園 あ り 、 滋 泉 ( 銭 湯 ) あ り で 、 そ う い っ た 場 の 環 境 や 施 設 の 充 実

が 不 可 欠 な も の に な っ て い く だ ろ う 。 ( Na k )
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海外写真 I TALIA F ANT AS IA  
An d a n t e  c o n  mo t o  

写 真 と 文 吉 井 孝 治

r  

聖 天 使 城 ( Cast l Sa i nt  Angel o)  ( ロ ー マ ) サ ン ・ タ ン ジ エ ロ の 内 部 は 薄 暗 く 無 気 味 で あ る 。 入 口 か ら 一 旦 地 下 に 下 っ て 城 郡 に

上 る こ の 階 段 は 、 明 る く 照 ら さ れ た は ね 橋 と 正 面 の 壁 か ら の 外 光 の ま ぶ し さ で 、 初 め て の 侵 入 者 に 或 る と ま ど い を 覚 え さ せ て く れ る 。

cr . s . ndo 

視 角 的 に 慣 れ た 気 持 が ク レ ッ シ エ ン ド し た 瞬 間 、 現 代 の イ タ リ ア ー ノ は 不 思 讃 な 織 図 を み せ て く れ た。



土 井 邸

設計・施工 株 式 会 社 竹 中 工 務 庖

場 所 西 宮 市 仁 川 町 1 丁目 40

m 造 R C逃 ， 2  F  

' 聖地面積 704 目 6m"

建 築 面 積 245. 9m"  

床 面 積 2 F  80 .3m"  

1  F  194.1m"  

車 庫 47 .3m"  

総 計 321. 7m
2

外 壁モルタルカキ干喜 y ロングレード吹付

工 期 昭 和44年 8 月ー昭和45年 3 月

OL 土 0- .

役 齢 者 の ニ と ぱ

リビングルームを中心として外岡風に+ 母子にすわる生活保式が日本でも広〈定殺しつ

つ あ る が 、 必 要 な 家 具 数 に 見 合 っ た リ ビ ン グ ル ー ム 本 来 の ス ケ ー ル は 大 へ ん 大 き な も

ので質量量共にｾか也生活空間を確保することは日うべくして困難な場合が多 ｌ 、

こ の 数 地 は 見 は ら し の 良 L 、 荷 台 の 一 角 に あ る が 、 南 側 に 縫 を 被 保 す る た め 北 側 近 路 に

建物外晩を直接させ、各 ｾｉ 主東西に細長く展開した配置となるのが こ の場合自然な解

決法であった.

室 町 巾 い っ ぱ い に と っ た ピ 7 チ ュ ア ウ イ ン ド ウ を 持 つ リ ビ ン グ ル ー ム と そ れ に 続 く 食

盆 は この 住 宅 の す べ て の 中 心 で あ り 、 比 較 的 多 量kの来終にも快適な家族交歓の土晶とな

る。この 2 つ の 宅 の ス ケ ー ル を 確 保 し つ つ 全 体 を コ ン パ ク ト に ま と め る た め 、 単 な る

通路である廊下を極力避け効皐の高い・プランを目指した.

外 部 は 術 目 か き 落 し の 白 い 壁 、 ダ ー ク グ リ ー ン の 鉄 都 お よ び グ レ ー ガ ラ ス の三 要 索 に

よリ情成きれている。 ( ロ 羽 竜二二}
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特 集 : 第 17 回 青 年 技 術 者

主主計音11門 谷 ロ 望
，fWi 逃苦11門 tロ宮司 木 正 敏

萩 原 行 中 )11 滋

藤 原 秀 首 藤 夫

山 ロ 哲 夫 設備音11門 島 貫 フ話ZEてS  

イ歩 藤 誠 一一 施工音11門 大 場 若 夫

上 )  11 真 正 木 村 稔

科 埜 僚
z  必』

計 画 部 門 溝 キ申 宏 至 朗

増 田 繁 =，aEA Z  
( 順不 同 )

第 17 回 青 年 技 術 者 選 衡 委 員 会
選 衡 委 員 長 鳥 国 家 弘

1. 選衡委員会を設けて、設計者のみならず、構造、設備、施工、計画などの分野の号! ? 年技

術 者 に も 登 場 ね が い 選 衡 の 上 、 掲 載 す る 形 式 を と っ て か ら 、 第 3 回目である。

今 回 の 応 募 者 は 、 設 計 部 門 14名、精進音11門 3 名 、 設1i jjl 音11門 1 名、施工音11門 3 名 、 計 画 部

門 l 名、言十22名 で あ っ た。

2 .  去る 8 月29 日に設計部門と構造部門、 8 月31 日 に 設 備 部 門 と 施 工 部 門 と 計 画 部 門 の 逃 衡

を 行 な っ た 結 果 、 上 記 の と お り 、 設 計 部 門 よ り 8 名 、 構 造 部 門 よ り 3 名、設備苦11門より

1 名、施工部門より 2 名、計画部門より 1 名 の 青 年 技 術 者 が 選 ば れ る こ と に な っ た 。

3  各部門ごとの選衡委貝の感想、を付記しておく 。

設 計 部 門 : 設 計 部 門 は 応 募 者 数14名 で 全 部 門 の 応 募 総 数22名 の 過 半 数 を 占 め て い る 。 応 募 者

の 平 均 年 令 が32 .2オ で 年 々 上 昇 し て い る 。 こ れ は 各 職 場 の 第 一 線 で 活 蹴 し て い る 青 年 技 術 者

の数が増加してきたために、 20オ 代 の 人 に は な か な か 順 番 が ま わ っ て こ な い か ら で あ ろ う 。

審 資 は 応 募 者 各 人 の 代 表 作 品 と 思 想 と に 焦 点 を お い て 行 な っ た 。 今 年 度 の 傾 向 と し て は 、 や

は り 年 令 的 に 30オ 代 の 人 が 多 い せ い か 手 が た い 作 品 が 多 〈 、 大 き な レ ベ ル の 差 は 認 め ら れ な

か っ た 。 万1噂のパピリオンのコ ・アーキテクトについては、 作 品 は 応募 者 の も の と い え な い

が コ ・ア ー キ テ ク ト に 選 任 さ れ た と し 寸 事 実 を 評 価 し て 入 選 と し た 。

構 造 部 門 : こ の 部 門 の 応 募 者 は 3 名 で あ っ た が 、 そ れ ぞ れ 構 造 計 画 、 応 力 解 析 、 細 部 設 計 な

ど の 各 分 野 で 青 年 ら し く ま じ め に 進 歩 的 に 努 力 を つ み 重 ね て お ら れ る 人 々 で あ る の で 、 会 只

とりあ lずることにした。

構 造 設 計 者 は ど ち ら か と い え ば 、 脇 役 的 存 在 で あ り 、 自 己 主 張 、 自 己 顕 示 に や や も す れ ば 控

え 目 で あ る 。 し か し 、 脇 役 は 脇 役 な り に 欠 く こ と の で き な い 重 要 な 仕 事 で あ る こ と を 自 覚 さ

れ る と と も に 、 日 頃 研 鈴 さ れ た 自 分 の 技 術 に 自 信 を も っ て 、 こ の よ う な 企 画 に ふ る っ て 応 募

さ れ る こ と を 望 み た い。

設 備 部 門 : ト レ ピ の 広 場 な ど で 話 題 を 呼 ん で い る 阪 急 三番 街の 設 備 計 画 に す ぐ れた 笑 紋 を 示

し 、 す い せ ん す る に 値 す る 。 し か し 、 建 築 と 設 備 と の バ ラ ン ス 、 建 築資 と設備費 とのバラン

ス に つ い て も う 少 し 説 明 が ほ し か っ た 。 な お 、 今 回 は 設備 部 門 の 応 募 者 が 少 な く 淋 し い 気 が

し た 。 今 後 と も 建 築 界 に お け る 設 備 の ウ エ イ ト が 大 き く な る 現 在 、 次 回 に は 多 数 の 応 募 を 待

ちたい。

施工音11門 万 博 工 事 地 工 に つ い て の 総 合 施 工 管 理 方 式 に つ い て は 、 「泊Ａｾ廷と社会 ｊ 70 .3に 記

事 が あ る 。 この内容と云与え令わせて質、琵ともに劣るものでないし、今後の施工管理方式を

指 向 す る も の と し て 考 え る と 、 す い せ ん に 値 す る も のと 思 わ れ る 。 も う ひ と り の 応 募 者 の 世 界

最 初 の 膜 構 造 施 工 に つ い て は 、 設 計 と 密 接 な 迷 繋 を と り な が ら 完 成 さ せ た 笑 鎖 、 す べ て の 点

で す い せ ん に 値 す る 。

計画音11門 : 超 大 型 の ニ ュ ー タ ウ ン の セ ン タ 一 地 区 に は 、 鉄 道 ( 駅 舎 ) 、 幹 線 道 路 、 広 場 お よ び

後背周辺音11の 土 地 利 用 等 に つ い て 、 純 々 の 上 位 計 画 が あ る が 、 泉 北 泉 ケ 丘 地 区 セ ン タ ー の 計

画 は 、 そ れ ら の 上 位 計 画 を まE分 に マ ス タ ー さ れ る と と も に 、 地 形 を も 上 手 に 生 か し な が ら 、

取 り ま と め ら れ て お り 、 き わ め て i笈努な建設計画と思われる。
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谷 口 望

生年月日 明粕 10年12月 2 日

最 終 学 歴 " 再利29年 3 月 大 阪 市

立 都 品 工 業 高 校ill 築 科

卒業

業 腹 昭 和 29年 4 月 株 式 会

社日建設計に入社、現

在 大 阪 事 務 所 計 画 部

作 品 略 歴 静 岡 県 産 業 ピ ル

百十四銀行白鳥文応

クリモトピ J レ

大 阪 資 生 堂<1' 務 棟

住 友 生 命 札 眺 ピ ル

すいせんのニとぱ 中 村 甲 ー

状況についての正確な判断、テ-

7 に対するしつようなまでの思考

町繰返しをもって、肌躍のこまか

い作品を自11 リ 上 げ て 申 〈 貴 重 な 存

在である . 将米がまことに楽しみ

である.

青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : ま だ 少 年 で あ っ た 供 述 が 、 病 さ

より餓に耐えていた終戦の刷、当時沼! W i にたずさわっていた人々も

同様、食うために、汲々としていたに迎いなく、泌吉Ll 並 脱 的 状 況 下 で

ま と も な 設 計 の 仕 事 と て な か っ た 。 それで( ， 1，沼するニとなく、: n 卵l

に 建 築 を 考 え て い た 人 々 の 情 熱 を 思 九

今回、仕 ＼ Ｇｉｾ の ｩ 置の笠宮さ、えケＭＩレの大きさにおいてまた活動範閣の

広 さ に お い て も 、 ま さ に 今 ま で に か つ て な か っ た 状 況 に あ り 、 大 変

め ぐ ま れ て い る と い え る 。

しかし、そういう状 ｪ 兄におぼれることな〈、時代を ￬ｾ 量Ｋ且し、精 神 を

培 い 、 人 1::11とその潔境について、じっくり考えていきたい。

• 
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萩 原 信 行

生 年 月 日 昭和 18'1' 3 月18 日

最 終 学 医 昭 和41年 3 月

大阪大学工学部榊築工

学 科 (建 築 ) 卒

業 歴 昭 和41年 4 丹 東 畑 正s

築事務所入社、現在に

至る

作 品 略 鹿 小倉区大手町団地越本

計画

G コラムを仮f用した ，マ

ピリオン 建築般 ｾ ｩ コ

ンクール佳作

倉敷勤労総合福祉セ ン

タ一山陽ハイツ

泉北ニ ュータウン近隣

センター

すいせんの二とぱ 鈴木洋也

萩原信行君は何とい っても自由な

発想がその本領である . これを張

付けるに、慣れた榊成力と若々し

い推進力がある . 今回拠出向設計

も未成熟なとニろもあるが、自 ら

完工まで現場を担当した. 良さ土

壌向上に工正直に育つ若木を見る思

いで. ここにあえて推せんする次

第である .

青 年 技 術 者 と し て の 二 と ぱ : 世 紀 末 は い つ の 時 代 に お い て も

懐 疑 的 ム ー ド が た だ よ う も の だ と か ・1 技 術 者 と し て 、 現 代 的 ニ

ヒ リ ズ ム は 一 体 ど う 受 け と め た ら よ い も の で あ ろ う か。 技 術 的 進 歩

を 暫 ー ん で ば か り い ら れ な く な っ た 時1- t である。

そ れ は 、 税 代 に 多 く の イ ミ テ ー シ ョ ン と 疎 外 感 を も た ら した 。 現 代

的 新 技 術 を 装 飾 要 紫 と し て 、 一 見 現 代 建 築 風 を 装 っ て い る 建 築 が 氾

i駁する 中 で、何が; n : 突かを見極める 判 断 力 を 縫いたいと思う。

そ し て 歴 史 の 評 価 に 耐 え る よ う な 、 ホ ン モ ノ の 作 品 を 造 り た い と 考

え て い る 。

2'9  



t骨造組1. 11 R C i立 H 腎lI! 11! 会 場 平 家 上 家 鉄 骨 造

般地面楠 9 .676. 36 m'  

建 築 面 償 1. 103. 27 m'  

延 床 而 機 1，792 .14  m'  

外 装 ベ ニ ヤ 型 枠 打 放 し コ ン ク リ ー ト 、 ハ ー フ ミラ

ーガラス

水 口 町 中 央 公 民 館

股 計 概 要

本 公 民 館 は 滋 賀 県 甲 賀 郡 水 口 町 に 建 つ 、 甲 賀 郡 郁 民

館 と 水 口 町 中 央 公 民 館 を 併 殺 す る 合 同 施 訟 で あ る 。

鮫 Z十 は 、 し た が っ て 甲 賀 郡 内 各 町 の 代 表 者 、 水 口 町 役

只 お よ び 建 設 課 を も っ て 建 設 委 貝 会 が 設 け ら れ 、 打

合 せ が 繰 返 し 行 な わ れ た 。 一 応 、 合 同 施 設 と い う 双

方 の 了 解 を 元 に 進 め た が 、 具 体 的 な 解 決 は や は り 、

財 産 区 分 、 住 民 感 情 、 将 来 に お け る 町 、 郡 内 発 展 変

化 的 違 い な ど 、 処 理 的 雛 し い 問 題 に 悩 ま さ れ た . 敷

地 は 水 口 町 の 中 心 部 で な お 繁 華 街 か ら 少 し 離 れ 、 隣

接 し て 甲 賀 高 等 学 校 と 水 口 域 社 が あ り 、 文 教 地 区 と

し て 盤 備 さ れ る に 好 適 な 条 件 を備 え て い る 。 町 に お

け る 計 画 は こ の 後 、 体 育館 、 専 修 学 校 を 増 設 す る と

と も に 、 敷 地 内 を 町 民 p1 ! いの場として盤側i し 、 水 口

町 に お け る 中 央 文 教 セ ン タ ー と す る こ と に な っ て い

る 。 建 物 を 決 め る 袈 紫 の ー っ と し て 、 今 ま で の 水 口

町 に は な か った新 し い タ イ プの魅 力 を 作 り な がら 、

災 和 感 め な い も の を と い う 話 が 交 わ さ れ た . こ れ は

農 村 過 疎 現 象 防 止 へ の 意 図 で あ り 、 公 民館 が 直 接 的

な 機 能 を も っ て 住 民 に 奉 仕 す る と と も に 、 大 き な 意

味 での 貢 献 を 課 し た も の で 、 注 目 す べ き 点 で あ る と

思 う . 設 計 者 は 大 き な建 物が 単 に 大 き な 縮 尺 を 使 用

す る こ と で 画 一 的 に 扱 わ れ る こ と 、 ま た 、 統 ー と い

う 古典 的手 法 が む や み に 乱 用 さ れ る の を 煉 う も の で

あり、 体 験の シ フ ト と 動 き に よ って ill 築 体 が辿 築 現

象 的一 方 的裂 紫 と し て 配 さ れ る よ う 、 し か る 方 法 に

の っ と っ た 。 し た が っ て広 角 レ ン ズ に よ る 写 其 は 単

に 外 観視 明 に と ど ま る 次 第 で あ る 。

11川11川1川11川11川|川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川l川|川|川11川11川11川11川11川111川11川|川11川11川"川"川"川"川"川"川|川|川|川"川"川"川|川"川"川|川"川11川l川"川11川111川l川"川l川"川"川l川"川"川11川"川"川"川"川"川l川"川"川l川"川l川"川l川"川|川"川11川1川"川11川|川"川l川|川|川"川"川"川|川|川|川l川"川"川11川"川|川"川"川"川"川11川"川"川l川|川"川|川"川11川11川"川"川l川11川"川"川l川"川|川|川"川"川|川|川"川"川"川"川11川"川"川"川l川"川"1川"川"川"川"川11川"川l川"川11川"川"1川"川|川"川"川11川11川|川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川|川11川11川11川11川|川11川11川1川111川l川11川11川11川|川11川11川11川|川l川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川111川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川|川11川111川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川l川11川"川"川11川|川|川"川|川"川11川"川"川l川|川"川11川"川"川"川|川"川11川l川11川"川|川11川"川11川|川"川"川11川"川"川11川"川"川l川"川11川"川"川

"  
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藤 原一秀

生年月日 昭和 18年 10月 1 日

最科学医 昭和37年 3 月大阪市立

工芸高等学校建築科卒業

業 歴 昭 和37年 4 月久米建築

事務所大阪7)">務所入社

説筏に篭る

作品開品歴 水口町立食生川小' 下校

石I11K! 婦l自盤工務山山荘

伊丹市立肢体不自由児

訓練所令きぽう[ 曲作

水口町中央公民館

大阪天満宮会館

すいせんのことば 岡田金次郎

藤原君は久米建築事務所に勤務す

る優秀な背年建築家で、新しいセ

ンスによる作品む相当あり、意欲

も旺盛なので、充分推せんの資格

ある b 町と認めます.

青 年 技 術者 と し て の こ と ば : よ り 厳 密 な 結 呆 に 到 述 す る た め

に 、 よ リ 広 い視 野 を 必 裂 と す る が 、 同 時 に 表 現 の締 i立 に 確 笑 性 が な

け れ ば 、 欲 す る と こ ろ の 給 操 た り 紳 な し 、。 情 報 と ブ レ イ ン の 織 に 漕

ぎ 出 し た も の の再 び 表 現 の 浜 辺 に 帰 り つ か ず 、 難破 し て し ま う 般 例

が 私 的 経 験 的 中 に も 多 " . 確 か に 、 建 築機 能へ の 袈 求 が き わ め て 広

範 囲 で 専 門 化 し つ つ あ る I改近の動向的中で、 R宣告「作業 的 多 元 化 は一

つ の必然ではあるが、そのリレーション: ; . / . ，. プの複雑さがtl lJ作 そ の

も 的 の 貸 任 に 対 す る 確 総 点 を あ い ま い に し 、 貧 し い 紡 操 に 甘 ん じ る

状 況 を 強 〈 反 省 し た し 」

昨 年 5 月向指E築 法 措 法 改 正 位 、 そ の 内 容 が 狭 義 的 主 旨 に 始 終 し た 消

傷 的 な も の で あ り 、 非 常 に y ヨ Y ク を 受 け た が 、 同 時 に 感 じ る ニ と

は、 E主計業界 的姿聖書と体質的中に社会の信頼 を受けるに足る- } : f 性

が 欠 け る と い う こ と で あ リ 、 例 え ば 、 コ ン ペ テ ィ シ ョ ン な ど が 日 頃

的 活 動 か ら 分離 し て と ら え ら れ 、 ア ナ ー キー な 発 雷 が 平 然 と 横 行 す

る よ う な 不 健 全 な あ り 方 を 白 か ら 正 さ な け れ ば な ら ず 、 改 正 遺 産 融 法

的 規制 は 、 そ の 辺 町 状況 と 不 可 分 的 問 題 で あ っ た ろ う と 思1. -7 0 建 築

家 と し て 佃1人 的 に も 社 会 的 に も テ リ ト リ ー の 飽 織 と 碕 災 な 実 行 が 担

架 で あ リ 、 そ れ を も っ て . 訟築 家 の 発 雷 カ を 高 め た い と 思 う . 氏 き

友 と 一 緒 に 努 力 し た い。



枚 方 寝 屋 川 商 工 会 議 所 会 館

建 築 面 倒 825. 93 m'  

延床面繍 l 階 668 .70 ' " 

2 階 682 .38 ，"

3 階 682 .38 ' " 

4 階 709. 38 ' " 

ZE展 68. 40 ' " 

合 計 2. 811. 24 m'  

t曙 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 造 地 上 4 階 建

軒 高 G L  15 .600 m 

最 高 部 商 G  L  18. 9∞m 

当 敷 地 は 枚 方 市 が 官 公 庁 の 施 設 を 1 カ 所 に 集 中 し て

市 民 、 府 民 の 1誕 を は か り 、 東 北 大 阪 の 政 治 経 済 的 中

心 部 を 作 り 上 げ る た め に 開 発 し た 官 公 庁 図 池 町 1 角

を 占 め る . 敷 地 面 積 は 約 500 坪 、 南 北 約24. 500 m、

東 西 約70 .0∞m の 平 行 四 辺 形 の 敷 地 で あ り 、 団 地 内

に は 他 に 簡 易 裁 判 所 、 検 察 庁 、 府 同 地 方 事 務 所 、 邸

便 局 、 職 業 安 定 所 、 響 祭 壇 号 、 消 防 磐 、 農 業 協 同 組 合

な ど の 建 散 予 定 が あ る .

ブロ ッ ク プ ラ ンの 展 開

建 物 の 配 置 計 慣 を 次 の 条 件 に し た が い 行 な っ た。

I  建 物 の 性 格 お よ び 立 地 条 件 か ら 敷 地 利 用 を 十 分

考 慮 し た 商 工 の 中 枢 的 印 象 感 、 信 頼 感 、 親 し み 、

気 品 の あ る も の と す る こ と 。

2  各 検 利 用 者 向層 お よ び 用 度 が 緩 雑 で あ る ので、

明 liili な自己皆、空間であること.

3  将 来 的 自 動 車 交 通 の 激 増 に 対 処 す る パ ー キ ン グ

スペ ース を 計 画 す る こ と . ( と く に 南 側 新 安 居 川

上 部 利 用 を 将 来 計 画 に 含 む こ と .l

以 上 向 精 条 件 に 適 し た 酉eii 主 計 画 を 決 定 す る た め に lli

物 配 置 の 各 者nの 型 を 展 開 す る .

公 立 学 校 共 済 組 合 大 山 保

養 所 ま す み ず 荘

( 1970年 8 月 号 作 品 作 風 欄i碇根 )

ー

圃岡田

A 案

ｉｃ ｴｰ［ 智 ｌ 噛ｾ

屋品 L:E ι

且壱kb

ｇ ｾ … ｅ 案内 変 形 で建物自身 を 東西 に 長 く し て 南面および新安居 川 を パ ー キ

ン グ ス ペ ー ス と し 、 変 化 あ る も の と す る た め 中 央 交 通 ロ ビ ー 笠 間 を は

さ ん で 左右 の ゾ ー ン の床 レ ベ ル を 変 え て 流 動 性 を も た せ る 。

一一 当敷 地 お よ び 滞 条 件 に も っ と も 適 す る 可 能性 を も っ ている 。

以 上 、 内 々 の 検 討 の 結集、 平 面 計 画 を G 案 を 悲ーに 展 開 し て い くこと と した。

11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川l川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川1111川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l日川11川11川11川111111川"川l川11川l川11川III州11川11川11川11川11川l川"川11川11川11且L叩ml l川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川"川"川|川"川"川11川"川l川11川11川11川"川l川11川"川l川"川"川11川11川"川111川1川11川"川"川"川"川|川"川"川l川"川l川11川l川"川11川|川11川"川11川"川|川|川"川11川"川11川11川"川"川11川11川l川11川l川11川|川"川|川11川"川|川11川11川"川11川11川11川"川11川"川11川11川"川11川11川11川"川111川11川111川11川11川11川11川|川11川l川|川11川11川11川1111川11川11川l川|川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11111川11川111川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川1川"川11川"川11川11川11川"川11川"川11川11川"川11川11川11川11川"川11川"川11川11川"川11川11川"川1川11川11川11川11川"川"川11川"川11川11川"川11川11川11川11川"川11川"川11川"川11川"川11川11川"川11川"川11川"1
|  

司

山口哲夫

生年月日 昭和 12年 7 月19 日

最 科 学 歴 昭 和35年 3 月 福 井 大

学工学部主主築学科卒

業 歴! 昭和35年 4 月 山 間 守

祖 ｬｾ 高 ｬ ｊ ＾ 務所入社 i昭和

40年 l 月 安 井 越 築 段

計事務所入社

現在に至る

作品略歴 大阪エアポートホテル、

公立学校共済組合大山

保養所、高岡病院、枚

方税屋川商工会機所会

館、全繊同盟関西会館、

佐治邸、向井邸

すいせんの 二とぱ 川村種三 郎

盆といわず夜といわずデザインを

考えつづけている. ホテルやクラ

プ建築、住宅といった雰囲気を大

切にする 貫生計分野にとくに強いが、

きめこまかなテ' ザイノを打出して

由〈だけでな〈、経営的な裏づけ

をいつも忘れないところが君町特

徴であリ、明るくかっ周 flf な性格

であることと併せて、事務所で指

導性を発揮している.

ニ と ぱ 1 年 に 春 夏 秋 冬 が あ り 、 1 日に朝、袋、夜があり 、天 候 に

晴、曇、雨向日がある . か り に 日 々 が 同 じ 条 件 で 続 く も の な ら 、 人 間

は ど の よ う に な る だ ろ う か . こ れ を 自 然 的 変 化 と し て と ら え る の で

な く 、 デ ザ イ ン と す れ ば 、 神 は 大 変 な デ ザ イ ナ ー だ と 思 う。

人 類 と 他 の 動 物 の ち が い を 、 人 類 は デ ザ イ ン を す る と い っ た 見 方 を

し て み た 。 古 い 慣 習 で す で に 廃 れ た も の は 多 い . し か し 、 金 、 正 月 と

い っ た も の を 決 的 、 1 週 間 を 日 略 目 か ら 土 日 福 田 と 決 め た の も デ ザ イ

ン の 始 ま り と も 思 え る o 1 : i 週間、正月といったものなしに、同じも

のの; ) J [ 続は 想 像 で き な い. 私 は デ ザイ ン の ス タ ー ト が 秩 序 付 け で 始

まり、終るとＮｾ［つモているＮ

制 服 、 制側 、 上 下 を 箔 た 人 の み が 出 入 す る の で な 〈 、 ま っ た く の 聖 子

断 苅 の 人 が 出 入 す る も の 、 そ こ に 人 間 本 来 の な に か が あ る よ う に 恩

え 、 そ の よ う な 建 物 に 取 組 み た い .
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万博チェコスロパキヤ館の

設 計 協 力

|川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川11川川11川川|川川11川川11川川11川11川川11川川11川川11川|川川11川川川11川川11川l川川川11川川川l川川11川川川11川川川|川川川11川山川11川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川11川川11川川l川川11川川11川川川11川川|川川川11川川11川l川川11川川川11川川川l川川11川川11川川川11川川川11川川|川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川11川川11川川川11川川|川川川|川川川11川川川11川川川|川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川川|川川川11川川川l川川11川川川l川川川11川川|川川川11川川川11川川川11川川l川川|川川川11川川川11川川川|川川|川川川11川川川11川川|川川|川川11川川川11川川川11川川11川川11川川11川川|川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川|川11川川川11川川川11川川11川川川11川川11川|川川11川川川11川川川l川川11川11川川|川川11川川|川川川|川川11川川11川川川l川川11川川川11川川川11川川川11川川|川川川11川川11川川11川川11川川川11川川川11川川|川川11川山11川川11川川川11川川11川11川川11川川11川川川11川川|川川川11川川川11川川11川川|川川川11川川|川川11川川|川川川l川川川11川川11川川11川川川11川川川11川川|川川川11川川川11川川川|川川|川川11川川11川11川|川川川11川川川11川川川11川川11川11川川|川川11川川川11川川川|川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川11川川川11川川川11川川川11川川11川川川11川川川11川川川11川
川川11川川川11川川|川川11川11川川川|川川川11川川川|川川11川川11川川川11川川川11川川川l川川11川11川川11川川11川川11川川11川川|川川川l川川川l川川11川l川川11川11川川川|川川l川川川l川川11川111川川11川川川11川川川11川川川11川川11川|川11川11川川|川川川11川川川11川川11川川|川川11川11川川川|川川11川11川川11川川11川川l川川11川川川|川川|川川川|川川川11川川川l川川川11川川川11川川11川川11川川11川川川11川川川l川川川|川川川11川川11川11川川11川川11川川川11川川川11川川川11川川川11川川11川11川11川川11川川11川川11川川11川川|川川川11川川11川11川川|川11川11川11川川川11川川川11川川11川川11川11川11川11川11川11川11川11川川|川川川11川川11川川川|川川川11川川川11川川川|川川川l川川川11川川11川川川11川川川11川川l川川川11川川川11川川川11川川11川川11川川川11川川11川l川川11川川川11川川川l川川川l川川11川川川11川川11川川11川川11川11  l  
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伊 藤 誠 三

生 年 月 日 昭和 12年 8 月29 回

世 終学 服 昭 和36年

早 船 田 大 学 第 l 理工 学

部 組 築 学 科 卒

1.i 鹿 昭 和36年 4 月 大 成 建

設 附 設 計 部 入 社

作 品 略 服 1960 国 際 建 築 学 生 会

餓 技 設 計 ( が ハ ノ ー

パー) 特質( グループ)

す い せ ん の こ と ば 蔵 村1尊英

伊蔵総三君は、大成建設置主計部に

所 属 し 、 日 本 万 国 博 覧 会 チ ェ コ ス

ロ パ キ ア 館の挫 般 に 当 り 、 コ ア ー

キ テ ク ト で あ る 大 成 建 設 大 阪 支 応

一 級 住 築 士 事 務 所町 一只として、

V L A DIMI R  P A L L A氏他 2 名 向

原 貫主計的意図を、 イ ＱＱＱｾ 民発展させ、

閉館内設計密皮肉; u j l品に対し功

多大と認め、ここに ｾＧｲ 年技術者向

一 只 と し て 、 推 挙 し ま す.

所 感 . 日 本 万 国 憾 に お い て は 外 国 展 示 館 内 場 合 、 協 力 強 築 家 を 指

名 す る こ と が 規 定 さ れ 、 そ の 役 割 が か な り 明 確 に さ れ た の で あ っ た

が 、 そ う い っ た 、 役 御l が 公 に な っ た 最 初 で は な か ろ う か . 従 来 、 施

工 会 社 般 計一部 と し て は 、 本 来 的 設 計 扱 務 の ほ か に 、 こ れ に 類 す る コ

・ア ー キ テ ク ト 的 業 務 も 多 〈 、 ス タ ッ フ を 持 た な い 建 築 家 へ の 協 力

の み な ら ず 、 他 企 業へ の 技 術 的 協 力 と か 、 企 画 的 実 施 、 ま た 共 同 開

発 と か 嫌 々 な 形 式 で 協 力 体 制 を と っ 、 実 施 量 生 計 へ の 技 術 面 、 予 算 と

向 調 艶 な ど 実 質 的 な 華 客 紫 が 委 ね ら れ て き た . こ う し た 様 々 な 協 力 形 式

は 今 後 ま す ま す 多 方 面 に 瓦 る こ と に な る で あ ろ う し 、 広 域 の 開 発 言 十

四 が 巡 め ら れ 、 計 画 が 巨 大 化 、 高 度 化 し て 申 〈 に つ れ 、 そ の 股 骨 十 も

雄 築 家 個 人 ま た は 企 業 単 独 の も の で は あ り 待 な 〈 な 勺 て 、 プ ロ ジ ェ

ク ト チ ー ム が 企 業 を 超 え て 編 成 さ れ る こ と に も な る だ ろ う . そ め 中

に あ っ て 、 わ れ わ れ の 役 制 は 、 稲 々 の 意 図 を 健 全 な 生 活 や 生 産 の た

めの形と ｾｉｕｬ として社会に生みだすことであろうが、大きく伊えれ

ば 、 国 土 挫 散 と い う ビ ジ ョ ン に も つ な が る 控 般 の 大 き な 動 き の 中 で 、

そ の 前 進 の た め の 胤 動 力 た る べ き を 自 覚 し 、 + 二 分 に そ の 役 脚l を 操

し た い も の で あ る .

、，



万博アメリカ館の設計協力

1967年 の は じめ、 ア メ リヵ政 府 のE X P O・70へ の 参加

が 決 定 し 、 政 府 に よ っ て 選 考 された 11の グ ル ー プ か

らお の お の 基 本稿 想 が 徒 出 さ れ た。 そしてデーピス、

プ ロデ イ 、 チ ャ 7 イエ 7 、 ガ イ ス 7 一、 ドハラ， 7

の 5 ;f， に よ っ て 栴 成 さ れ た グ ル ー プ 内 総 梁 す る 、 エ

ア ー ド ー ム 形 式 に よ る パ ピ リ オ ン が 決 定 さ れ た. そ

の 後 、 万 博 協 会 的 規 定 に よ っ て コ ・ア ー キ テ ク ト む

含めて大林組に工 Ｇ ｊ ｾ が決定した Ｎ 万博協会特別胤則

に よ る 内 答 の 検 討 、 特 係 機 i1L審 査 会 に 提 出 す る 各 殺

の 尖 験 お よ び デ ー タ ー の 経 理 、 施 工 技 術 な ど を 含 め

て世 界 で初 めての大窓会1朕 情 i主 ー ー と い う 新 し い 課

題と、特殊な 問 題 に取り組み、多大の成果を収めている。

注 文 者 米 国 政 府情 報 局 Uni ted States 

Inf or mation Agency 

建 築 ・展示 設 計 デ ー ピ ス 、 ブ ロ デ ィ 、 チ ヤ 7 イエ

フ 、 ガ イ ズ 7 一、 ドハラ， 7 、 7

ソ y エ ー ツ

協 力 設 計 妹 式 会 社 大 林 組 建 築 本 宮11 設 計 部

設 備 部

施

仰i

工 徐 式 会 社 大 林 組

泣 地 下 室 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト jil - 層

展 示 床 本 体 鉄 骨i主

出 入 口 お よ び 必 難 用 ト ン ネ ル 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト i主

長 恨 ケープルて' 補 強 さ れ た 布 地

に よ る 空 気 膜 構 造

規 模 床 面積 ( 合計 7，991. 23 m
2

)  

建 築 面 積 ( 屋根コンプレ: t : / ョンリング外周)

9，440 m
2  

敷 地 而 積 19，978 m
2  

最 高 部 町 さ ( 主出入口部分床から ) + ll m625 

絞 深 部 深 さ ( "  )  - 9m930 

椅 同 町 大 き さ ( リング外 面 寸 法 ) 長 辺 直 径142mOOO

(  "  ) 短辺 直 径 83m500

「ア メ リ カ 政府 館 」 は 禍 ア メ リカ ン テクノ eロ ジ ー

・ア ン ド ・カ ル チ ャ " を テ ー ? に し て 建 設 さ れ る

大 型 的 パ ピ リ オ ン で あ る 。 水 問 広 場 に 面 し て 、 高 さ

約 7 mの ア ス フ ア ル ト プ ロ ソ ク 貼 リ の 土 手 を 盛 り 上

げ て 、 そ の 上 に 長 径 142m ・短 径83m向 精 円 形 の 空

気桜 榊近 で秘 われる.

内 部 は 棟 地地 盤面よ' ) 約 6 mj屈削 し 、 こ の 部 分 に 鉄

骨 造 2 階 建 て の デ ッ キ を 造 り 、 展 示 ス ペ ー ス に し て

い る . ま た 下 部 に R Cili の 管 理 ス ペ ー ス を 設 備 機 械

室 が 設 け ら れ て い る 。 内 閣11の 土 手 の 表 面 仕 上 は ? イ

ラ ー を ベ ー ス に ア ル ミ u空 然 活 を 施 し た ミ ラ ー y ー

トが貼り 付 け ら れ て い る . こ れ は カ ラ 7 1レな展示物

の 反射 幻J 染 を 目 的 に し て い る . 室 内 に は 自 然 光 線 が

透 過 し て 平均 4，OOO- 5，OOOL X の照度が件られる。

夜 には リ ン グ コ ン ク リ ー トの内側に設I D : されている

照 明 器 具 に よ っ て 政 商 を 光 らせる.

空 気膜 権 造 ( Ai r Support ed  St ructure) は 屋 般 を

縫 い 燃 で作 り 、 内 部 か ら 空 気圧 を1JOえ て 浮 か ぴ上 が

らせるもので、空気を圧縮 材 股面を引 ｾｮ 材として

考 え ら れたも の で あ る。 軽量 で し か も 大 ス パ ン を 得

られる の が特 徴 で あ る 。 この パ ビ リオ ン は 屋般 が 周

平 な デ ザ イ ン であ る た め 、 ワ イヤ ー ロー プ と 際 的 組

合せによっ て引 ｾＱ ｾ 力 に耐えるように 考 えられている 。

使 用 材 料 と 股 備
のキャ y プ が 取 付 け ら れ て い る . 白 星 は 阪 商 が 1 . 5

kg/ m
2

で 、 ロ ー プ が 4. 4kg/ m
2

、 合J-I' 5. 9kg/ m
2

で、

反 線 全 体 的 屯f oW約 60ton になる.

1  コー ド グ ラ ス X  - 340/860の 踏 物 性

瓜 目 物 性 l  試 験 方 法

ベースフ T プ |ベーターガラスせんい

材料 E リ， 7 I  ( 3 ミクロン径)

. コーティ ング |猛化ビニール

最 1k. 1 官"

さ ｏＮＸｾ 旬

ロープ僧

(mm)  

38 7.13 

48 11. 5  

56 15.6 

厚 反 巾
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3.  送 風 設 備

通 常 4 台 の 主 送 風 機 でl勾音11の 庄 力 を 常 時27mm水 柱 に

保 持 し て い る . ｦ ｾｾ Ｇ ［，｜ ｦ￟ 時は Ｑ Ｘ ｣ｭ 町二 ｅ を考慮して ＶＳ ｭｭ に

内 在 を 砧 め る 。 こ の た め に 2 台 の 補 助 送 風 機 が 設 備

さ れ て い る 。 加 圧 さ れ た 空 気 は 屋 根 頂 音11に 設 け ら れ

た 2 倒 的 モ ー タ ー ダ ン パ 一 、 出 入 口 町 隙 11目、 :J J 入目

的間際l に よ る 空 気 の 排 気 量 と 取 入 訟 の 平 衡 が 向 動 的

に 保 た れ る よ う に な っ て い る . ｾ 持造体内部内圧力は

ＱｾＧｐ 寺内圧計に示され、その内庄 ｾ ｩ の変化が、送風機

の風 最 ・ 風 庄 の 制 御 に 述 結 さ 札 、 f，Yl i主体的落下をも

たらす低圧時や、 Hlli 丘体的趨力H圧 を 示 す 高 圧 時 に は

そ れ ぞ れ 自 動 に 響 報 系 統 な ら び に 内 圧 凋 務 装 i丘が働

〈 よ う に 設 計 さ れ て い る 。 加 圧 装 置 は72 に 逆 転 さ れ

主ければならないので、停' i (l ! 時の非'i :，HJ の た め に 30

K V A を 供 給 で き る 発fl I 機を備えている。これは同

時 に 4 台の送風機を起動j ) J f 転できる能力をむっている。

透 光 性

m. 断図作成のために、 1/ 20の 悦 型 と m子 計 算 機 的 解

析 数flIT を例 mして IJl. -. t 図 を 作 成 し た. 政 面的接 合 に

ついては現場作業向短紛と作業の安全性および制 ｊｾ

を 向 め る た め に 現 場 核 合 を さ け て 、 工 場 で 一 体 朕 に

加工した Ｎ 強度を事ｾ求される接合古 ＱＱ はすべて向周波

ウ エ ル ダ ー ( lOkw- 15kw) が使 用 さ れ て い る 。 4.  空 調 設 備

展示室と Ｇ ｊ ｾＧＡＡ 革案系統的 Ｒ つに分け、前者は Ｙ 台の再

循環用空調機と、 4 台 の 外 気 専 用 の 空 調 機 ( 空 気 脱

力日圧裟世間転用) を地下機械室に設置し、内部土手よ

り 特 殊 ノ ズ ル で 展 示 室 内 に J台 風 を 送 り 込 ん で い る .

後 者 は 2 台 の 準 加1機 を 使 用 し て い る . こ れ ら は 協 会

よ リ 供 給 さ れ る 冷 水 を 熱 源 と し て 、 111ー ダ ク ト 方 式

で 空 調 釜 気 を 分 配 し て い る .

2  ワ イ ヤ ロ ー プの事構成 、 寸 法 、 品 質

使 用 材 料 は JI S G  3506の 硬 鋼 線 材 5種 で 、 熱 処 理 -

J判 例 申 線 の 後 亜 鉛 メ ッ キ が 施 し て あ る 。 ロ ー プ は よ

り上げた後でプレテンション1mエ さ れ た 榊i主用ロープ

で あ る . 交 叉 点 念 物 的 材 質 は 、 5 541で亙鉛メ y キ

さ れ 、 締 結 ナ y ト部分には 1英 国 保 穫 の た め に ゴ ム 製
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上川 真正

生年月日 昭和 10年 11月20日

枇科学路

昭和田年 3 月 大阪府立西野田

工業高等学校建築科卒業

業 経

昭和29年 4 月 株式会社大件組

入社股骨1骨11勤務

11百千日 43勾三 11月 7i 巨$アメリヵ E主

}侍童官 C O A R C H I T E C T  

作 品 略 歴

昭和36年 石 綿 セ メ ン ト ボ ー ド

協会「住宅の股計競 技 J 不 棉 榊

i立 佳 作 入 選

昭和39年 股 下 電 器 産 業 株 式 会

社枚方教育 研修 所

11目和40' 1" 1世f崎耳む芋ピ，レディング

昭和42年 鋼 材 クラブ「鋼 情i立

向精 アパート J 2等グループ入; u

昭和42年 日本生命保険相互会

社日生 ー目立ビルデイング

"目和44'1三 万博 アノリカ政府館

災施設計、説場監理l

すいせんのニとぱ 田中宣雄

アノリカ自由町 e没J 協力にチーフと

して従Ｇ Ｉ ＾し、ザイルとｾｾＨ肢を併

用した析しい工法を設J 十から現場

監理まで、作パートをまとめて成

功させた業統は大きい.

i底的周到で鍛密な総合力と、強力な

推進力によって嶋かれた新 しい タ

イプ的地築技術者として推せんす

る.

ニと lま : 訟 は 設 計 に 際 し て . ま ず 思 想 を も つ こ と が大切であり、

辺、似 の な い組 物 は 単 に 物 質 的 主 機 能 を 満 足 さ せ る だ け の む の に過 E

なし、と且 ｾｉ ， " 、ま- f ' .  

社 会 的 役l刷、J l ll氾l 、十世札な どを 71t に芯. 古田することから始ま っ て 、 感

覚 と 経 験 か ら イ ノ ー ジが生 ま れ る . こ れらを具体的に」是正且する万法

と し て の 技 術 を 通 し て ‘ 互 い に フ ィ ー ド パ γ クしながら、イ￥理性を

判 断 す る . そ れ ら を 裁 に し て 創 造 的 : 0:; ぶ を 表J] L することを A 号えてい

ま T.

一 昨 年 11 月 . 万 国1噂 ア ノ リ カ 政 府 館の コ ー ア キ テ ク ト と し て ニ ュ ー

ヨ- 7 的 デ ー ビ ス ・プ ロ デ ィ 一 政 .d 事 務 所 に 寄 り ま し た . そ ニ で は 、

処 築 家 がlilJfa的 な イ ノ ー ジ を 11¥したあとで、 f.YI ili 、 設 備 の エ ン ジ ニ

ア ー が 始 末 を つ け る の で は な 〈 て 、 イ メ ー ジに合う 新 し い J 寄付、新

し い 伎 術 的 可 能 性 的 方 向 に 添 っ て 、 一 体 と な っ て 試 み ; 且 ボ し て い

こ う と す る 熱 意 が う か が え る 作 品 を つ 〈 り 上 げ て い る こ と に 敬 服 し

ました . 111な る 外 畿 の デ ザ イ ン に と ら わ れ な い 本 質 的 な と ら え n が

い か に 大 切 で あ る か 、 そ の こ と が 新 し い 往 築 機 能 や有11 ，行機能的解決

に 結 び つ き 、 そ れ ぞ れ の 個 性 が 表 現 さ れ る も の と 思 い ま す 。
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一1

京 都 市 西 部 清 掃 工 場

所 在 地 =. 1 f i 貼志腹部阿児町布l' 明 宇 カ シ コ 723の l

敷地耐il fl! 20，∞Om'  

規 模 地 下 l 階 ・地 上 2 階 一 部 I/; W. 付鉄1'f 鉄 筋 コ ン タ

リート 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 泣

ｩｬｬｾ 而術 1 ，410 m
2  

延 t宋而Ht 2 ，842 m'  

JUJ 11自制144-'1'- Ｗ 月ｾ日目前 ＱＴＵＭＧｾ 3  Jl 

志 摩 マ リ ン ラ ン ド 水 族 館

. 海洋館(1970年 間 号 作 品 作 風 欄 既 敏 )

所 在 地 点 附 市 計 京 区 大 伎 膏 掛 町26- 52・53. 59

般 J 也而fit 87 ， 700m'  

鋭 換 地 下 川 菅 地 上 7 階

建築而 ＱＱｾ 4 ，001 m'  

延 床 而 積 7 ，8∞m'  

k な 仕上 コ ン ク リ ー ト 打 放 し お よ び ン ポ レ ッ ク ス 向 上

ポンタイ J レ吹付

焼却能力 6∞T  /24 時

工 期 昭 和44年 8 月~昭和46年 3 月

。

11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川|川11川111川11川|川11川11川|川|川l川11川l川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川|川|川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川|川11川11川l川|川11川11川l川11川|川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川l川|川|川11川l川l川l川11川11川|川11川11川|川11川11川11川|川11川11川1川|川11川11川11川11川|川11川|川11川11川11川|川|川11川|川|川l川11川111川11川11川11川111川11川|川11川l川11川11川|川|川11川11川|川11川11川l川11川11川|川l川|川11川11川|川11川11川l川|川11川|川11川|川11川11川|川11川l川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川l川|川11川11川11川l川|川11川l川|川11川1川|川|川|川11川l川11山11川11川11川11川|川|川|川11川l川11川|川|川11川l川11川11川11川|川11川l川|川11川11川11川11川11川11川l川11川l川|川11川11川|川11川11川11川11川11川|川|川|川11川11川|川11川l川11川11川|川l川|川11川11川11川|川11川11川11川11川|川11川11川1川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川1川l川l川11川11川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川l川|川11川11川11川1川11川1111川11川111川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川l川|川11川
11 l  
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科 埜 僚 宏

生 年 月 日 昭 和 10年 l 月 15 日

最 終 学 歴 sr<l主134年 3FJ 大 阪 市

立 大 学 理 工 学 部 挫 築 学

糾 卒

業 腹 同 年4 H 附大阪l . I ! : 築

J>著書F斤入戸斤

現 在 に 至 る

作品略歴高知 Ｇ￭ｉｬｾｻ ピル Ｚ ＶＺ塚フ

ア ミ リ ー ボ ウ ル 阪 神

パ ー ク ボ ウ ル 大 阪 市

港 湾 局 庁 合 京 師 市 西

部村1M工 嶋 志1f t ? リ

ン ラ ン ド ホ 峡鉛 ・ 海 洋

館 よ り ん す ピ ル 本

町 一点字11 ピル

す い せ ん の こ と ば 高 橋慶 夫

彼 が 入 社 し て 10年 余 、 そ の IIIJ 科仰

の総 築 設 計 に 従 'J> し て 与 た が 、 地

味な努力と硲ｾな成Ｊ 的 般Ｑｦ￭ねに

よって 枇 近一 つ の エ ポ ッタ を迎え

よ う と し て い る.

技 術 的 帯 般 の み に 終 始 せ ず 未 知 の

も の に 対 す る 研 究 心 に 湖 ち 、 包 知

的 世 考 え 方 向 で き る w年 雄 築 家 と

して推せんしたい.

こと( ;f : われわれ組織で仕事をする者は、建築をt N . i l ' i するのに個

人 的 窓 欲 と 、 チ ー ム 向 創 造 に お け る 過 程 と 、 そ れ ぞ れ の 局 面 を 把 録

す る こ と こ そ m婆 な こ と で あ る . そ こ て 骨 芸 に ふ れ 、 形 が デ ザ イ ン を

喚起し、 ｩ 持ち足りた ｬｬｩｾ が誕生する。

私 は 自 己 的 自IJj 主 に 対 す る 意 欲 、 向 上 に 努 力 し 、 チ ー ム 内 の 側 々 の 能

力をやl' ぱ し 、 全 体 的 エ ヰ ノ レ ギ ー を 結 集 さ せ 、 一 作 一 作 尚 足 し た 建 築

をイ乍りたい.



丹 波 地 方 文 化 会 館

設 計 要 旨

兵 庫 県 政 百 年 記 念 事 撲 の 一 環 と し て 計 画 さ れ 、 丹 披

地 方 ( 多紀 郡 、永 上 部 ) 県 民 的 文 化 、 体ff 生 活 な ど

の 厚 生 施 設 と し て 建 設 さ れ た 。

基 本 計 画 に 当 っ て は 、 緑 町 山 を 背 景 に 、 3 段 造 成 町

中 央 部 に 建 物 を 配 L 、上下段に体育砲殺を配置宣して、

ｾＮＡｾ＠ 1 ; 、の場も兼ねるようにした。

貫 主 計 意 図 と し て 、 丹 波 地 方 向 特 色 を 出 す よ う 心 僻 け 、

古 い 城 下 町 町 白 壁 と 、 瓦 の イ メ ー ジ を 基 調 に し て 設

計を進めた。

将 来 的 背 写 真 ー と し て は 、 宿 泊 地 段 、 体 育 館 、 プ ー ル

などが計画されている。

111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111l IIIIIIIIIIIIIIIIIIIrilllllllllllllllllllllllllllllllllllllllllll1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 

増 田 繁 治 すいせんのニとぱ 足立 英雄

生 年 月 日 昭 和16年 11月 3 日 騒然とした現代 に L. 111 、、的か立

政科学際兵J i I ，県立兵庫工業問等 新しさを峨そヲ とした 勿 ) J が. ヲ

学校建築科 ま〈抑 1(' され、村11. 瓜Ii IT という 1口、、

Z位 廃兵f i I 1 V;l 庁 昭 和37年 8 城 下 町的駄に I瑚ま i l た大 n蛇町中に

月~現在に至る に、部け込むよヲ立l ; l . 似の燃鍬と、

作 品 略 服 昭 和40年 姫路生活科 ｾｉ の党めるよヲな ＱＧＱ Ｑ ＺＮ ｴＺがＱＡｾを伐 ｌＮ

学 セ ン タ - ｾｌ＠ い. 彼はこ のはか 数多〈下

昭和41年t I ¥石' f : j 却制 掛けているが、中でむ 11内総勺た

u宿 舎 作品で、将来も っと {'I' u- る、ニれ

昭和42年 始 原 同 等 学 かりの人。

校特別数寄

昭和43年 兵 庫 瞥 務 部

青 年 技 術 者 と し て の ニ と ぱ ・ 府、どもの場合は公共生II 築 と い う

特 定 的 往 物 に つ い て 設 計 業 務 を 行 な っ て お り ま す が 、 it幻| に当り与

え万の ｴｊｪＹｾＮＧＮ 吋として、公共主 ｬｬｾ が周囲の ｉｾｬ 境作りに ｩ［ 修理車をあた之、

使 用 さ れ る )'j 々 の よ さ 集 ま り の 場 に な る こ と を 念 頭 に お い て 進 め て

お リ ま す。

こ れ か ら の 建 物 は 怨 築 設 備 と の l則 係 が よ り 盛 大 に な ってきており、

今 ま で は 設 備 の 技 術 者 に 依 存 し 過 ぎ 、 随 分 無 理 な 設 計 む あ り ま し た

が、われわれ若、、伎祢 ｩｾ ーはもっと波築設備に強くなりなければ、良

い抱E物 、 良 い f;{ J-ll に な ら な い と 且i います。

j丘 年 建 築 の 工 法 、 材 料 な ど の 進 歩 と そ れ ら を 似 問 、 前 HI する .設計 :者、

施 工 手 ? と の 差 が ひ ら い て い く よ う に 忠 わ れ ま す。 そ の 追 を い か に 組

めるかということが、これからのわれわれ的資務とＮＮｊＧｪ ｾえ ます 。

1'JI.イE 町主II 物 は コ ン 7 リート、鉄、( ，I'j -(- が 主 流 に な っ て い ま す が 、 布 、

は己7怨 築 へ の 郷 愁 、 あ こ が れ を 抱 い て お り . こ の イ メ ー ジ を こ 札 か

ら の 設 計 に 取 リ 入 れ て 表 現 し て い き た い と 思 っ て お り ま す .
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ホテルエムバイヤーの構造

， 

占正 申 階 寮 伏 図

r<" 

11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川l川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川|川|川11川l川11川|川11川11川|川l川11川11川|川|川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川111川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川11川|川l川l川|川11川l川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川l川11川11川11川|川|川|川11川l川11川11川|川11川11川11川|川|川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川|川11川|川|川11川l川|川111川11川11川11川11川11川11川11川|川|川|川11川|川11川|川|川111川l川11川11川l川|川11川|川11川11川l川|川|川11川11川|川|川11川11川11川11川11川|川|川11川11川|川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川|川|川11川11川|川11川|川|川11川11川11川11川11川11川l川11川11川11川11川11川11川l川11川l川|川|川l川11川11川11川111川11川|川|川11川11川11川|川|川11川11川|川11川11川11川|川11川11川11川11川11川111川11川111川11川11川11川11川11川l川11川111川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川11川l川l川l川11川11川|川11川11川11川11川11川11川11川11川|川11川11川11川11川11川l川|川|川11川11川|川|川|川11川11川|川11川11川11川11川|川|川11川11川11川11川|川11川11川11川11 1  
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高 木 正 敏

ｴ ｬＺＮｾ Ｇ 三月日 117.{剰110-'1' 5  JI 20 日

h7l 耕 三ι B正 i切手113 3年 3 F1 . k 阪. k

学 工 学 膏11榊築コニザー朴市

3長 野 II r( 和 3 3年 . JI 株 式 会

社 大 fHJ l 入位置止 JI 剛 動

tJi ‘  11回収14211三 I H 米

l民1S E V E R U D  1舟足以北

Ｑ 十 ｽ ｉ ｾ 務所へ制学、日目半ｦｉ

44 1J三4 月 9罰金t 、事U E

附Ili 立量生計 tll . ｾ ｉＧｉ Ｚ 主 ｦｈ ｩＺ ｃｩｪ［

作品時四重 ｬ 則ｩｈｩＱｬｴブ ｊＧ 臣 ｩｾ 火力発也
{ 情i立U'十} 所 、 大 阪 神 ビ ル ‘ 縦 俄

ピル、 償 訴 ド リ ー ム ラ

ン ド 、 ホ テ ル エ ム ， ミ イ

.，. 一 . 万 博 ナ ノ リ カ 館

町ザイル' f . ・ y ト的応力

角ｾ l li'. 

そ 円 他 脳 t /jl f1 ピ ル'I:s

Ｔ 泣 ｡ ｬ 同 町 Ｑｾ Ｑ 江成立川、榔

i立証主，H における1 1 ! -(- 骨ト

" 幡町利111研究専に従事

すい せ ん の こ とば 鷲 尾 健 三

前J 水 省 は 今 ま で構 造 t設計 ぷ として

良い{ 上' 1. ¥1 ニ必まれている. そして

すぐれた伎術能力と消: ; I i な且，I，.i)' 悠

J互によ勺て立派な成米ーをあげる ニ

とができた. こ れ ま で の 良 い 経 験

をもとに鋭い酔l努 力 を 養 っ て 、 ま

すます活路されるこ とをJlI I待 したい.

青 年 技 術 者 と し て の こ と ぱ : 耐 震 散 骨 十 円 部 本 的 な 考 之 万 が 、

従 来 的 い わ 曲 る r l' ll l m巡 J 中 心 か ら 変 形 能 を 血 税 し た 「柔 榊i立J へ

と 移 り は じ め て か ら 数 年 を 経 た 税 率E 、 超 高層 と 呼 ば れ る 分 野 に お き

ま し て は 技 術 革 新 町 波 と と も に は な ぱ な し い 発 展 を と げつ つあ り ま す.

し か し な が ら 、 通 常 的 日 常 業 務 に お き ま し て は 、 量 産I立 法 に 器 づ 〈 従

来 か らの数百十 法 も 非 常 に 多 〈 使 用 さ れ て お り ま す.

こ れ ま で と も す れ ば 「安 全1"，1.) と い う こ と で 安 易 に 処 取 さ れ が ち だ

っ た ニ と で も 、 変 形 中 心 的 考 え 方 を す れ ば 必 ず し も 安 全 llIl J で あ る と

は 雷 ぃ 切 れ な い 簡 も あ り ま す .

し た が い ま し て 、 ニ れ か ら は ニ の よ う な 開 発 研 究 と 実 施 設 計 . 新l日

技 法 ・ 知 股 間 的 金 ゼ ャ y プ を ど う 組 め る か と い っ た 大 き な 諜 組 にと り

〈 ま な け れ ば な ら な い と 考 え ま す . ま た 、 経 済 性 を 追 求 す る あ ま リ

進 む べ き 方向 を 骸 ま っ た り 自 己 満 足 に 終 っ て は い な か っ た か な ど 、

反 省 し な け れ ば な ら な い <J，mも 多 々 あ り ま す.

容 械 車 柑11の 採 用 に 始 ま っ た 法 規 改正 の動 き も 、 鋼mi 立量生昔1規 t悼の 改

冒丁 か ら 次 的 基主悼法 的改 正 な ど 、 次 か ら次 へ と 新 し い 知 徹 、 技 術 を 袈

求 し て い ま す.

「ゆ れ 動 < 70年 J と い わ れ て い る 通 ワ . f iWi l l ' : 技術者ーとしても 絶 え ざ る

努 力 で 今 後 に の ぞ み た い と 考 え ま す.
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中 川 滋

生 年 月 日 昭 和 ? 年 1 月 22 日

最 終 学 歴 昭 和3 0年 3 月

大 阪 工 業 大 学 工 学 部 建

築 学 科 卒 輯

業 鹿 昭 和3 0年 4 月 株 式 会

社 轟 本 工 務1苫 入 社

昭 和34年 12月 14 目

株 式 会 社 竹 中 工 務J苫 入

社、現在に至る

作 品 略 歴 尼 崎 コ ー ク ス 大 浜 工 場

梅 凶 北 野劇 場 改 修 工 事

刺 日 新聞 社 ー 却l工 事

大 和 雌 行 城 東 支 J苫

周 辺 製薬 MS Cセンター

松 下 電 総 品 田 家 銭前

岩 幽 ハ イ ツ ア J レン

尼 崎 コ ー ク ス 附 加 古川

ヱ2晶

す い せ ん の ニとぱ 島 国 麓 典

最 近 同 工 場 述 築 は 常 に シ ェ ル タ ー

としての役目よリも、機械的一 部と

して主張な役山l を受けもつように

なった. 綬維な工場機能を理解し

機 械 部門 と伺緊箔・な連絡的もとに

初めて精進訟骨十が可能となる. ね

1; ( ' ) と地道な事事力的椴.;.mねによ

り‘ 工場建築の設計に成架をあげ

ている中川君を推せんする.

青 年 技 術 者 と し て の ニ と ぱ : 古 い も の に も 良 い も の が あ る .

新 し い も の ば か り が 良 い も の で は な い . 一 つ の 考 え 方 で も 同 じ だ と

思う.

1 ; ¥ . に 自 己 的 存 在 を 確 か め る と 同 時 に 自 分 の 中 に 秘 め ら れ た 良 い も の

を 取 り 出 し て 申 き た い .
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兵 庫 県 庁 舎 ・ 議 場 の 構 造

設計

J  

東京に大地泌が起った場合の対策が: j ' i 剣に J命じ られ

る よ う に な っ て き た 。 も し 子 恕 以 上の 激 誌 で 大 部 分

的建物が被害を受けるような惨司 ｾｉ［ｻ 現出した場合、

東 京 都 庁 舎 一 災 害 時 に 避 難 ゃ 数 助 ー約 報 活 動 的 拠 点

と な る ー が そ の 機 能 を 保 持 す る か ど う か が一 つ の ポ

イ ン トとなるのではないだろうか。

昭和3 7年 に S R  C 1 2階 建的 兵庫 県 庁舎 の 榊 造 設 計 に

参画し、 43年 同 規 模 締 造 的 第 2 庁 舎 と 議 場 内 構 造君主

計 を 進 め る 聞 に 、 構 造 設 計 の 方 針 に 微 妙 な 変 化 が 表

わ れ て い た 。 そ の一 つ が 先 に 述 べ た 建 物 の 重 要 度 す

な わ ち 用 途 係 数 の 概 念 で あ り 、 も う 一 つ は 地 経 時 動

的 解 析 の 一 般化 で あ る 。 十勝 沖 地震 の 波 書 や コ ン ビ

ュ ー タ ー に よ る 動 的 解 析の結果から、 剛 構造 怨 築物

では現 行 設 計 震 度 よ り も 大 な る 地 震 カ を 受 け る の で

は な い か と 懸 念 さ れ る に 至 っ た こ と で あ る 。 兵 庫 県

第 2 庁 舎 の エ ル セ ン ト ロ 大 阪 202の モ デ ル 解 析 の 結

朱 も 上 階 に な る に し た が い 現 行 規 準値 よ りも かな リ

大 な る 他 を 示 し た 。

これらを君主計にそのまま反映させ安全皮をそのまま

高 め よ う と す れ ば 、 た ち ま ち 、 コ ス ト の 壁 に つ き 当

っ て し ま う 。 上 記 の 概 念 が 一 般化 さ れ て い な い 以 上

予 算 7 . y プは認められない。

構 造 設 計 者 と し て 努 力 し た こ と は 、 構 造 計 図 的 当初

か ら 構 造 詳 細 図 の 検 討 そ し て 工 事 監 理 を 通 じ て 、 '!Jl

性 域 を 最 大 限 に 活 用 しダクタリティを Jt: し ト ー タ ル

エヰ J レ ギ ー キ ャ パ ン テ ィ を 増 す こ と に よ っ て 、 終 局

耐 力 に 対 す る 安 全 性 的 確 保 に あ っ た。 具体 的 には、

純 鉄 骨 造 寄 り の ス レ ン ダ ー タ イ プ と し 、 R C 苦11の 変

形 能 を 高 め る た め 例 え ば フ ー プ は 13O を 100 JHl 隔 に

配 し 、 そ の 7 ? 7 は余長を 150 以 上 中 央 部 に く い 込

ま せ る な ど の 様 みmね に あ っ た .

い か に 良 い 構 造 的 デ ィ テ ー ル が 示 さ れ て も 、 そ の 通

り工.tJ}_ tJ<施 工 き れ な け れ ば か えって危険である。 R

C 構 造 が 耐 火 建 築物 で あ り 、 ま た 構 造 上 半 永 久 的 建

築 物 的 基 礎 条 件 た る か よ り の 確 保 す ら 現 場 工 事 で は

い か に 困 難 な こ と か 、 改 め て 考 え さ せ ら れ た .

官接坊 で は 採光 と 空 測 の た め の 空 間 確 保 か ら長手方向

に メ イ ン ト ラ ス を 二 列 配 し 短 辺 方 向 に サ プ ビ ー ム を

架 け 、 持出部ギャ ラ リーを一部吊 上 げ る 形 て・バラン

ス さ せ た 。 応 力 分 担比 か ら メ イ ン ト ラ ス に初 期 た わ

み を 附 与 す る 工 事 も 予 定 通 り 施 工 で きた。周辺 部 は

水 平 力 と 平 面 ね じ れ に 対 し 安 定 性 を 磯 保 す る た め 鉄

筋 コ ン ク リ ー ト で 固 め た。
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青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : 万 国 博 帰 り の ソ 述 技 術 者 向 一 行

を 県 庁 内 鉄 骨 工 事 現 場 に 案 内 し た 際 、 ま ず 第 一 に 質問 さ れ た こ と は

「この 鉄骨 工 事 に は 延 何 人 位 向 人 が 動 只 さ れ ま し た か J と い う 内 容

の も の で あ っ た 。 も ち ろ ん 鉄骨 の強度や所聖書鋼材 置 な ど に 対す る 償

問 も あ っ た が 、 こ れ は い さ さ か 虚 を つ か れ た 思 いがした。

一 方 欧 米 の コ ン サ ル テ ィ ン グエ ン ジ ニ ア は 施 主 に 対 し 資 金 調 達 の 紹

介 ま で し て い る と 聞 く . 単 な る ス ト ラ ク チ ュ ラ ル ・エ ン ジ ニ ア に 止

っていることは百午 されなくな って いるのて' は な い だ ろ う か。

徹 底 したローコスト 化 標 準 化 を 終 えた 自 動 車 が 再 ひ・各自 の 好 み に

マ y チ し た デ ザ イ ン 性 能 へ と 多 機 化 的 方 向 を た ど り つ つ あ る 。

人 1111性 12か な 空 JHl 構成、 由 と り の あ る 空 間 を 具 現 さ せ る こ と こそ、

現 代 に 生 き る 青 年 技 術 者 に 探 せ ら れ た 義 務 で は な い だ ろ う か。

すいせんのことば 光 安 義 光

1961年以来県庁舎設計監理的スタ

y フとして活路、' / ; : " に主I l 築するこ

と同意義と責任を感じ、ほん L 円

を追究しようとする1 ' ( 年技術者と

しての姿併に 期待したい.

首 藤 信 夫

生年月日 昭 和 10年 2 月22 日

枇 科 学 歴 日目布133年 3 月 大 阪 工

; { ; 大学建築学科卒業

J長 H百キ1136年 I 月 共 団ｾ ｾ日

技術史nに 1;'. 用、王』げ五

主I l 築剖i営緋球主任

作品略I f i ' . ｾ，｜ｩｌ 束帰工業高校

県立一行学校

県 立 目 前 日 校

白粥附l

m泣際司自図 リスト図

兵 ｈ ｉｖ［ｾ 庁舎競 ＮｴｊＡ ｪ

x; 
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す な わ ち 、 人 的 11.主 る 怖 の 下 に ピ ・γ ト を 設 け 、 そ れ で

区 間 さ れ た 部 分 ご と に 、 ポ ン プ を ， 没 lli し て 循 環 さ せ

る こ と と し た @ 川 の 流 IL <7) ) J II ，) は日1じであるから、

80 m を 流 れ て い る ご と く 感 ぜ ら れ る o fiYl 築 し た む の

は 、 幅 2 .5 m 、 水 深60cm以下のもので、 20cmの 水 深

で 、 表 面 流 述30cm/ sec とおさえ、 3 1/minの ポ ン プ

を Ｒ 台設置した Ｎ 表斑 ｉ 甜 ｅｩ 卓は断面平ｊｬｩ ｊ 流速の約 ｍｻｩｾ

と な る こ と も 、 羽l J 古式で;ljlJ りfB した数値を、; : JU主に

て6直かめた 。

要所には、" J ' i 水を配し、極や、性水口や、ピットの

形 態 に 1，1;甚肺l を こ ら し た 。

いつも紛胞な水とすべ〈、f c ; . t . . i 車ろか? i F 設備む設けた

が、 3 分 し た 川 町 水 を 同 時 に l 台 のろか骨量に流すと、

区画によってJ ( ' ) 減 水 す る 可 能 性 が あ る の で 、 タ イ マ

ー に よ っ て パ ル プ を 制 御 し 、 I 区 繭 ご と に ろ か 総に

通 す こ と と し 、 全 体 と し て l 日4 ターンを総保した。

いつまでむ車見しめる川であ ってほしいと厚血う 。

阪 急 梅 田 駅 三 番 街 の 冷 暖

房 と 人 工 の 川

の以 ｊｾ［ｬ￬ｬ ｊ￭，卸を ｊｦｲ 以水パルプにて行な っ ている 。

--1<，)端的 デ リケートな水J . i : ililH仰の Jl H( J が 、 主 機 械 引 に

てキ今 ツチされ、 6f ; の i垂 水 ポ ン プ の 台 数 制 i，) 11 、，"1':

熱 柑 illi 松 町 選 択 、 そ し て 熱ilh! 機 絞 め 運 転 の コ ン ト ロ

ー ル へ 、 ス ム ー ズ に 伝 達 さ れ 、 安 全 か っ 経 済 的 な シ

ス テ ム と な っ て い る 。

地階的 ｾＧｩ ＱＺ ｬｬｩ 鮮に対する空調は、換会 ｌ 回数を多〈とり、

完ｾｾフ ィ ルターを設世して、既存同地下ＱＱｔに町 ｬ を

え な い 治 純 な 環 境 を 造 リ 出 L. ま た 、 万 全 を JUJ して

の排煙ｊＩｴ ｦｾｩ￬ を設けて、防災にむ仰なしたＮ

次に、 輸入工 の 川Ｂに ｈｾＯ Ｎ￯を砂そう Ｎ かつて経験め

ない、 80 m に お よ ぶ 水 町 流 れ を iE る の に 、 引 越 し た

ｾが百出して、討議を重ねたが、批終的に、躍を設

け て 階 段 状 に し 、 小 さ な 掩 を 形 巡 る と い う 構 氾1で、

故村i I 的に処耳II す る こ と と な っ た。

ま ず 見 て 夫 し 〈 な け れ ば な ら な L 、. そ し て 、 操 作 が

単 純 で 、 経 済 的 に 大 き 〈 な リ 過 ぎ て は い け 主 い.

そニで、J 1 : さ 10 mの 鉄 版 製 の水 路 を 巡 り 、 純 々 の 11.5

さ の 般 を 駆 と し 、 ポ ン プ を 仲 : え て 、 実 験 を 行 な った。

それにより、川市日中央官11の J < lfii 流泌が、長!'J 30cm/ sec

以 上 あ れ ば 、 水 町 mEれ を 感 じ 、 せ せ ら ぎ 状 と な る こ

と が わ か っ た。 また、住銭。(JililJ 約から、 川 町 深 さ に

余裕がなく、 T屯 の 洛 差 が 十 分 取 れ な い の で あ る が 、

80 m を、 3 分 内l して、おの必のごとに日さを総{ ! i ' す

れ ば 、 川 沿 い を 歩 〈 人 述 が 屯 の 列'L*を 十 分 に 感 じ

と っ て 〈 れ る で あ ろ う ニ と を 実 験 で 硲 認 し た 。

機 者初コ概 略諸 元

ボイラ ー 10T O N/ H  X  19k9/ c耐 ' g X  2 台

冷 崎 健

ＨＡＮ ，，ｾＨ＿ ー ビノ車 Ａｉ｢ タ ー ボ式 Ｉ

1590US Il T  X  18kg/ cm'- g飽 和 X I 台

( uJ .，l 収式 )

昨 年 末 峻 工 し た 、 阪 急 修 岡 駅 ( 神 戸 線 、 宝 塚 線 的 駅

合と 1:{J l i A する院側 ) に お け る 設 備i設 計 の う ち 、 冷 暖

房ｾ～テムと 、 輸 地 下 街 を 流 れ る 川 ' と し て イi '名に

な っ た 、 地 下 2 階 的 人 工 の 川 町 設 計 に つ い て の 慨 裂

を 述 べ る .

約 3 0 0 X 100 m の 平 而 的 に J止がった広域設備計画は、

エ ネ ル ギ ー プ ラ ン ト の 位 訟 お よ び 鍛 送 計 画 が 、 総 合

的 に 安 全 か つ 経 済 的 で な け れ ば な ら な L 、。 すなわち、

屯 気 、 冷 熱i朗 、 中 央 監 視 な と' の 設 備 が 、 そ の 蚊 北 端

的 主 機 械 室 を ' L、厳苦11 と し 、 延 々 300 m 余 リ に 延 び る

共向精を動脈として、絞剰を多岐に 、多 目的な必 ｬｾ を

1∞5 US  Il T  X O  . 45kg/ c m" g飽 和 X 2 台

冷耐水ポ ンプ 150世/ 200ゆX5. l m' / H  X 76m X 95K W  X  6 台

'IIIIJ 循環ポ ノプ 125Ol 150OX 3  m' / H  X  10cmX 7  .5K W  X  6 台

阪 急梅 田駅 ビル 断 面 図
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共 同，脅

迫Om

有} 幾的に結びつけている 。

冷 暖 房 に お い て は 、 ボ イ ラ 一 、 冷 凍 機 な ど の 熱 源 機

慌を主機械室に、 EE;別総を j此苦手の機械設に分散し、

共 同 講 を 通 る 冷j品水パ イ フ に て 、 そ れ ら を 結 ん だ.

熱 i原 万 式 は 、 夏 季 に ら ボ イ ラ ー を 線 動 し 、 務 会i を、

タ ー ビ ン 駆 動 Jターボ冷i J li 機 に て 第一 段 階 の 仕 'J>をさ

せ 、 さ ら に こ の 排 気 を 吸 収 式 冷 凍 機 に 導 き 第二 段 階

的 冷 凍 作 用 を 行 主 わ せ る 、 い わ ゆ る タ ー ボ と l吸 収 式

的 シ リ ー ズ illi 転 方 式 を 採 用 し た. こ れ は 、 ボ イ ラ ー

設 備 を 冷 暖 房 北 用 す る こ と に よ り 、 そ の 稼 動 率 を 向

上 さ せ 、 大 容 量 的 受 変 電 設 備 が 不 用 と な り 、 夏 冬 の

電 力 消 費 量 を 平 均 化 で き る な ど の 利 点 が あ る .

空 調 器 で 熱 を 受 け た 冷 水 は 、 ま ず 吸 収 式 冷 凍 機 で 冷

却 さ れ 、 そ の 後 、 タ ー ボ 冷 凍 機 に 入 っ て 段 終 冷 水 池

Jtr ま で 冷 却 さ れ る 。 冷 水 を 、 シ リ ー ズ に 流 す こ と に

より、持11分れ荷においてむ無駄な熱f J l 失むな〈、谷

量 制 御 が 、 き わ め て 円 滑 か つ 簡 単 な 操 作 で 行 な う こ

と が で き る . また、冷凍機五I f 転万式む、 ｬｯｯＭＴＰ ｾｯ＠

負 荷 に お い て は 、 タ ー ポ ・ I吸 収 式 的 シ リ ー ズilli 転、

ＴＰ Ｅ 以下においては吸収式冷凍機のみの ｬｩｬｾＮ 虫巡転と

し 、 き わ め て 大 幅 な 容 量 制 御fi? を ι た せ た. また、

建築自(J 立 地 条 {'Iーから、主機械' t ; より約 300 m離 れ た

位 置 に 設 け た .;J i熱 f曹を十分活坪j し 、 軽 .i' l 荷町時、 f干;

熱槽日':ji 仏有11より送水し、: ! i i ; l 1I，j 世話で熱を受けた冷水と

合 せ て 冷 却 し 、 そ の 送 水 誌 の み を 帯 熱 僧 低 温 部 に l狩

え る ニ と と し た 。 さ ら に ピ - 7 ロー ドの時にむ、占;

熱槽低沿膏11 よ り 送 水 し 、 冷 凍 機 か ら の 冷 水 と 合 せ て

を訓i慌 に 送 水 し て 、 冷 却 i it のl i ' I JJII ; / J < できるようにし、

また、イ主 1111、 冷 凍 機 を 巡・lifi せ ず に 、 者J 熱 fVl i よリ の 汲

み 上 げ 冷 水 の み に て 冷 房 を 可 能 な ら し め た。

ｾ訓ｾ ? 品サイドでは、飲食18172市 町 会 外 気 給 sn万式は、

吹出し笠公的弘 ｪ 変制御、他的ｾ［￰司ｾまでは、還 ＱＩ ［ 岳会 ｴ

冷 温水サイクル

主 徴 械 室

⑪ 再開ピン蜘ターボ冷酬

@@醐鵡棚

@  品 開 銭

@  ポンプ

国 宝 畑 相 器

蓄 鼎 掴

川 の 流 れ 断面図、 N 出 回 1"

川よ

はよι J ｾ 斗 ｊ ｾ サク四ン
1  1 l  i  下 ヒγ ト l  

ｬ ト ーベ ー γｾ ｾ ｩ ト 一 一 ー 〈 一 一ＺｻＩＭｾ : ト一 一 一 ← ー一一寸 〈 刊

行ームi ーキー竺:J i-- 一←-t r j -- J 母 J

L ート一 一ー工ー 一 一 + 一 一 一 _ J _ _ _ 一一一〉 一 一 一 _ J @  ポンプ

.  モーターパル 7

ｾ ｵ 柿器、軍謹装置

ll |lllll|||llllll|llllll111111lll||||||l||1||||||11111111111l|ll||||||||||||||||lllll||||||llll ll lllll||1||||||llll|||||lllllllll|l||l||||||||||||lll|1111111111|||||||||||||||ll l||||||||l|||llllll||||l||||lllll|||||l|||l||l||lllll||ll|||ll|||ll|llllllll||||||||ll||||llillllllllll|llll|||||||||||||||1l|||||lll||l|||||||llll|||||l111l ll i  

青 年 技 術 者 と し て の ニ と ぱ . あ る プ ロ ジ ェ ク ト 何 日日発な い凡'  
すいせんの こと ば 玉 田 佳

品質:c は大宇で挫築を学び入社以

米政 ｉ 柑設 ｾｉ を初当している Ｎ 品 ｬ 築

的知. 百を身につけた tt 重な設備技

術者ーである. そうした基鍛は. ;t宝

仙3 的機能をきびし〈迫ポする _ . }i 、

Ｇｩ ｩｾＧ に拙 ｬｾ とのパランスを与え正し

も、判断と決断を下 L . すぐれたア

イデアを明突きの中に生かす安勢

を生んだ Ｎ その ｴｬｬ 革 ｉｾ 阪急悔凶駅

三 百rf fJ f の大計阿町随所に l別花し

た. そして次的大きな飛E帽を約束

島 貫 崇

骨十円、業務プロセス フ ロ ー を 錨 〈 こ と は 、 1則合簡 単 に で き る . そ

し て そ の 通 り 奥 行 す る ニ と も 縦 し い も の で は な い . し か し 、 ニ 的 結

保 に お い て 必 ず 差 異 が 生 じ て く る .

そ の 要 因 を 分 析 す る と 、 プ ロ ジ ェ ク ト に 対 す る 4 ・え方をベースに.

白分的知織と、力f I えて他人との協同作業にかかって〈る. さらに、

物質的、時 Ｑ ＱＱＩ 的なフ ァクターもはいってくるが、それらが ｾｾＱ Ｚ ｜Ｂ だか

ら 必 ず し も 良 い 結 娘 は 仰 ら 札 な い し 、 少 な 〈 し て 最 大 町 効 卦 去 を J U)待

す べ き で あ る .

プ ロ ジ ェ 7 トの考え )'j とは、 一 技 術 者 と し て の 技 術 的 な 分 野 か ら 、

広 〈 社 会 的 な 視 野 で と ら え る ニ と で あ る . ニ れ を A 、まえて町、 i羽 術

研 究 の 段 階 的 十 分 な ア ナ リ y ス が 必 裂 で あ る .

自己の、 i血 確 で 食 欲 な 技 術 的 拡 幅 と と む に . 一 一 ー す べ て に マ ス 化 さ

れ . 側 が 余 り に 微 力 な 存 主E と な っ て い る こ と か ら む し ろ 一 一 一 協 同 作

業 を い か に う ま 〈 や り 遂 げ る か が 、 キ ー ポ イ ン ト と な る . そ れ は 、

協，，; ) 者 向 人 数 や 能 力 以 上 に 、 人 的 吋11" でυとまって〈る.

先 鋭 化 し 、 巨 大 化 す れ ば す る は ど 輸 入 111) " が 必 裂 と な る .

ンステム館業向粋である必 ｬｾ において、まして、人的ソ口Ｂを 純 白

し て . 伽 ! の 経 験 や 知 減 や 技 術 の 珠 玉 を め ぐ ら す の だ .

E主'1三月 日 日目手口 1411三8 月 26 日

最終半白書 昭和3 b 年 3n

早稲田大学第一理工学

部挫築学科革路

』詫 雌 i昭 和38年 4 n  

株 式会 社 竹 中 1二務 問 入

社、大阪本山政計書11紘

悼 ｩ 魁 ｴ ［ｲ ｬＧ ，， ｾ ｾ￰ι ... 

現在に亙る

阪ｾＮ梅田駅那 ニ ｊ 問、析

阪足立 ; t . テル刑事耳、問中

阪急ビル、車11 日新聞. k

阪本社第二期、松下

骨量中央研究向上 T 出k

ａ ｬｾＱ＠
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している.



万 博 ア メ リ カ 館 の 施 工

長 径 142m 、 短 径83 .5 mの小判形の大規悦な昼般を、

室内情1I の 空 気 圧 を 高 め る こ と に よ っ て 支 え る だ け 、

というー虫版ｾｓ｣ ｈｩ ｹｴ ｩ 主的建築は、 ｦ 逆米ｩｊｬＺ掛 ｌ にもその

例 が な 〈 、 当 パ ピ リ オ ン が 最 初 の 尖 施 例 で あ っ た .

道 路 面 よ り 深 さ 11 m掘 削 さ れ た 底 聞 に 3 層 的 床 がm

ｾされるＨ最下階は機械室および信 ー 理室、 」 ニ 中 Ｒ 層

が 展 示 床 ) 。逆 に 道 路 面 よ リ 向 き 5 m盛 り 上 げ ら れ た

土 手 の 上 に 昼 綾 部 が 置 か れ 、 ぽ っ か り と 聞 い た す り

鉢 状 の 穴 を 被 っ て い る . 屋椴 簡 は ラ イ ズ が 6 .9 m と

低いため膜而の引恨カが大き〈、膜体のみでは耐「力

が不足となるので、 60・向日，1角 で 斜 交 す る ワ イ ヤ ー

ロ ー プ 得( 直 後38mm世- 5 6mm世) で 6 . 1 mの グ 1) Ｎｾド

ネ ッ ト を 榊 成 し 、 こ れ に 防 炎 2 級 合 格 的 ビ ニ ー ル コ

ー トされた グラスファ イ パ ー 織 布 を 結 ぴ 合 わ せ たm

Ｎ￬Ｑｌをと っている。室 内圧は、 Ｇｬ ｩ ｾＧ ｊｉ 寺水位 ＲＷ ｭｭ の定Ｎ［ ［ ｾＮ状

態に品11，持 し 、 屋 恨 の ス タ ピ 1) テ ィ ー を 確 保 し て い る

( 積 雪 時 の み 65mmAq. ). 膜 布 の 外 周 お よ び ワ イ ヤ ー

ロ ー プ の 末 端 は 、 盛 上 げ ら れ た 土 手 上 に 打 殺 さ れ た

コンクリートリングに定指され、 精 進 上 の バ ラ ン ス

を{ 足っている。

こ の 建 物 の 実 現 に 当 っ て 、 実 施 設 計 函 に お い て も 、

施 工 面 に お い て も 、 未 知的聖書紫が多分にあり、理論

解 析 に よ って千年られた 他 を 実 際 に 満 足 で き る よ う な

地 工 が 可 能 で あ る か 、 ま た 、 組 工 上の限界からJ 1 M1:1歯

解 析 モ デ ル の 適 応性 を 検 討 す る 必 婆 が あ る な ど、 問

題 1; 1 山似み していた。 この よ う に 設 計 と 施 工 的 密 接

な相互協力的必裂性から、万ＱＧＮＮＧ￬Ｍ総合 ＼ ｉ ｾ 務所の元にな

ほ 、 川i iL Zit 制ii 、 施 工 よ り な る プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム

を編成して問題解決に当った。

リ ングお よ び ケ ー ブ ル の 施 工 精 度 は ワ イ ヤ ー ロ ー プ

の 応 力 的 不 釣 合 を 生 じ 、直接建物的i J i l 峻に つながる

1 f . ( 裂な問題であり、各種 の 測 li ! : 方法、リングに打込

ま れ る ス リ ー プ 管 ( ワ イ ヤ ー の ア ン カ 一 周 ) の 据 付

方 法 、 コ ン ク リ ー ト リ ン グ の HII. l 築方法等の立案、検

討 に 多 〈 同 時 IIIJ が 費 や さ れ た 。 ( 測 量 に は三 つ の方

法 的 中 か ら 倍 角 弦 長 法 を 採 用 、 ス リ ー プ の 据 付 お よ

びコン Ｗ リートリングには鉄骨フレームプロｾ＿方

式、 P .C 方 式 等 が 考 え ら れ た が 、 最 終 的 に は 、 64倒

的 ス リ ー プ の 個 々 に つ い て 仰 角 と 長 さ を 計 算 し て 工

場 製 作 さ れ た も 内 を 据 付 け た 後 、 鉄 筋 、 型 枠 、 コ ン

ク リ ー ト 打 設 と い う 従 来 的 方 法 で 必 袈 制 度 内 に 納 め

ら れ る 自 信 を 得 て こ れ に 踏 み 切 っ た。) また、台 風 H与

におけるリング自体の自由 ｈｾ ＱｉＮｩ Ｑｊ を可能にする工法Ｈリ

ングベースおよびリングの H刊に型枠替りにスライド鉄

板 を 打 ち 込 む 方 法) 、考え 句れ得 る あ ら 由 引l司所から

のｾｾＨ漏れの日Ａｊ ￮ Jl ニ処 置 法 、 ケ ー プ J レの架設方法( 後

の s!.l而 の施工む 考 慮 し て 全 域 全 商 足 場 を 保 持1) 、版図

的 展mJ お よ び ケ ー プ ル へ の レ - ［Ｏング方法ＨｾＺｾ周波

現 場 溶 接 的 施 ヱ能 率 的 惑 さ 、 品 質 管 耳II のむずかしさ、

な ど か ら 膜 国 分 割 織 入 を 止 め て 一 体 と し て 工 場 製 作

す る こ と に 決 定 、 そ の 結 果 的 搬 入 、 取 リ 込 み 方 法 的

検 討) 、hl 似 浮 l二後 町会t圧 コ ン ト ロ ー J レおよび警報シ

ステムミ干々の検討も行なった。

一 方 、 ほ と ん ど の パ ピ リ オ ン 建 設 が そ う で あ っ た よ

うに、 11年J i ¥l との闘いがあった。掘削詰 6 万 立 米 の 土

工 Ｇｉ ｾｊｕｬ ｊｩ｜ｬである Ｑ - 3 月 に 大 阪 地 方 気 象 台 開 設 以 来

と い う 民 間 に よ る 1 ヵ 月 の 工J記盛延も、未経験工，1J:;'

である民側工 Ｇｉｾ 的所聖書回数の不確かさむ、ｊＩｾ会日ま

で に 完 成 さ せ ね ば な ら ぬ と い う 大 前 従 の 前 に は い か

リング断面図

な る 方 法 を 採 っ て も 、 こ れ を 克 服 し な け れ ば な ら な

かった。不硲ｾ婆紫の多い座制 Ｔ 工・ Ｑ ＧＱ ニ Ｒ カ月という

比 較 的 高 い 安 全 率 的 回 数 を 与 え 、 リ ン グ 完 成 時 点 で

遅 延 を 解 消 す べ 〈 常 に 工 伎 の フ ォ ロ ー ア y プ を 行 な

いながら、 ZEい 地 工 粉j主を主11求 す る 工JIJ : であるにも

か か わ ら ず 、 工 程 短 縮 に 松 も 効 準 の 良 い リ ン グ 工 事

で突nエ'1五を決行した.

114 . T or 

各4・E的 実験 と 厳 密 な 製 品 検 査 を 経 て 製 作 さ れ た ケ ー

プ ル と 股 面 は 、 リ ン グ 内 全 域 足 場 上 で の 作 業 性 的 良

さ か ら 、 予 想 以 上 に 早 い え ピ ー ド で 取 付 け る こ と が

でき、展示工平 均 ｪ 川 を充分残して、当初 ｊ の千世ｾｩￚｊリ

1969
i
l三11 月 1 日に送風機的スイ ッチ が 入 れ られ 、 世

界 最 大 町 エ ア ー ド ー ム が 万博 会 場 に 姿 を 現 わ し た の

て' ある .

c  
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大 場 若 夫

且三身三月 日 s1H1l 9 .<j三 6 月 15 日

位科学歴 東京大学工学部総築学

科 卒

業 歴

昭和32年 4 月 保式会社大林組

に 入 社

"昭i沼目和32年 4 月より H昭目和4叫2年 4 月

まてで，次の: 工工司都E草現4υ2場4ι 勘務. 目本 A生邑

命 I南結削責館官‘ 安宅 ｾｴｌｾ 本社、 北 陸 姐

行本底、大阪神ピル、茨木カ ン

トリークラ7 ' . 新宮殿. JJ(，ilt 新

宿 地 下 変 電 所

昭和42年 5 月より I 年半. アノ

リカにおける越築工事 {趨向I両

ピルを主として) 捌在的た肉、

ユューヨークの挫般会社に出向

J Mi i  

R国千旬44勾三 1 月より n l 事アメリカ

館建I ! l l : 工<1"勤務.

現在本府工務部勤務

すいせんのことば 篠 田 駿 ニ

「契約」的 観 念が Ｎ ｉ Ｂ ｩ ｾ にきびしい

アメリカでは契約相手を「惑いこ

とをする者 J と想定し行動してい

る. 万博アメリカ 館町工事では管

理に当 った 米協工兵隊町長s 中はこ

の「行動向原理 J に忠実に従い不

順な天候に悩むわれわれをさらに

徹底的に痛めつけた. だが空気膜

町屋倒が予定通りのJ羽田にきっち

り姿を現わしアメリカ館が完成し

た時、十廿つ〈き米，Ir大佐は遂にい

ったむのだ. r君 i量的計画性と実

行力にはわれわれむかよとを脱じ

. E S P E CIA L L Y  OHB A  / "J と.

こと lま : 戦 後 25年 、 目 覚 ま し い 経 済 の 発 展 に 伴 って建 設 技 術 む 大

幅 な 飛E躍を成し遂げてきた。し か し 今 ょ う や く 経 済 進 展一 辺倒から、

公 害 問 題 を 機 に 人 間 性 回 復 が 求 め ら れ 、 環 境 慾 倒 、 地 域 J ) 日 発 が 大

き く 浮 か び 上 り つ つ あ る 中 で 、 建 設 産 業 む そ の 主 役 町 一 人 と し て 参

力日していかなければならぬ のは当然である。 この ニ と は プ ロ ジ ェ ク

ト の 大 型 化 と い う 傾向 に 進 む で あ ろ う し 、 わ れ わ れ 建 設 技 術 者 L コ

ンストラクンヨン ・エ ン ジ ニ ヤ リ ン グ ・コンサ J レタントというよう

な 形 で 企 画 的 段 階 か ら プ ロ ジ ェ ク ト チ ー ム 町 一 只 と し て 参 加 し て い

くには、従米の狭い技術と経験に宮訂正していては主。らない. 多岐に

亙 る 広 い 知 識 を 1¥且収し、システマテイソ 7 な 思 考 法 も 身 に 付 け ね ば

な ら な い し 、 ま た 、 実 施i に当 っては 技 術 を 土 台 に し た 経 験 と カ ンに

プ ラ ス し て 、 施 工 上 の 故i盗性、省力化を求める現場に省、泊した O R

を開発、使用していかねばならぬであろう。われわれ主] l 設技術者心、

今後とも、ますます勉強を自らに ｾｾｬ ｬＢ、主ければならなも」



[ 筏荷ス タッフ}

施工組撞の確立

計画質料耳轟

基本工事計画

労務純設計画

工司E唖器、慣材田計画

椅韓工法同研究

筏研との連IJ!

工事責料、記録田作成

予翼算査定. 田重量

下縞業者探定

下傾契約

外国股配ド昔に対する憶力

工事施工図的作雌

給排水衛生電! I ¥館情工事

由計画実施

恒股電気用ホ関係計画実

施

ア

メ

リ

カ

ン

パ

ー

ク

中

軍

民

国

館

ス

カ

ノ

ジ

ナ

ピ

ア

館

ハ

ワ

イ

瞳

タ

イ

館

長

一

キ

a

l

ハ

舘

研

一

ギ

リ

γ

ャ

館

務

一

“

サ

ン

フ

ラ

ン

シ

ス

コ

市

館

事

一

ア

メ

リ

カ

館

耳

一

エ

キ

ス

ボ

タ

ワ

ー

ン

一

ク

ボ

タ

聞

ォ

一

倍

下

館

ビ

一

睡

誼

窟

d

一

ガ

ス

館

一

一

目

立

グ

ル

ー

プ

館

一

み

ど

り

圃

一

一臨

調

館

一

日

怠

民

事

館

街

祭

句

広

‘

大 林 組 万 博 総 合 工 事 事 務 所 の 組 織 機 能 図

[事務スタ y フ〕

工事用器材調理

責材闘温董掴

労務菅理

安 全 管 理

敷 地 地 盤 調 査 、 そ の 他 現 地 で の 調 査 に よ る 資 料 の 蒐

集 作 成 、 仮 殺 機 材 、 工 事 機 械 な ど の 鋼 逮 状 況 と そ の

保管場所、労務事情言問査と労務者宿舎の計画、会場

内 工務 現 場 内 一 般 計 画 な ど 、 主 と し て 工 事 稲 工 前 向

工事計画を主I ! てるのが総合事務所システムにおける

私達工事計薗部門の重要な仕 ｬＺ ｲ［となった Ｎ工＼ ｾ＾ 段階

で は 、 決 定 し た 各 工 事 の 基 本 工 事 計 画 を 骨 子 と し て

詳細計函を行ない、労務者「不足および安全対策に関

逃 し て 、 可 能 な 限 り の 省 力 化 工 法 を 獄 み 、 こ れ に 伴

う 職 只 の 配 置 、 仮 設 資 材 、 工 事 機 械 な ど の 別 途 お よ

び 各 工 事 附 で の 運 用 、 劉 路 、 限 ら れ た 技 能 工 の 各 工

事 聞 で の 運 用 な ど 総 合 的 な 工 事 計 画 に 当 っ た.

・結び

こ の 総 合 管 理 シ ス テ ム の 統 絡 下 に 受 注 し た 工 事 は 、

前 述 町 通 り で あ る が 、 統 制 す る J. V の 会 工'1' を含め

て 、 そ の 施 工 関 は 120倍 弱 に 至 り 、 こ の 中 に は 、 お

祭 り 広 場 内 大 屋 根 の 大 規 桜 な 1) 7 トアップ工事、ア

メ リ カ 館 の 世 界 最 大 の 空 気Bl 1 ; f . Y / 造の施工等、未経験

分 野 で の 難 工 事 お よ び 9 件 に も お よ ぶ 外 国 政 府 館 町

工 事 を 含 む も の で あ っ た . 総 合 工 事 事務 所 は 、 こ れ

ら の 工 事 獲 得 に 伴 い 、 そ の 規 桜 、 巡 営 方 針 を 変 え な

が ら 進 行 し て い っ た も の で あ る が 、 そ の 総 合 力 は い

か ん な く 発 揮 さ れ 、 労 務 対 策 、 安 全 対 策 、 仮 設 機 材

な ど の 運 用 対 策 を 含 む 広 範 な 総 合 計 画 を 展 開 し 、 消

工 当 初 荒 野 で あ っ た 会 場 内 での建設を軌道に乗せ、

精 密 な 施 工 計 図 的 立 案 、 施 工 的 組 織 休 制 的 確 立 、 新

施 工 技 術 、 省 力 化 工 法 的 保 用 な ど 、 総 合 的 な 総 工 管

理 シ ス テ ム を 確 立 、 金 具 の一 致 協 力 の も と に 、 総 合

工 事 事 務 所 を 大 き な 生 き た 組 織 力 と な し 、 当 社 担 当

の 工 事 を 、 好 成 績 樫 に 終 了 し 得 た こ と を 思 え ば 、 こ

こで展開した総合管理ンステムは、 一 応 の 成 功 を 収

め た も の と い え る 。 そ の r.J J 、 こ の 新 し い 組 織 の シ ス

テ ム エ ン ジ ニ ア と し て プ ロ グ ラ マ ー と し て 、 は た ま

たオ ベ レ ー タ ー と し て 、 こ の r建 築 の 祭 典 」 に 微 力

な が ら 貢 献 で き た こ と は 、 建 築 技 術 者 と し て 望 外 的

喜 び と 感 じ て い る 次 第 で あ る .

- 万T事総 合 工事 事 務 所 の 遭 営 機 構

万 博 総 合 工71>事 務 所 の 運 営 機構 は 、 組 織 図 に 示 す 過

つであるが、私の相当する工務部門 では、総合工事事

務所内各官11門 l閉 め 述 給 、 訓 務 を 密 に し 、 さ ら に 布 刻J

か つ 円 滑 な 運 営 に よ リ 、 総 合 エ<1>事 務 所 を 核 と す る

施 工 シ ス テ ム が 、 各 工 事 を 包 含 し た 一 つ の 生 き た 組

織 と し て 、 そ の 力 を 7 1レ に 発 御 さ せ る 、 い わ ば 総 合

管酒! の中級としての役目を栄たしたつもりである 。

所長主任会餓は、定期的に開催し、工事の政官十、工

程 、 技 術 、 安 全 に 関 す る 問 題 、 雨 期 お よ び 台 風 対 策 、

技 術 職 只 の 配 置 、 下 街 に 対 す る 問 題 等 主 に 工 事 施 工

上 町 問 題 点 を 射 殺 し 、 こ れ に よ り 、 各 工 事 の 陸 路 を

見 出 し 、 各 工 事 に 対 し て 、 総 合 工 事 事 務 所 肉 強 力 な

パ y クア y プ に よ り 、 こ れ を 早 期 に 解 決 す る こ と を

は か っ た も の で あ る 。 ま た 仮 設 資 材 、 工 事 機 械 な ど

の 運 用 管 理 、 安 全 表 彰 、 車 輔 の 運 行 、 労 務 宿 舎 、 食

堂 内 運 営 な ど 総 合 工 事 事 務 所 の 巡 用 上 の 間 短 も m聖書

議 題 と し て 討 議 し 、 そ の 他 種 々 の 事 務 的 事 項 、 要 望

司王墳の述絡も併せ行ない、この結朱により総合工事

;r; 務所 的 方 針 を 修 正 、 推 進 す る と い う 、 総 合 工 事 事

務 所 の 中 継 機 関 を な す も の で あ る .

各 工 事 連 絡 会 は 、 所 長 主 任 会 裁 の 問 を 埋 め る も の と

し て 、 各 工 事 施 工 上 町 特 有 の 問 題 に つ い て 、 工 務 ご

と に 討 議 す る こ と を 目 的 と し 、 い わ ば 前 者 の 分 科 活

動 と な る も の で 、 こ こ で の 問 題 点 は 、 次 固 め 所 長 主

任 会 綴 に 絡 る こ と と し た . こ の 迎 絡 会 に も 、 私 途 工

事 計 画 グ ル ー プ が 積 極 的 に 参 画 し た 。

万 博 建 築 工 事 協 力 会 は 、 当 社 と 、 関 係 下 鮪 負 業 者 と

を 椛 成 メ ン バ ー と し 、 当 社 内 担 当 す る 万 博 建 築 工 事

を 円 滑 に 推 進 す る た め 、 会 民 的 相 互 の 協 力 お よ び 安

全 管 理 を 図 る こ と を 目 的 と し 、 安 全 協 議 会 を 併 殺 し

て い る . こ の 会 議 で は 、 下 精 負 業 者 に 対 し て 、 工 事

施工上の問胞を討議し、協力を求めるとともに、イ井

f醒 す る 安 全 協 議 会 に お い て 、 安 全 管 理 、 安 全 作 業 の

徹 底 を は か り 、 安 全 妓 争 並 び に 安 全 表 彰 を 行 な う な

ど 協 力 業 者 と 当 社 と の コ ミ ニ ュ ケ ー ン ョ ン J レートな

る も の で 、 労 務 者 の 需 給 状 況 の 調 査 、 本 協 力 会 を 母

体 と す る 自 治 会 に よ る 労 務 者 宿 舎 の 自 主 的 運 営 な ど

を 推 進 し た も の で あ る .

・ 総 合 工 事 計 画 に 対 す る 基 本 構 想

万 博 の 建 築 工 事 は 、 そ の 内 谷 か ら 考 え て 、 大 空 間l建

築 、 特 殊 形 態 の 建 築 が 多 い こ と が 、 当 初 か ら 予 想 さ

れ て お り 、 こ れ ら の 設 計 の可能 性 は 、 そ の 施工 技 術

の 裏 付 け な し に は 、 考 え ら れ な い も の で あ る . こ の

観点から、貫主計者側も、これまでの無理な施工の抑

し付けという形でなく、数百十円当初から、総工を併

せ考えた問題点を討議して、 主主計を進めていくとい

う 方 法 が 採 ら れ 、 総 合 工 事 務 務 所 発 足 後 は 、 す で に

決 定 し て い る 工 事 に つ い て 、 そ の 検 討 に 参 画 し た も

のである. これらの討議により、 Z宣言十の段階から、

施 工 計 画 に 触 れ る こ と に な り 納 得 い く ま で の 検 肘 的

結梨、設計者ー個IJ に 、 施 工 性 を 考 J置 し た 設 計 へ の 発 展

を 促 し 、 そ の 工 期 、 工 費 に 見 合 っ た 工 法 の 開 発 に ま

で 進 展 し た お 祭 り 広 場 を は じ め 、 み ど り 館 、 ア メ リ

カ館と統〈 一 連 の 新 技 術 を 生 み 出 す 結 果 と な っ た こ

とは、今後の主主Z生 産 業 に お け る 殻 計 と 筋 工 の あ り 方

を 示 唆 す る も 円 で あ る と い え る 。 こ れ ら の す べ て の

工 事 に つ い て 、 総 合 管 理 の一 環 と し て 、 そ の 基 本 工

事 計 画 に 参 画 し 、 早 期 に そ の 工 法 、 内 容 を 熟 知 し 、

大 林 組 万 博 工 事 の 総 合 管 理

と 工 事 計 画 部 門 の 業 務

日 本 万 国 時 覧 会 建 設 工 事 は 、 わ が 国 建 設 業 界 に と っ

ては、その| 刻l i l i . 工事を含む膨大な工事f置とともに、

ま す ま す 不 足 す る 労 務 者 問 題 と 、 な お か つ 地 大 し つ

つある 他 の 建 設 工 事 の 中 に あ っ て 、 い わ ば 、 余 分の

エ ＼ＱＧ 消化を ＵｾＡ " 、られるというものであった。しかし、

そ れ と 同 時 に 、 こ れ ら の 工 事 を 完 遂 す る こ と に よ っ

て 、 わ が 国 建 設 業 界 的 笑 力 を 世 界 に 示 す ま た と な い

チ ャ ン ス で あ り 、 と く に 会 場 の 建 設 工 事 は 、 そ の 膨

大 な 工 事 量 を 、 限 ら れ た 時 間 と 空 間 で 同 時 に消化 す

るということとともに、その中で重量われる国内外パ

ピ リ オ ン の さ ま ざ ま な 設 計 技 術 と 、 そ れ に 対 応 す る

ユ ニ ー 7 な 施 工 技 術 的 開 発 が 安ー求 さ れ る と い う 意 味

に お い て 、 ま さ に 「 建 築 技 術 的 オ リ ン ピ γ クJ の名

に ふ さ わ し い も の で あ っ た と い え る .

こ の よ う な 状 況 下 に あ っ て 、 当 社 が 担 当 施 工 し た も

の は 、 当 社 単 独 で 施 工 し た も の 14件 、 当 社 が 代 表 と

な り 、 他 社 と 共 同 で 施 工 し た も の 4 件 、 他 社 が 代 表

す る 共 同 企 業 体 工 事 1 件 の 合 計19件 に お よ ん だ の で

あ る . こ れ ら 工 事 の 消 化 に つ い て は 、 種 々 検 討 の 結

呆、このように多数の建物を同時に主主政する場合、

個々の主主政現場で施工するよりも、 一 つ の 強 力 な 組

織 で 集 中 管 理 す る こ と が 、 よ り 合 理 的 に 、 よ り 総 合

的 に 施 工 で き る と い う 結 論 を 待 て 、 総 合 管 理 シ ス テ

ムとして万博総合工司日F 務 所 を 鮫 置 し 、 当 社 が 代 表

となる J . V工 事 も 含 め て 、 す べ て の 工 事 を こ こ で 統

絡 す る こ と と し た。

・ 万 博 総 合 工 事 事 務 所 の シ ス テ ム

万 博 総 合 工 事 事 務 所 に は 、 所 長 ス タ ッ 7 と し て 、 建

築 、 設 備 、 事 務 の 各 部 門 を 設 置 す る こ と に し 、 建 築

部 門 に は 、 工 事 計 画 、 工 事 予 算 管 理 、 施 工 図 作 成 町

各 パートを設け、 各工事を統持管理するとともに、

技 術 的 協 力 を 行 な う 。 事 務 部 門 に は 、 会 計 、 資 材 、

民苦手、 合百・務 的 パ ー ト を 置 き、会工事の会計業務、 j 臣

殿 機 材 の 巡 用 管 理 、 労 務 管 理 お よ び 渉 外 そ の 他 事 務

的司王取のすべてを直接処理し、椴側部門は、' f ( l 気設

イ柑( 仮般m気 設 偽z を含む) 、空鯛衛生訟備( 仮政給水

設 備 を 含 む ) の 施 工 を 直 接 指 摘I監督する。

ま た 当 社 が 代 表 と な る J . V工 事 に つ い て は 、 そ の 共

同 企 業 体 的 所 長 を 、 総 合 工 事 事 務 所 の 所 長 が 兼 務 す

る こ と に よ り 、 総 合 工 事 事 務 所 は 、 所 長 ス ? .， 7 と

して、 J . V 工 事 に も 参 画 す る も の と し た .

こ の 総 合 工 事 事 務 所 の 統 轄 下 に 、 子 の 工 事 事 務 所 を

設け、工事費任者ーとしての所長を置き、所長は、そ

の 工 事 内 規 模 に 応 じ て 、 い 〈 つ か の 他 の 工 事 を 兼 務

す る . 子 の 工 事 事 務 所 に は 、 技 術 職 只 の み を 配 属 し 、

各 所 長 の 指 搬 の 下 に 工 事 監 理 に 従 事 し 、 そ の 兼 務 す

る 工 事 を 含 め て 、 他 の 工 事 へ の 応 援 な ど に 対 処 す べ

〈 、 流 動 性 あ る 人 民 配 置 と し た も の で あ る 。 こ れ ら

の 各 工 事 事 務 所 は 、総合工司><10 ; 務所の各部門的協力、

2問聖査のもとに、工事施工の指郷監督、工事予算管理、

工 '1>計 画 等 の 業 務 を 行 な う も の で あ り 、 こ れ ら が 、

それぞれ Ｑ Ｑ ＡｾＮ 虫の形でなく、総合工事事務所の一部門

と し て 一 体 の も の で あ る が 、 必 婆 な も の に つ い て は 、

そ の 独 立 性 を 尊mするという形態をとったのである。

、
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青 年 技 術 者 と し て の こ と ば : 今 後 建 設 産 業 は 、 そ の 形 を 大

〈 変 え る こ と を 余 儀 な く さ れ 、 都 市 の 再開 発 に 1半う工事的大1 : 1 化、

高 層 化 、 ま た 海 洋 開 発 な ど 大 型 プ ロ ジ ェ ク ト が 、 大 い に 期 待 さ れ る

が 、 こ れ ら の 工 事 は 、 そ の 規 模 に お い て も 、 ま た 内 谷 に お い て も 、

工 事 の 符 力 化 、 シ ス テ ム 化 が 、 よ り - I !il 要 求 さ れ る も の と 忠 わ れ る 。

万 博 工"Jo ; . で私が経験したことが、この米たるべき時代に、そのまま

役 立 つ も の と 忠 わ な い が 、 新 し い 施 工 形 態 的一端 は 学 ん だ つも リで

い る . し か し こ の よ う な プ ロ ジ ェ ク ト シ ス テ ム で は 、 あ ら ゆ る 事 態 に

対し、ｾかな知識と経験、深い洞察力とにより、Ｇ品に適確な判断と

決 断 的 時 期 を 鋲 ま ら ず 処 理 で き る 強 力 な プ ロ ジ ェ ク ト 7 ヰ ー ジ ャ ー

が必聖書である. 幸い、万博工事では、優秀なプロ マ ヰ を 得 て 、 全

只 の 協 力 の も と に 、 当 社 の E X P O OP E R AT I ON を 成 功 に 噂 く こ と

が で き た の で あ る が 、 今 後 私 自 身 、 実 務 の 中 で 施 工の省力化、 シス

テ ム 化 に 取 り 組 ん で い く と と も に 、 あ ら ゆ る 機 会 を 通 じ て 、 良 き プ

ロ・ 7 ヰを目指し、自己研銭円近としたいと，思っている .
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すいせんのこ とば 痩 兼 雄

万伴大林町ゅのパビリオン. その

工事的隅々まで木村君同計画にな

らぬものはなも」七海総合所長を

たすけて、 200人的現場日向「か

なめ J となり、タイガ一戦車内ご

とき体躯からくる強引きと i則商人

特有向粘っこさをイ井せもって巧み

に r万博作戦 J を推しj J ! J めた実力

は、十二分に賞: n されてよい. 無

限の将来を感じさせる 一人である.

木 村 稔

生 年 月 日 lI {j 和 9 年 3 月 17 日

位軒学BIi Ｉ ヒ阪大学工学部補ｾ工

学 科 卒 業

BIi 11(; 和 3 3年 4 月 株 式 会

壮 大 林 組 に 入 社

昭 和33<1' 4 Jl - 3 4年 2 Fl 本 桁

工務部勤務. 以後、明治製義嗣

向槻工助、 三菱電機伊丹工場、

附住友雌行浜甲チ閣研修所、

三菱電憐脚京抑制作所、広印刷

子榊快阪工場、大阪E正券会館、

化学繊維会館. 本町工務部勤務

Ｈ三 菱アセテート附前山工場 ｭｾ

工場勤務 L 新日本11 1 : 気附折山工

場半e車体工場そ的他、ダイハツ

工業側池田工場プレス工場合経

て、 43年 4 月 本 l苫工務部勤務、

4 3年 6 月 - 45年 7 月 大 林*Jl 万博

総合工'1<事務所勤務. 45年 7 月

ー現在 1 ' ，古昆支賄工務部勤務

3陸



一一一 -- -lh- V 二?; ? ? ， :一一:子 ?士、_r- '

ｐ ｉＧｾ＠
1; ; ' _ .  .  

i二...C: 一

' :lj ... 雪 山 一

A 収書

B  セν ターピル

ーC 割防衛幼住宅

D 戸ネルギープラン ト

..，..ミ二 F  

一］ユＭ駒Ｍ ｾ Ｂ］ＢＭ ー ー ¥γ、s・ー. 'ー '.

、 ，. Ｍ ・ Ｎ ｾ ＮＢ ＭＺＮ ＮＺ［ＭＭ ー ＮＮＮＮ

.  

--.，1 

泉 北 ニ ュ ー タ ウ ン 泉 ヶ 丘

地 区 セ ン タ ー

敷 地大阪府堺市 ｾｩｬ 北ニュータウン泉ヶ丘地 ｉＮ＾ｻｉｾｉ

敷 地1而術 30ha  

総合 ｾｉＧｩ 回 大阪府企業向

嶋本 ＱＱｦ Ｇ ｪｩ ｬ ｩｪ および地設実施設計安井 ｩｬｬ 築設， ｾ ｉ Ｂ ｉＧ 務所

地政概要 (災地設計範閤 )

Dii .G 7' ，砧: 延床面械 建築面繍 階 fl 完成予定

J i l ヶ丘駅舎 1，400m'  1  ，700m
2  

2 附 45'1' 11月

セ:.- ，- ピ. . およ t用 門 崎 10，由加m' 4. 5∞m'  5 附 46年 3 月

駅前市街地住宅 40，ωOm'  5. 400m'  
8.16.14冊 47年10月

地出鈍Vn' -料←プラ川 2，300m'  1  ，200m'  2 附 46$1'  5月

連絡プ I J "I ジ4カ所 幅U6.0mX全'l t92.0m他 46年 3 月

宅 地 近 成 T市機 30ha  何年 10月

計 画 要 旨

ｊ 礼ヶ丘地区センターはｾかな自然に恵まれた中心施

設 と い う 法 本 計 画 の 主 旨 に そ っ て 、 そ の 後 の 情 勢 町

変 化 に 応 じ て 修 正 を 加 え ら れ な が ら む 徐 々 に 只 イ 本 化

しつつある 。 別 表 は 昭 和46年 4 月 泉 北 刊i虫鉄巡のr : M

. i Ul に備えて格制li さ れ つ ヴ あ る 施 設 で あ リ 、 す で に 工

事小 の もの む多い。 駅 合 と そ の 両11111 に 配 也 さ れ た セ

ンタ ー ピJ レ、専 門 病害ijj お よ び 日 本 住 宅 公 開 の j丹市li お

よ び ス ー パ ー マ ー ケ ッ ト 付 日 府 市 街 地 住 宅 が 主 だ っ

た 施 設 で あ る 。 - A 体化するに際して生じるさまざま

の制約条件町中で、ｼ刻係古 ｉ｜［ｾ の桁滋とｽｬ ｬｴ 解を仰なが

ら 全 体 と し て の ま と ま リ の 良 さ と 縦 し み や す い 雰 閉

会i とを n桁 し て い る 。中 で む ‘ 市 街 地 住 宅 の変 化 に w

ん だ 配 位 技 法 ゃi主 給 プ リ ア ジ の 距 離 感 を 小 さ く す る

る た め の 専 門 病 舗 、 駅f寺町偶成など全体的雰閉会t を

ま と め る 上 でm裂 な 嬰 紫 に な っ て い る 。 一方 税 し み

やすい表情にするためには、スケールアウトな係ｾ［を

や 石 垣 を 避 け て 柔 ら か い 法 面 で 処 理 し 、 ま た 恥'r a，み

をM初日 (I(J に 設 け る な ど デ テ ー ル 面 で の 工 夫 む 多 L 、。

様 の な い 街 は こ こ で も 命 題 のー っ と さ れ て お リ 、 地

区 セ ン タ ー は も と よ り 隣 接 す る ヤ ン グ タ ウ ン を む 含

めた地域冷，，ｾ房 ｊ 十図が大阪瓦斯株式会社によって突

JJJ. さI " L ょうとしている 。

.  
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溝 神 宏 至 朗

' E' 手月四 日目 fU 9  '1三11 H  18 H  

政科学歴 日目手fJ 38年 大阪市立大

中 大 ? 院 に '""l 研 究 科

業

(辿l l S!ti 面) I J  1， ，， ｾｦ ， ｜ｉｊ＠ l " 

雌" " 制38年 株 式 会 社 安

;1' iIll:，lI " 1τ務所入率l

耳l. .(.EIUt J I' rmおよび地域

J : 日発布11書11良代J l lt

ｷ Ｎ Ｎ Ｇｩ＿開品 ｩｪｾ

神 戸 医 科 大 ヤ 痢 悼 ラサ スポ

ー ツセ ンタ一 以北丘陵以 ヶ丘

地医セ ンタ一端本計阿お よび駅

周 辺 他 物 略 的 潟 地 J lt 川 県 J;tms

i L 可"¥UE ￭ｦｏ Ｎ￟Ｚ身，し・附 ＧＮ ｉ ｾ ＮｲＮＧ地位 w: 

Ji (tm立 l，'ti 輔 小 児 哨 院 ・ m:倣 コカ

コーラポト リング明石工場・神

戸 市総イト制柑セ ンター 11 本f 左

右公開伝法市街地tt • ..，は か

すいせんの ニと ぱ 佐 野正一

計画に先立 勺て柿密主，淵咋を労を

いと h ずや 勺ての ける . つ づいて

スタ ディ をすnねてJ 1ILt面的 に榊似を

具イ本l t してゆ < . ぞれがれ町やリ

J ; である . だか 円。のやり方には

明t)l，で強i"" ，j見f唱力が品る . l!f がた

、、f出力である . 入社以米 J 血地;11 阿、

i主J "WH発、 l事' E施設などよみい っ

た大ＢＮｾプロ ジェ クトには欠かせも

い人 だ.

こと lま : 泉 ヶ II: J也灰セ ン ター の J企本J十回が- 1i 亡、の まとまリ をみ せ

てか り Ｔ 年経ちます Ｎ そ の ＱＺ ＱＱ 、 Ｇｉｾｾ 註は当局によ っ て精力的に推進さ

れてきましたが、} J i 本; t l企画が具体化する段階で私i主 は 施 設 の 実 施 設

J十を j凶じ J;1岐をデザイ ンするというl I I i J 而から参加しているつもりです。

地 区 セ ノ タ ー ま わ り は 鉄i丘、 i立 路 、 宅 地 造 成 、 基 幹 郎 ;1; 施設など、

街づく 1) の あ ら ゆ る 専 門 分 野 が ほ と ん ど I"J 時 に l刻 巡 し あ い な が ら '1"，

業が進行します 。 さらに災なった ｊ ｊ ｜Ｎｾ 主主体ごとの経背方針の反 映 な

ど 、 絞 維 を き わ め ま す.

ニの ような場合、関係. r . 全μ が 自 分 の 守 備 範 聞 だ け に {fi ま る こ と な

く他の 分 野 と fl '{倒的に交流し、 :立 見 を 交 換 し て い く こ と が ま と め 上

げ る 上 で の 椛 嬰 な Ij ' H 止条件とな っ て い ま す.

こ の こ と は 、 ま す ま す 惚 雑 多 機fじするといわれている社会にあって、

側 々の建物を設，! I .. r る 場 介 に も 共 通 し て い え る ζ とだと込l い ま す.

幅広い知誠、 しっ か リ し た 技 術 と と らに身に つ け た い と 々 え て い る

こと の 一 つ です。

、
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なわれてきた。 しかしそれにもかかわらずトオリはい つ もグ リッ ドj 犬ネ ッ

トワークをはりめ ぐらし、 7 チのサーキュレ ー ショ ン ・チャン ネル、コミ

ュニケ - ;/ヨ ン ・チャンネ ノレの役割l を確実に来してきた。 そし て この チャ

ンネ/ レは一方では 町内の共用空1m、7 チヤユニ ッ トの プ ライベー トなエプ

ロンとして の オモテ機能をもち 、 オモテ空 r: nの述 鎖状ネ ッ トワ ー クでもあ

った。

このようなネ y トワークは 7 チそのものの盟主合性と統一性を維持する大

きな要因であったし、また今後もありつづけ るだろうが、ブ ロ ック の 柿成

材・ 7 チヤ ユニ ットの漸次的な更新は丁度集成材の単位材 の よ うに接 合 点

43 

京の町の 統一 的な都市デザインは、歴史的な発展過位の中で次第に形成

されたというも のの 、常にむ会的な都 市 機能変 化 の望書約をうけなが ら、そ

れに対応し変容してきたそ の フレキ シプルな性格に大きな特色がある。 こ

のフレ キシプルな性格 が、マチの統一的な景観や生活を '; 首に住人 たちの生

活 ｾ ｉｈｉ として生命あるものとしてきたといえる 。

マチ構造の骨格をなしているトオリは卜オリで区切 られ た プ ロ ックを規

定し、 7 チI先進の中でのユ ニ ッ トとして 明 確 化 し、プロ ック内の7 チヤ ・

ユニ y トは数10年 - 100年 の 単位 で建て替えられ、また宅地11;lJ の統廃合が

おこなわれ つ づけてきた。 そして時にはプ ロック その ものの統廃合もお こ

• 



明 治22年 ( 1889) の 京 都 市 街 図

をランダムにもち伝統という力を次代へ伝J罰していく。こ 3集 j武村を総体

(I(J にまとめあげ I つのフレキ y ブ J レな 7 チにっくりあげる継がトオリであ

る。

京町絵図として出版された最も古い究永の絵図においてもトオリの経合

的な格子、通り名、町名 lま現在と同じものが多〈見当る 。幕語専i初lの確立以

降、京のマチは一段とその内容を充実させトオリを挑んで対面する数10戸

のマチヤによって構成される耐は、その町の職業的集団の名残りを町名に

とどめながら京の前を t蹴 し て い る。 京 の i町内は京のマチを構成する椛成

単位であり、町内の平而的、述統的な拡大が京のマチということもできる 。

それゆえ、ある 1 つの町内は、京の 7 チの特殊な l 部分であるよりは、よ

り多〈京の II ITの縦i図である。 京の 11汀内が京の 7 チをつくり、逆にまた京の

7 チは京の町内をいっそう京の UIT内らしくしている。周知のように治'1'¥各

外貯! 風図にf l ' li き1'1¥され ている当時 の 人↑ ! ? 風俗はこ のような urr 内の連 続 とし

ての 7 千( 治' 11 ) とその周辺( 治外) における生活行為の純々. f ll ーイベン

ト、ハプニングのZ荏!fi IJ であるが、それらのアクティビティはこのヒなく、

ネットワークの '1'に品旺みこまれ、あるいはこのネットワークの '1
1

で し か

発現しないアラベスクである。
11司々の 7 チヤ ・ユニ ・γ トという家族的生活

体はトオリ空間に生活の花をもち UJ し、極彩色のゴプランを織る。

洛中と i各外、マチナカとそ の周辺が当時の 生活行動闘として不可分な| 県l

係にあり、町人文化の空IHl(l (J 表現をとらえるためにはどうしてもこ の前 お

を摘 出しなければならなか った。 この IHJの 'J' ;↑ ! ? は、当 H与すでに 7 チナカ空

44 

山手: 路敬直氏)i:長

linと周辺空間と令して 1 つの日常的生活圏を形成し、洛中の都市的にぎわ

いは、周辺の自然へ流山 し、自然の ，，-，でのレクリエーション( 桜約り、紅

葉4すり 、踊 1) ) を活発化していたことを物語っている。 このことは当時の

社会的状況に加 えて京の 7 チの自然的条件、 適度のスケールをもっ盆地 と

いう条件が多〈作用している。これは現代においても同様であり、束、北、

西の山々とそのヤ? スソは 、緑、花、清流、沌などの自然と多くの寺、文

化施設によって l つのアルユープ状 U 型ベルトを 形成している。そしてこ

の U型ベルトはそれぞれ束、北、西に 1 つのかいわいとしての性格 も与え

行動を触発する 。 住人の意識に定渚されたこの周辺のイメージは 、 たとえ

ば東山方面では、大文字山、動物図、美術館、図書館、文化会館、円山公

開、日台寺、 三 念坂、清水寺などであり、北山方面では宝池、菜の花畑、

同|僚会議場、八 i紙、大原、 三千院、寂光院、大和絵のような 山 などであり 、

閉山万部では、腕由主、波 J J続 、 保i本川、天龍寺、 川べりの料苧などである。

またオープンな南方 1mは、水、砂、 d舟Fの} 夫主しい木l津主川がイメ一ジに浮，; ぷJ 。

これらの J施庖設や白? 然木は春E叉i

勺などによつて装わ tれL るι 。

周辺にこのような文化地設や12かな向然をもっ 7 チナカは、その昔上京 、

下京といわれたいわゆる「京の町」 、コンパクトな73街m住空間である。

京の聞I は町内単位が次第に明前、i ! l i jj'i して拡大した特殊な 7 千構造をもっ

ているが、 ¥FJH去の者Ildi スフロー J レは lJl.イE京都市を 9 区制lにしている( 上京、

'1' 点、下京 、左京、イ7京、点山、 北 、l特、伏見の 9 区) 。このうち歴史的な 7

-、
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チヤ併によって特色づけられる 7 チナカは主として上京、 ，' ，京、下京、( 伏

見) の 4 区であリ、なかでも対象町内を含む ，' ，京区は居住お ，:皆10 としても

比較的上位の肘住地域である。 しかし 、 この地域 L 職住 iLt 千干の地域である

ため川途指定では商業地 ｉ 或に指定され、 ｩ ｮ￯ｾ 花、家 ＱＢ Ｑ 工業が ｻ 主肘と ｦ￬ ｈｦ ｍ 合

し、人 11¥副交2∞- 300人/ha の高官 l支である 。 本細企業から、， '，小企業の

多い 7 チナカは現代の終消防iit の中 で大きく変ぽうしていこうとしている

が、このランクの企業は興J1i が激しく、伝統版業や新しい都 市産業、賄業

がう〉化 、築制 し、住 機能 はこの 10数年にスプロールした 周辺部 に機能分 -111，

させている 。

しかし、 7 チナカから住機能が完全にと り去られるはずはな〈 、職住 混

合の形態は今後む持続するだろう 。 これは 明治以降の我 l玉lが資本制 発展に

おいて臨海1 " ' 1: if(工業を経済椛ji t の主流としたのに対して、京高11は内|塗的条

例之 、 これに加 えて 非戦災地 という条件 から 極 々の峨 純 を含むモザ イク的

7 チとして発反した結米ーであろう 。 このモザイ: 7 (1句ヴァラエティは 7 チナ

カのｾＧＺｬ ｬ にキメの細かい変 化 を与えている。統 一 的な軒線、ファサード、ト

オリなどのｾｊＺ ｩＱ的 条件はこのような経済的活 動 のゆえに 、 変 化、 多機性を

後作 し、生活のアラベス 7 を展1) 1-1しうるのである 。 これは現代 の 治" ，図で
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ある 。 中小企業の小 さなオフィスや合/ o j I が旧米のマチヤ ・ユニ γ トにとっ

てかわって、ピロティ型式、セ γ トパ y : 7 型式、セ ァトサイド 311みになどに

往てかえられる。 いずれも駐-41スペースの必裂性からである。

「奈良 は 占 〈、京都 は新しい」といわれるのも、歴史性に加えてこの活

発な経済活動があるゆえにこそである 。 どのようなr . ! I r! i も経済柄illhの点退

はｾ Ｑｬ ｜Ｑ の ｬｴｬ 柑をまねし実際のところ、古者 ＱＱ［ ［ ＱＺ r . ! I は、歴史性を他っている

ものの 、常に新し い活動 をともなっている。それは先にふれた集成材 の論

理によってフレキ y プルに生きつづけるマチだからである。 そして密度高

〈人が定着しているからである。 名H の職種の iUイ正は 都 r ! ，の特権て' ある。

そして 、教 育施 g没や文化施設がこれに加 わり、マチがさらにモザイ: 7 (I(J 集

令の形態 をもっ。 これは何 らかの絞をもっ求心的な? チ柿造と対照. 自(j な多

係 (I (j ? 千mili である。グ リ y ド状 ネットワ- : 7 の緊 'J k陀 もこのような状況

からえられるのであり、コミュニケーション ・チャンネルとしてトオリ宅

J: ¥Iが仰l値をもつのもこの理由 による 。 ウチの延長としてのオモテ . オモテ

の ｩｩｬｩ ｪｪＧｩｾ 主ネットワークとしてのトオリ 、 このようなチャンネルシステムは

ニュータウンにみられる貧しい外古Illlililj とは対日目的な外i l ! lllil:rj を抜山して
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コミュニケー ション ・チャン ヰル

日 Ｚ信五孟 い ＺＺＺＧｾ， ￬ｩ 奮いと Ｏￜｴｊｩ｡ Ｇ ｩＩ， ｪ Ｇ ， Ｚ ， ［ｍＮ｡ ｩ Ｘ￻ｕ｀
ｾ＠

いる。 それゆえコミュニケーション ・チャ ンネルとしてのトオリは、 7 ' レ

イロ y ト、fur 所 、幻j 維| 羽、小学校のf支持IJ を分担l している 。 そしてこのチ

ャンネルの '1'には数多くの文化 の) J 壬胞が浮遊し、それはチャンネルの 中の

人11¥] の心 lこ定着し、発芽し、生長するだろう 。 この意味で京文化はいくつ

かの寺や 、文化財 によって iilli 他 づけられる文化ではなし 、。 それは笑に 7 チ

そのものが、永 し、J1，'f ｉｾ ｜ｊの ＱＱ｜Ｑ 生きつづけてきた結米築制された Ｗ 千文化であ

る。

チャンネルの ｪ 忠 ｾ ， Ｏｩｙｉ は住人の行動係式に作用する大きなファクターであ

る 。 ウチの ｾ ｉ ］Ｎ 活、オモテの ＧＱ Ｇ Ｎ 活、 Ｗ チナカの生活、 Ｗ チ周辺の生活という

- .  ｩＡｉ｢ の Ｇ￞ ＮｲｩＵ行動ｼ在 Ａ ないしテリトリ ー は住 人 の日 Ｇ ｉ［［ｾＧ 生活 の多係性 、 ＱＲ かさを

支える Ｉ Ｎｾ盤であ り 、 ｆ ｉ Ｇ￬ ［ ｜ＢｾｉＺ の ＧＱＧ にいかに多くの体験を包含しうるかの問題

である 。 われわれ の 生活の'1 ' でハキモ / の文化はこの行動| 割域やテリトリ

ーの ーつの J行日: となりうる 。 ハキモ/ はスア y からスリソパ、ツ y カケ ・

ゲ夕、クツ、そしてノリモノと発泌する。 ノリモ / は 1"1転 '1工、タ クシ一 、

パス 、 Ｂ Ｑ 屯、 郊外 Ｇ［｛ｴｆ 、 ｼ 王 ｉ ｾ ［ｊ［、新幹線、船 舶、 ジェット機などである 。 い

ま弁J'i i<のマチはこのハキモノ の文 化 からみると、ウチの 中のオイエはスア

46 
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y 、 トオリ ニ ワのスリ ッノぞないしツ ッカケ ・ゲ夕、そしてこ の ツ y カケ ・

ゲタのスペースはオモテから 7 チナカ 、ときにはマチ周 辺 に J}i_，l; 。 おそら

く絶対にクツを必要とするのは京都市内を山るときであろう 。 このことは

7 チナカから 7 チ周辺へのチャンネル古川、かにウチと等質のものとしてすF

花しているかの』託しである 。 このことは進にハキモ/ がテリトリーに対応

していることでもある 。 気軽にツ y カケで7 チの文化闘を .. i.: らぶらでき 、

都市地設に接触しうるよう立、そして多くの選択の可能性をもっ 7 チはそ

うさがらにはな L 、。 それゆえに 夜院 のあか りや、芸水 の 「ホオー」 という声

が充ぅj - ! こったわるチャンネルでもありうるのである。 そしてこのチャンネ

ルをよぎる 'I! 日川や日i*ii 川の流れは人 11¥1的なコミュニケーション ・チャンネ

ルの '1' へ、忘れてはならない自然とのコミュニケーション ・チャンネルを

伸入している 。 そして この こ とはもう 一 つのネットワーク一一ーすしにそえ

るパラン、生花から、センザイ ・ナ カツポ ・ニワサキ、オモテの鉢M. 、街

路樹、川、川 ベリ の柳、i J l麓の木々や花、滝、山なみといった ー述 のグリ

ーン ・ システムと虫介して 密度 ｴｾ ｜， 、日 ＧＱ 日的居住 ｾｉＺ｜ｉ のコミュニケーション

・システムを完成している。 ( つづく)
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1[ . 調 査 活 動 と 設 計 活 動

1II - 1 農村調査と水害調査

「調査なくして発言なし」とは， 1950年代前半期によく活動家たちの

閣でいわれた合言葉であった。職場での民主化をはかり ，あるいは地域

での上からの押しつけに対する科学的な反論を用意するためにも ，その

職場なり地域住民の要求を知り ，その上にたって，そのなかにひそむ矛

盾点をあきらかにしなければ，現実の斗いに役立つものとなる乙とはで

きなかった。乙れは ，とりわけ， 経済，政治，労働の分野では，とくに

要求された乙とであったが，しかし ，社会科学の分野だけでなく ，自然

科学の分野でも同様であった。乙うした観点から，調査の必要性が叫ば

れ，N A U OやN A U K としても農村調査ゃあいついでおとった水害の

調査にのりだした。

すでに 1949年IC. 京都市一乗寺住宅実態調査や，神戸五位ノ池戦災復

興地調査，1950年には，西陣地区総合調査( 民科 IC協力) ， 1951年から

52年にかけて京都府下東別院村農村調査，南白浜開拓団住宅調査( 良建

と協力) がN A U Kを中心iζ 行なわれていた。

その後1952年の互に ，8人のメンバー ( 西山知三，扇田信，絹谷祐規

南井良一郎，西)11幸治，三輪泰司，巽和夫，谷義仁) で，熊野灘の漁村

調査にでかけている。 1954年には ，N A U Kと誕生したばかりの N A U

T (鳥取支部〉とが実質的に協同 して，鳥取県の農山漁村の住宅調査活動

を行なった。当時の京大西山研究室のメンバーや鳥取支部の若き建築家

. ・技術者が，深く農山村，漁村にはいっていったのは，いままでの大資

本本位の建築学 ・建築技術といった観点でなく，国民のための，国民と

結びついた建築学の創造の一環として，農山漁村の住まいをつかむため

であった。 N A U Kから，西山，石原，扇田 ，絹谷，巽，吉野正治， f予

村信宏らが参加 し. N A U T  ( 鳥取支部) から ，上村ー，蓮仏亨らが積

極的に活動した。 乙の J レポ風の報告は ， i 国民と科学J 1955年 3 ，4 ， 

5 月号( 原題 : i 国民のための建築学の創造一一鳥取県農山漁村住宅調

査報告J ) に発表された。 乙の活動は， 1953年ICN A U Oの綱領に採択

された「国民に奉仕する建築家になろう」という目的にかなった調査で

あり ，歴史的な意義をもった調査であった。

一方，当時関西では風水害が相ついで生じた。大阪では 1950年 8月の

ジェ ーン台風，53年の13号台風の風水害等々がおきたが， 乙れらは政

府，自治体の防災対策の怠まんのため，あきらかに，天災の域を乙えて

いた。乙の「人災」ともいえる風水害のたびたびの侵害IC対して，地域

の住民は多くの救援をのぞんでいた。地域における民災対 ( 民主団体災

害対策協議会) や民水対 (民主団体水害対策協議会〉が，労組，民主団

体，科学者団体などを中心として結成されだしたのも，その当時の著し

い特徴である。

乙うした動きのなかでN AU 大阪支部は51年 7月14日の総会で，本部

スロ ーガンのほかに ， i排水 ・防援施設の水害対策の促進」とい う水害

対策ス ローガンを追加した りした。 N A U OもN A U K も，組織的にあ

るいは会員有志が個人的に民災対や民水対に参加して活動 した。そのひ

とつの大き な活動として， 和歌山水害と南山城水害の調査活動がある。

1953年 7月18日，和歌山地方lζ 集中豪雨があり ，河川が決壊 して， 死

者ω2名，行方不明者464名，重軽傷者12，000名，権災者総数26万名をと

え，全壊流失家屋8，6∞戸，半壊家屋5，8∞戸， 浸水家屋 4 万戸以上で，

約 5 万5 千戸が被害にあう ( 8 月 2 日・和歌山県発表〉という空前の大水害が

起きた。乙れに対して， 日本教職員組合近畿地区協議会大学部の提唱に

より，近畿6 府県教職員組合，和歌山県民主団体水害対策協議会，民主主

義科学者協会，関西気象職員組合，地質団体研究会，新 日本建築家集団

大阪支部 ( NA UO) などの協賛をえて， i近畿各大学連合水害科学調査

団J が結成さ れ， 8月11 8 から 17日にわたって，有田川流域な どを調査

した。そして， 8月21 日，25日lC全体調査会議， 8月28日， 9月10日lこ

各班代表者会議をも って総括し，報告書( 和歌山水害報告書) を作成し

たものである。調査班は， 気象，地質，生態，土木，建築，経済，医療

の7 班 IL分かれ，参加人員約30名，建築斑では， N AU Oより松井昭光

が参加した。なお，乙 の報告書は，日本建築協会機関誌 「建築と社会」

1953年10 ・11} . l 合併の水害特集号にも全部収録されている。

同じように，続いて集中豪雨にともなう河川決壊という水害が京都府

南山城をおそっ た。 53年 B月14日から 15日にかけて，死者 221 名 ・行方

不明 115名， 全壊流失家屋 750戸，半壊家屋 600戸，浸水家屋 4，400戸

( 9 且 3 日・京都府発表) という 被害がでた。とれに対して，和歌山と同じよ

うに近畿各大学連合水害科学調査聞が編成され，調査活動を行なった。

乙れには， N A U Kより 絹谷祐規，吉野正治らが参加した。乙の調査は

「南山城の水害」として報告書が出されている。

一方，すでにカ洲でも ，6月25日以降の大風水害で，筑後川 ・遠賀川

・矢部川流域での大被害がおきていた 。とのように相ついでおきた風水

害被害に対しての水害調査活動のなかから ， i 国民の科学」への指向が

みられ( 国民の科学という 表現はその後，批判されたりした) ，また，

各専門分野の総合的な災害科学の必要性が叫ばれたりした。乙んにちい

うととろの地域科学の必要性，すなわち，気象，地質，土木，河川， 経

済，生態，財政等々，各専門分野の協同化と総合化の必要性が，端的に

との水害対策科学のなかに示されていたといえる。

1953年 7 月18日和歌山地方を聾

った水害に対して近織各大学連

合水害科学問査団が舗成され，

一週間にわた って有国川上中下

流涜域および日高川流量まの被害

技況を穂査した報告書書
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以上の 1950年代前半にみられる農村調査活動と水害調査活動は，建築

技術者の社会活動として，貴重な歴史的経験と意義をもっている。くり

かえす乙とになるが， 1国民lζ 奉仕する建築家になろう J という実践的

意義と ，国民のための科学 ・技術とは何か，その関連各科学の総合的学

問の創造という新らし L、課題とをもっていたという乙とである。

とうしたなかで， N A U Oでは， 1951年 6月決定の N A Uのスローヵ・

ンの改正の討議をはじめた。乙れは N A U本部なきあとのその後の運動

の進展とにらみあわせて討論された。そして1953年10月13日の大阪支部

総会において，以上の農村調査 ・水害調査などの活動の総括のなかか

ら，つぎの大阪支部独自の綱領を決定した。すなわち

1. 国民に奉仕する建築家になろう

2. 建築文化の植民地化に反対し，民族文化を創進しよう

3. 建築界の民主化を図ろう

4. 内外の友誼団体と手を結ぼう

が， 56年 1月の新綱領採用までの活動指針となるのである。

]I - 2  鳥取支部の成立とその活動

1952年，鳥取市におきた大火災は旧市街地の大半を焼野原にした。火

災復興は直ちに進められたが，その計画は，上意下達式の都市計画であ

って，防火帯の耐火建築群が，群として不そろいであったり，表は防火

扉が完備しでも裏口は木製扉であったり ，施工でも ，コ ンクリ ー ト調合

・水セメント比をいいかげんにしたため打上って仮枠をはずしたら，梁

lζ クラックが入って全部打ちなおすなどの諸々の問題がひんぱつしてい

fこ。

鳥取市で建設に関与していた蓮仏亨らの良心的な若い建築家 ・技術者

の閣で激しい復興建設におきるとのような問題に対して，第 11ζ ，鳥取

市の都市計画と諸建築について批判し，意見をだし討論をしよう， 第 2

1ζ ，新らしい建築のあり方，現代建築に対する方向を追求しよう，という

動きがでて，それが「建築家懇談会」として結成されていった。 ζ の「建

築家懇談会」は，設計監理した建物の見学 ・批評会ていと・の流動的な単

なるサーク J レ的集まりから ，その後， N A U K，N A U Oとの交流も深ま

り， N A Uについての認識，縞領，活動状況，教書11を学ぶ乙と から次第に

運動体へと発展していった。一方，農村省も農村住宅の改善指導を行な

っていた。建築家懇談会の会員であった上村ーは， 鳥取研究所を もち，鳥

取東部地区の船岡町 ・気高郡小鷲河村なと‘ を中心に，農村住宅の改善の

業務をつづ、け，農村地域の町および‘ 農協に強い影響力をもっていた。乙

れらのつながりを通じて，船岡町役場，小鷲河村小学校なと、の設計業務

を受けた。上村，蓬仏らはこのなかでN A U綱領を認め，理念の統ーで

きるもの数名で，設計計画委員会を組織してとれに当った。 ζ れがN A

U T  (新日本建築家集団鳥取支部 N AU  Tot t or i をN A U T と略す)
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結成の発端であり ，ときに 1953年12月であった o N A U Tは，乙の設計

計画委員会を通じて，その財政基盤の確立を行なって，それ以後58年ご

ろまで諸々の活動を開始したのであった。

すなわち N A U K . N AU Oとの交流， N A U Tニュースの発行，農

村住宅研究会への代表派遣，民科鳥取支部 ・ユネス コ鳥取支部なと‘ 友誼

団体との協力，原水禁運動への参加，うたどえサークルなど文化団体と

の交流，農村生活改良普及員との交流など，多彩な活動が53年から55年

にかけて行なわれた。

とれらの活動やカンパニヤのなかで，特筆すべきもののひとつとして，

1955年5 月IL行なった講演会活動がある。すなわち，西山知三N A U会

員を講師として， 1すまいと生活J というテ ーマで，民科 ・ユネスコ -

N A U T三者共催のもとに開催された。乙れには地域のコーラスグルー

プの出演も得たが，とぼしい経験のなかからガリ版印刷のポスターを市

内中にはりつけたりして，成功させたものである。もうひとつの活動は，

1954年 7 月から 8 月にかけて行なわれた農山漁村住宅調査である。乙れ

は，前節で述べたとおりであるが， N A U T会員としては調査地域の設

定と，調査参加，調査団の宿の世話などを行なったものである。

また，当時結成されたばかりの日本建築学生会議は， 富士山麓の調査

にひきつづいて，京大 ・京工大 ・大阪市大 ・神戸大の学生による鳥取の

農漁村住宅調査を行なったが，とれに協力し， 55年iζ は，それが，段村

保育所の遊戯室壁画作成にまで( 京工大建築科グループ) 発展した。

設計も ，小鷲河村小学校，船岡町役場 (1建築と社会」誌1955年 l 月号iζ

収録) ，船岡町小学校，東部地区労働会館，保育所，農協施設などがある。

J : ! 村住宅研究会( 竹内芳太郎) より委嘱された N A UT への段漁村住

宅調査も 1954年12月K 行なわれた。

乙のように ，多彩な活動をつづけた N A U T も，火災復興の修了にと

もなう，会員の引上げから ， 多面的活動ができなくなり ，1956年から

1958年にかけては，主として会員は，新設された，鳥取県建築士会の事業

委員会に参加し ，事業の推進と民主化をはかつて活動してきた。乙のな

かで事業委員会は，機関紙「ねんりん」機関誌 「家」を発行したが，乙

れは当時の他の都道府県の建築士会のそれを上廻り ζ そすれ，決してお

とらないものであった。

1958年4 月N A U Tの主要会員が京都へいったため， N A U KIζ 合流

し，実質的に N A U Tはなくなった。しかし N A U O，N A U K， N A  

U Tの三者でN A U連絡協議会をもち， 1960年の N A Cへと活動がひき

つがれていったので- ある。

D{ - 3 設 計 活 動

N AU としては，早くから民主的組織の建築たとえば文化団体，労働

組合会館などを設計するための活動を行なっている。乙れは，ひとつに



尼崎市文化会館 ( 1955年12月綾ヱ)

は，資本のためでなく ，みずからの技術をそういう民主的組織の建築の

実現のために役立てる乙と ，ふたつには，それを通じて得られた設計料

の一部を N A U財政の基礎( 1 : すえようという乙とから出発している。

東京の N A U本部では，すでに ，新日本文学会館，全造船会館，八幡

労働会館など，数々の共同設計を行なってきたが，大阪支部としては ，

まず初期の ものとして， 大阪労働会館の設計があげられる。乙れは1949

年 ｾ ＵＰ 年頃 ， 産別系組合が出資して会館を建てようとするもので ， 当時

N A U大阪支部の事務局にいた会員 ・宇都宮隆夫の案が採用されたもの

である。不幸にして，鉄骨建方工事中 K ，資金難のため，読売新聞社に

身うりし，ちがった形になってしまった。

つづいて，文字通り共同設計として特筆すべきものは， 1954年の尼崎

市文化会館の設計活動である。尼崎市は工場の町であり ，労働組合の町

といっ てよい市である。その組合が参加し ，管理運営:する市税の還元資

金でもって文化会館を建設しようとするもので，乙れには ，もちろん ，

市当局も参加しているが， その会館の実現は，組合の強い意向であっ

た。 NA U Oとして，乙の組合の意向を支持し，乙の会舘の設計に参加

する乙とは ， i 国民に奉仕する建築家になろう」 とい う姿勢で，新ら し

い共同設計方式で，自分たちの技術を生かそうとする目的にかなったも

のであった。

設計は コンペの形で行なわれたが，それに ，新建からだしたうちの一

案( 今西茂雄策〕が審査( 審査員 : 岸田日出万) の結果，当選した。そ

の今西案に したがって，独自の共同設計態勢を組み ，設計を完了した。

その間，いろいろの問題があった。設計料の問題，設計委員会のチーム

ワークの問題，設計する事務所の場所確保の問題など ー・・幾多の困難な

事態にでくわ したが，当事者会館はもちろん，多くの会員の協力によ っ

て， 54年12月IC設計を完了して， 55年 l 月lζ 建設工事を開始し ，同年12

月に完成した。乙けらおと しには前進座の奥行があった。設計経過の く

わしい乙とは ，建研速が編集した「建築をみんなで」にのべられている

ととろである。設計参加者は ，今西茂雄をチ ーフと して， 飯田精次郎，

中村綿，国代正尚， 宇都宮隆夫，石村湧二，松井昭光，日野幸郎その他

のメンバーであった 。

さらにくだって，1957年末頃から ，尼崎市より図書館の設計の依頼を

うけたので，同年12月に「尼崎市立図書館設計委員会」を設置して，た

びたび会合を開いて設計を進めた。荒木正利，後藤摂ニ，飯田 ，中村，

団代ら十数名が参加して，乙の共同設計の経験を話 し合う 会や， 工事中

の見学，懇談会をもちながら ，乙の共同設計の意義について討論してい

った( 竣工1959年5 月〉。

一方，鳥取支部でも ，前述したように ，共同設計の成果として，船岡

町役場 (1954年) と鳥取県東部労働会館 (1955年) などがある。

京都支部では京大の大学院生の会員が中心となって ，1954年11: i 新ら

しい建築のためのつどい ( A K T )  J が結成されて，安井病院などの共

同設計を行なっている。

乙れらの成果の上にたって， 1956年 1月の， 大阪支部の総会では ，

「国民のための建築活動をしよう」という綱領 (前章の資料 I ー10重量照) に改

め，また具体的活動方針として 「民主的建築創造に協力する」ととが確

認されたので・ある。

さらにくだって，19，的年K 新らしく生まれた N AC が中心となっ て労

住研 ( 労働者住宅問題研究会) がつくられ，京都労金が計画された城陽

町団地のマスタープラン づ くりに参加した。また，労福研 ( 労働者福祉

施設研究所〉を新建事務所連絡会のメンバーで結成し ，新ら しい形の労

働者福祉施設の設計に とり くんだりした。労住研や労福研のくわし い乙

とK ついては後章でふれるが， 乙の労福研で， 大阪労働金庫大阪支底

( 大阪森の宮) ，尼崎市営アパート (富松団地) の設計を行なった。

以上のように，関西の新建も しくは新建の友誼組織で，十件ほどの設

計活動が記録されるが，その共同設計方式について，前述のような大き

な成果ばかりあ ったとはいえなか った。 やり方について弱点もあった。

当初期待したような，新らしい形の集団討議による設計方式をう ちたて

るというとと は， 当時の情勢下では，なかなか困難なと とであっ た。

部分的に成功しで も，決して，今後の設計指針となるようなすぐれた

造型を生みだすまでの力量をもちえたとはいえない弱さ をもっている。

もうひ とつは，設計活動11 : 活動的主要メンバーのエネ J レギがとられ，新

建独自の活動 ( 例会活動， 組織活動などの〉が，ややもすれば，おろそ

かにされがちだった とい う乙 とである。

しかしながら建築家 ・建築技術者として， 建築技術をもって国民，地

域住民に奉仕する姿勢を貫いた乙とは，貴重な経験といえるであろう。
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1  9 5 5 年 ( 昭和30年) 年表 例 年 追 締 N A U T欄一・3. 船岡町役場設計完了〉 数字は月を示す。東京のうどきは主要なもののみ。

関 西 の う ｾ＠ き

. 大阪 ( NA U O・他) - 鳥取 ( N A UT )

. 1.  尼崎市文化会館地鎮祭

. 1.  小管河村小学佼設計

.3. 船岡町保育所腹協施設投針

.3. 鳥取県東部労働会館綾針

. 5.  尼崎市文化会館工事監理者として N A UOより 5 名多加

.7 船岡町小学校投針

. 8.  日本建築 ・資材労働者国際交流萎員会関西連絡会

.9.  関西ポド コ結成

.9. 建築インタ一関西鰻告講演会

. 12. 尼崎市文化会館見学

. 12. 総会〈上記見学会と兼用) ・( 本部なきあと の新建再建問題討銭〉

. 12. 前進座との座談会 ( 尼崎市文化会館楽屋)

1 9 5  6 年 ( 昭和31年)

関 西 の う
」ー、

き

- 大阪 ( N A U O)

. 1.  総 会 ( 綱領 ・活動方針決定}

. 1.  京都支部，鳥取支部とで N AU連絡飽聴会の挺唱

. 3.  西山さ んを図む会( 訪中 lこさいして}

.4.  あやめ池住宅陣見学会

.5. 宝忽スタジオ見学会

.5. 村野藤吾氏を囲む会( デザイナ ーの会と共催)

. 8.  中国 ・社会主畿諸国の建設事情・帯電耳報告会( 宮下勉〉

. 10. 尼崎市の都市計鹿並住宅 ( 前回滑)

.10. 建築役計家として，民殺をどうとらえるか

.10. 建築と絵画のリア リズム の問題〈リアリズム美術家集団との座援会〉

.I. ・11. 建築界の新しい動向についての懇談会

1 9 5  7 年 ( 昭和32年〉

関 西 の う 」ー.

- 大阪 ( NAU O)

. 1.  ，. 演と映画

小山「日本経済の今後の動きと世界経済の展望j

.3.  現樋技術研究会/ 新朝日ピル基優の話をきく会( 小泉昇〉

.5.  住宅および宅地問題について( 元吉勇太郎，竹内佐平治ほか〉

.7.  市民は建築家に何を笠むか ( 村山リウほか〉

.9. 建築防災並に住宅問題についての座談会

.10. オーディ トリアム研究会

. 11. 公会堂に関する資料の検討

. 12  尼崎市立図書館投計妥員会

1  9  5  8 年 ( 昭和33年)

関 百 の う ｾ＠

. 大阪 ( N A U O)

. 2  尼崎市立図笹館原実倹約

.3 股計安員会たびた び聞 く

.3 岐阜図書館な ど見学

. 4. - 5.  尼崎市立図書館設計委員会

.7.  U  I  A へ学生代表モ送 る 会 ( 湯川利和)

.7.  中国白建築事情を きく 会 〈綬井九州彦〉

.8.  尼崎市立図書館共開設計の経験を錯し合う会〈六甲山ハ ウス〉

. 10. 大阪の都市不慣化についての座絞会( 怨回，柄座)

.11. 大阪市地盤沈下問認につい ての座談会( 上村正人ほか〉

1  9 5 9 年 ( 昭和34年)

関 西 の う

・大阪 ( N A U O)

.3 尼崎市立図書館見学会 ( 工事中) と懇談会

. 4.  最近の住宅対策について座談会 西 山 氏 を 閲 ん で

・4 尼崎市立図書館見学会 と座談会

. 12. 吹田大団地計画をめぐ勺て討論会( 前田勇ほか)
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東 京 の う ;:: き 関 連 事 項

. 2.  建築連動総給会議第 l 回耳障備会

.3 第 2 回国際建築 ・木材・勉築資材労働者( l l !

築インタ ー〉 会11代 表 飴MS oJ 子，ベル リン

.6 建築インタ ー中央報告大会

.7. 砂川基地反対闘争

.7. 日本住宅公団発足

. 8.  第 l 回原水爆鎌止世界大会

智正 京 の う ;:: き 関 連 ｾ＠ 項

.6.  五期会結成

. 7.  r建築をみんなでJ ( 建研速〕発事j

.10. 日本建築家協会発足

東 京 の う ;:: き 関 連 司早 項

. 2.  岸内閣

.9.  日本錠術士法公布

. 10. ソ連，人工衛星打上げに成功

. 12. 五期金際関紙 「段計 ・組織」

東 京 の う ;:: き 関 連 事 項

. 5.  香川県庁舎

. 10. 管破法国会提出

京 の う ご き 関 連 事 項

. 4.  第 l 次安保改定阻止行動



9 9 構 造 部 門

窓拭きゴンドラの構造と安全管理

は じ め に

) J 高層建築時代におけるピルは，壁面の大部分がガラスでおおわれ，ま

た美しいア J レミのカーテンウオー J レの壁をもった近代ピルが多くなり，

乙の美観の維持と建物の保修の必要性から生まれた窓拭きゴンドラに対

し，高所危険性の非常に多い作業のため，今回労働省令によりゴンドラの

安全規則と構造規格の施行をみるに至りました。乙の規格IC基づき，実

際に設置されてい るゴンドラについて，以下述べてみる乙ととします。

ゴ ン ド ラ の 構 造

ゴンドラの構造規格は労働省告示第53号の構造規格により明示されて

いますが，構造規格による計算の規準と乙れによって造られたものをど

紹介致 します。

なお労働省令第23号により ゴンドラを製造する者はあらかじめ事業場

の所在地を管轄する都道府県労働基準局長の認可を受けなければならな

い乙と にな ってお ります。

1. 荷重の設定

ゴンドラの構造部分にかかる荷重として，次のものを考慮する。

A  ゴンド ラ自 重

ゴンドラの自重とは次のものの総計とする。

Ｈイ Ｉ 巻 上 装置 ，起伏 装置 ，走 行装置等を 含 む台車およＨＧＮ Ｎ ｾ ー ム

(ロ) 作業床

付 ワイヤ ーロープ

同 操 縦 用 ケ ーブルならびに後器

同 命 綱

積紋荷重

積載荷重は作業床の床面の中心 lど作用する集中荷重とし，その値は

150kgI C作業床の床面積の値( 単位nf ) を乗じて得た値以上と する。

C  昇降慣性カ

昇降慣性力は昇降する部分の自重( 作業床，ワ イヤー ロープ操縦用ケ

ーフツレ。機器。命綱〉および積載荷重のそれぞれの25%1ζ 相等する荷重

が霊直K 同時に作用する ものとす。

D  走行慣性力

走行償性力は水平に移動する部分の自重( ゴンドラ自重) および積載

の荷重のそれぞれ 10% 以上に相当する荷重が水平方向( 走行方向) IC同

時に作用するものとす。

E  風荷量

風荷重は次の式により計算を行なって得た値の荷重が水平方向または

垂直方向に作用するものとす。

w=___)，_v2
・c.A中五
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但しw=風荷重kg v=風速m/ sec (表ー 1 による)

A =受庄面積 nf c =風力 係 数 ( 表- 2 による)

h =受正面の地上からの高さ m

( 高さ 1 5 m未満の時は 1. 5mとする)

F  地震荷重

地震荷重は ゴンドラの自重および積載荷重のそれぞれ20%1ζ 相当する

荷重が水平方向に同時に作用するものとす。

2. 荷重の組合せ

ゴンドラの安定度ならびに構造部分の応力は. 次の荷重の組合せの中

で最も不利なものについて算出する。

高 橋 功

褒 - 1 風速 Cm/. ・c)

風 の 方 向

水 平 方 向

垂 直 方 向

使 用 時 の 風 速

1  6  

8  

表- 2 風 力 係 数

嵐を受ける面の種類 充 実 車 風 力 係 数

0.1未満 2. 0 

平面ラチスまたは平面トラスより構成
0.1以上0.3未滋 1. 8  

される面

0. 3以上0. 9未満 1. 6  

0. 9以上 2. 0 

鋼管製の平面ラチスまたは平面 トラス

により構成される面

1. 2  

平仮により構成される締造物の面 1. 2  

ワイヤ ーロー プの面 1. 2  

命 綱 の 面 1. 2  

ケ ー プ Jν の 函 1. 2  

A  ゴンドラの自重 ・積載荷重 ・昇降慣性力 ・走行慣性カの組合せ

B  コ・ンドラの自重 ・積載荷重 ・昇降慣性カ ・走行慣性カ ・風荷専の組

合せ

C  コ. ン ドラの自 重 ・積載荷重 ・昇降慣性力 ・風荷重 ・地震荷重の組合

せ

D  ゴン ドラの自 重 ・暴風時の組合せ

但 しコ・ンドラの休止時建物内 IC格納する場合は D の組合せを省略す

る。

3. ゴンドラの安定度

次の式に より計算を行なって得た値が表- 3の値以上でなければなら

ない。

S= Ms/ Mo 但 しS =安定度

Ms =安定モーメント kg- cm 

Mo =転倒モ ーメント kg- c田

不
・も最
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褒- 3 5 の 値

荷量の組合せの種類 安 定 度

A の 組 合 せ 1. 5 以上

B の 組 合 せ 1. 35以上

C の 組 合 せ 1. 2 以上

D の 組 合 せ 1. 2 以上

利となる場合について行なうもの とする。

4. ワイヤーロープの安全係数

表Ｍｾ安 全係 数

種 類

安全係数はワ イヤ ー

ロープの切断荷重の値

を当該ワイヤ ーロープ

にかかる荷重の最大値

で除した値とする。

つり下げのためのワイヤ ーロー プ

T ームの起伏用のワイヤーロープ

アームの伸縮周のワイヤーロ ープ

上繍の ワイヤ ーロープ以外のワイヤーロープ
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5. 各機構の制動装置

昇降装置 ・術仰装置 ・走行装置には ，規定 lζ 基づき制動装置をつけな

ければならない。

イ 昇降装置用

(a) メカニカ J レブレ ーキを使用した場合

T B+ T
M E

> 1. 5x T m 

上の式に示す性能以上のブレ ーキとする ζ と。

但し T B= 電磁フe レーキの制動トルク

= 制動輪圧力× 制動輪半径× 摩擦係数× 制動面数

T m=荷重leよるト J レク( 制動輸に伝達される トルク)

= ア ーム先端の垂直荷重× ドラム半径× 一 1

減速比

T ]!'{ E =メカニカ J レブレーキ制動ト J レク

= TmX O. 5  

( メカ ニカJ レプレ ーキの制動トルクは荷重によるトルクの

ＵＰ ｾ ぢとする ｊｉｓ - C9620による〉

(b) ウォ ームギヤ ーを使用した場合
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TmB >1. 5Tmw  となる

但し T mB =巻上モー ター用ブレーキに必要とするブレーキト ルク

Tmw =荷重からのブレーキ軸トルク

= 的 ・与 - 去 ・1 t ( l mn p - 竺 乎&)

乙乙 l e D =巻取りドラムの直径

Rc =プレーキ軸~ドラ ム軸閣のウォ ームギヤ ーの

減速比以外の減速比

dω =ウォーム の平均直径

D ω =ウォー ムギヤ ーのピッチ径

表 - 5 軌 様 型

s =ウォームのヘリックスアングル

p =ウォ ームの摩擦角 (μ= 0.04とすると p =2
0

18' )

tan  ( s +p)  

1. 5 x t a n s - 一一2 " 一一ーはウォ ームギヤ ーの抵抗ト

ル ク の ÷ を減じた効率を示す

ロ i府仰装置用

備仰装置の動力の伝達機構においてネジ部の抵抗により生ずるト J レク

の÷ を抵抗ト J 川するぺたネジ部以外の部分の効率による抵抗は

考えない。

乃> 1 . 5 x与 と な る

但し T B =使用するプレーキのトルク

T s =アームを支えるに必要とするネジのトルク

中 Tst

=一一一
2  

T s o =アームを支えるに必要とするネジの トルク( ネジの摩擦

係数 μ = 0 とする〉

Tst = ネジの摩擦による抵抗トルク

R =ネジの車由とブレーキ軸間の減速比

ハ 走 行 装 置 用

(1) 走行装置に必要なプレーキのトルクは，コ. ンドラの走行慣性力をブ

レーキ事由IL換算した値の1 . 5 倍以上のトルクの値を有するブレ ーキ

を必要とする。

但し車輸の走行抵抗ならびに機械効率による抵抵はないものとす。

T m> 1 .5TBとなる

但し T m=フ.レーキの必要とするトルク

表 - 6 無 軌 道 型

ｰ ・ ＮＨ ｉｾ

，...-4;--' 
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表- 8

之こと

表- 7

章受1電唖

/ ' A' 長玄ー

TB=慣性カに対する

プレーキト J レク

T L  

R  

T L =走行車輪車出のプ

レーキト J レク

R= 走行事輸軸~プ

レーキ軸聞の減

速比

(2) ウォ ームギヤ ー減

速機構を使用の場合

T m=1. S T BW 

となる

但 し TBr v=TL Iζ 基

づきウォ ーム損

失 低 抗 の ÷ を

送畳f削 減じた慣性力 lζ

/ 企画 雫 端1 対するブレーキ

ー

トJ レク

= h  ｾ［＠ (1. 5  

x t a n β t 旦」立土E l ) _ J 一

2 ノ R
1

乙乙 I cR1= ウォ ームギヤ ーの減速比以外の減速比

以上述べました構造の規準を満足するものでなければなりません。

表- 5 ( 軌燦走行型〉 表- 6 ( 無軌道走行型〉 は乙の構造規準に基づき製

造認可済のもので，一般的に一番多く使用されているものを示します。

なお構造規準iζ 基づく超高層 ビル用として. K ホテル( 地上47階) 設

置のゴンド ラを表- 7， 8 1 < : 示します。また霞ヶ関 ピJ レ( 地上36階) .  

世界貿易センターピル( 地上40階) も乙れと同じ構造のものが設置され

ています。

ゴ ン ド ラ の 安 全 管 理

ゴンドラの安全管理iζ 対しては労働省令第23号のゴンドラ安全規則に

より明記されていますが，とくに必要なものと恩われるものを抜粋して

みます。

1. 設置認可. ゴンドラを設置しようとする者は ，設置しようとするゴ

ンドラについてあらかじめその事業場の所在地を管轄する労働基準監

督署長の認可を受けなければならない。 但し製造検査に合格してい な

いものについては与えないものとす。

2. 構造規格の保持: 使用者はゴンドラについてはゴンドラ構造規格に

適合した状態に保持しなければならない。

3. 就業制限: 使用者は技能を選考したうえ指名した者でなければコン

ドラの操作の業務につかせではならない。

4. 過負荷の制限: 使用者はゴンドラにその積載荷重を乙える荷重をか

けて使用しではならない。

5. 脚立等の使用禁止: 使用者はゴンドラの作業床の上で脚立，はしご

などを使用して労働者に作業させてはならない。

6. 操作する者の義務: コ。ンドラの操作を行な う者は当該ゴンドラが使

用されている聞は操作する位置を離れてはならない。

7. 操作の合図: 使用者は ゴンドラを使用して作業を行なう場合には，

ゴンドラの操作について一定の合図を定め合図を行なう者を指名して

その者の合図を行なわせなければならな い。但し，ゴンドラ を操作す

る者に単独で作業を行なわせる場合には ζ の限りでt ない。

8. 命綱: 使用者はゴンドラの作業床において作業を行なう場合には，

当該作業を行なう労働者1 < : 命綱を使用させなければならない。

9. 立入禁止: 使用者は ，ゴンドラを使用して作業を行なってい る箇所

の下方には，当該作業1 < : 関係がある者以外の者がみだりに立ち入ると

とを禁止し，かっ その 旨を見やすい箇所に掲示しなければならない。

10. 悪天候時の作業禁止: 使用者は強風，大雨，大雪などの悪天候のた

めゴンドラを使用する作業の実施について危険が予想されるとき は，

当該作業を行なってはならない 。

11. 照明・ 使用者は コe ンドラを使用して作業を行なう場所については ，

当該作業を安全に行なうため必要な照度を保持しな ければならない。

12. 作業開始前の点検: 使用者はコe ンドラを使用して作業を行なう場合

には，その日の作業を開始する前1<:' 次の各号IC掲げる事項について

点検し，異常を認めたときは直ちに補修しなければならない。

1. ワイヤーロ ープおよび緊結金具類の損傷および腐食の状態。

2.  手すりなどの取りはずしおよび脱落の有無。

3. 突りょう ，昇降装置などとワイヤ ーロープとの取付部の状態および

ライフラインの取付部の状態。

4.  巻過防止装置その他の安全装置ブレ ーキ および制禦装置の機能。

5. 昇降装置の歯止めの機能。

6. ワイヤーロープが通っている箇所の状態。

以上述べました乙と は安全管理上長小限度のものにして必ず守ってい

ただく乙とをお願いします。

む す び

高層建築時代における窓拭きゴンドラの使用は不可欠のものとなりつ

つある現在，最も安全で能率的なゴンドラの出現は大方の希望するとと

ろです。乙れに答えるため無人のゴンドラの出現も遠くないものと恩わ

れ ま す 。 ( た か は し いさお 三精コン ペヤ側代表取締役〉
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| お 祭 り 広 場 等 存置 に関する検討委員会 |

4 日 12時半- 3 時於大阪空港ホテル

出 席 者 東 畑，横尾正副会長ほか 8 委員

議事 お祭り広場等存置に関する問題について

意見交換

12日 2 時- 4 時 半 於千里阪急ホ テル

出席者東畑，横尾正副会長ほか 3 委員

議事 お祭り広場等存置に関する意見容提出 IC

ついて

サントリーウイスキー山崎工場見学会

5 日 1時半- 4 時

参加者 34名

関西電力喜撰山 (揚水) 発

院の拝観

12日 1時半- 5 時

参加者 15名

立川プラインド工場と西明院・多賀神社・彦

根城見学会

26日 10時~午後4 時

参加者 15名

出席者大橋副委員長ほか 2 名

議事(1) 本年度の忘年懇親会の企画について

(2)事業委員会委員の懇親会企画について

(3) そのほか

建築基礎工法実例幹事会

28日 6 時- 8 時半於会館集会室

出席者山肩委員長，宮J lI . 山口，多々見幹事

議事(1) 出版工程について

(2) 図書案内蓄について

ｾ＠

τ'" 
員委版出

ｾ＠

=  
学見

所の見学と平等

委 員 会

7 日 3 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者福田委員長ほか21名

議 事 建 築 基 準 法施行令改正案について

ｾ＠

=  
員委規法

口昭和45年 9 月分口

員 会

14日 4 時- 6 時 於 会 館 集 会 室

出席者鳥田委員長ほか 6 名

議事(1)10月号= ディベ ロツパー特集報告

(2)1 1月号= 第17回青年技術者特集報告

(3) 12月号= 山陽 ・山陰からの報告特集1 L つ

いて

(4) 1 月号=w年代の建築作家住宅の功罪

( 仮称) 特集について

(5)2月号以降の特集テ ーマについて

作品作風小委員会

17日 6 時- 7時半於会館集会室

出席者近藤主査ほか 6 名

議事(1)1 1月号の作品について

(2) 山陽 ・山陰の新建築調査について

委

ｾ＠

コ'"

員委集編

4 時- 5 時 於会館集会室

東畑会長ほか 9 理事

五十嵐， 小西各監事

議事(1)第11団関西都市 ・住宅会議開催の件

(2) 万国博基幹施設存続 lζ 関する件

(3) 第 2 回日本建築祭収支見込報告の件

(4) 事務局職員ベースアップの件

(5)入退会者承認の件

(6)報告事項

ｾ＠

=  
事理

24日

出席者

3会事 業 委 員長 打 合 会

正午- 2 時 於 大 阪府建築士会

矢野士会，上林学会各委員長

ほか 5 名

10月以降の共催事業について打合せ

18日

出席者

議事

ｾ＠

コヨZ
員委業事

1時- 2時半

於日本建築学会近畿支部

出席者学会手島事務局長ほか 7 名

議 事 昭 和46年新年交礼会について打合せ

22日 1時半- 5 時於日本建築学会

本会より福中事務局長出席

6 団体 事 務 局 長 打合 会

30日

建 築 業 務 基 準 委 員 会

( 敬称略)

〔団体会員 4 社〕

鐘淵化学工業側高砂工業所

双葉パーキングエ尖側

9 月 の 入 会 者

委 員 会

24日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原 ・松村正副委員長ほか 8 名

議事(1) 編集終結1 L 伴う 作業について

(2) 合本シ ート の編集について

(3)新しい編集委員会の構成員について

(4) そのほか

| 建 築 デ ー タ シ ー ト 編 集 委 員 会 |

新光 クロス附

野村建設工業側東京支底
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森

蘇

山

小井 田 満 三

展示会小委員会

3 日 6 時- 8 時 於会館集会室

出席者窪田副委員長，木原幹事ほか 4 名

議事(1) 第6 回 ( 10月- 11月) 以降の展示写真に

ついて

(2) そのほか

見学会小委員会

3 日 6 時- 7 時半 於会館 3 階会議室

出 席 者 荒川， 今井委員

議事(1) 8 月 lζ 実施した見学会について報告

(2) 本年度10月以降の見学会について

(3) プレハブ住宅の 1 C  S  ( 総合生産システ

ム〉について

(4) そのほか

各種説明会小委員会

4日 6 時- 7 時 半 於 会 館 3 階会議室

出席者近藤副委員長，三宅幹事ほか 4 名

議事(1) 8 月末日締切りで集めた アンケ ート 報告

(2)本年度の説明会企画について

(3)そのほか

委 員 会

10日 6 時- 7 時半 於会館集会室

出 席 者 三品副委員長，佐 木々幹事ほか 5 名

議事(1) 各小委員会の事業報告

(2)10月- 11月の事業企画について

(3) 本年度の事業企画について

(4) そのほか

若い会員の集い小委員会

25日 6時- 8 時 於 会館 3階会議室

出席者 上回副委員長ほか4 名

議 事 本年度の事業企画について

懇親会小委員会

29日 6 時- 7 時半

〔個人会員 33名〕

明 道 俊 木 牧 元 吉

井 上 教 雄 : 寮 金 源

逸 身 1量 掲 ! 柴 田 哲 ニ

乾 拓 男 Q ， 貫 娯

小 川 和 彦 i 杉 本 治 療

小 田 島 幸 雄 : 回 訓 弘 美

橋 昭 夫 j 富 盛 繁 . .  

国 国 年 一 i 中 川 滋

。陀司圃. . .  唖F 明司. '

栗 原 賢 治 j 中 西 康 晴

大 森 伸 一 a 鳴 戸 雄 一

川 島 道 子 i 長 谷 好 高

明

8 名) ( 氏名省略)

〔正会員転格者 4 名〕

荒 川 保 昇 河 野

新 国 憲 夫

〔准会員

委 員 会

25日 3 時- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者堀内委員長ほか10名

議事(1) 耐火被覆材について

(2)そのほか

委 員 会

25日 6 時- 8時 於 会 館 集 会 室

出席者岡橋委員長ほか10名

議事(1) 第 7回 「よろず相談住宅展」相談内容の

集計について

(2) そのほか

(3) マイホー ム見て歩る記( スライド〉映写

4

Z

 

4

2

 

員

員

委

委

材

宅イ主

建

於会館集会室
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建 材 の 頁

信用dち5技術ど伝統の

ア' X771LトZ車専 業 大J吉

誓言矢保面白
大阪市北区真砂 町 5 番地 電 話 大 阪 364 代 表 o 2  0  6  9  

内 装 資 材 専 門J吉

室 谷 商 事 株 式 会 社

本 社 神戸市生田医北長狭通 4 ー 1 ( 英和ビル)

直通屯，tfj ｾ ｉｉ 戸 ＨＳＳＩ 0881- 3  

支 底 大阪市北反紛笠間T50( 堂ビル 5 階 502号室)

lt1 : 泊屯話大|荻( 364)  2031- 4  

倉 庫 神戸市坪合医八幡jjfi 1  - 5  ＨｾｉＲ，ＱｩＧ二 ｀ＲＹＲＳＩ

陸屋根防水に は奥 山 式 特許 絶 縁 工 法 を

新 工 法 /

プ レ ノ テ ク ト 吹 付 工 法

前回 ＷＱ ミー悶ｾ帯

出 苧 ヲ q イト

奥山化工業株式舎紅

本 社 東 京 都 中 央 l玄銀座 8 - 4 ー 11 電話 (571)2703- 4. 2370・4064.0264

大 阪 出 張 所 大 阪 市 都 島 区 都 島 中通り 2- 3- 1 電話 (921) 2  4  9  7 ・(922) 7  2  8  0  

名古屋出張 所 名 古 屋 市 南 区 若 草 町 3 3  電話 (811) 3  6  6  0 ・ 3 1  0  4  

礼 申見出張所 札 帆 市 北 三 条 来 四 丁 目 電 話 (231) 7  5  1  1  

l 特 許 岩 元 式 ベ ン チ レ ー タ ー |

( 電動式並固定型各種)

岩元式ベンチレータ- A 型・ B 型・固定型

岩元式連塔換気装置( コンチニヤス・ベンチレーター)

新 型 換 気 塔 N S ライン ( 強 制 換 気 扇 付 )

/ 特殊装置による風量増幅1
新 型 換 気 塔 S Fスーパー l  l  

¥換気扇の能力を倍増する /

最 新 型 採光排気塔( 風光) スーパーライン特殊増幅装置付

スカイライト工事 ・通風ルーパー

スチール及アルミサッシュドアー・各種シャッター製作施工

其 の 他 曲 加 工 一 式

岩 元 工 業 株 式 会 社

大阪市東成区大今里2丁目 5番22号

電 話 ( 981  )  0  6  1  5  - 0  6  1  8  
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冷 暖 房 Y  各 概 サ ッ シ

給排水、衛生水道 ｾ＠ 環 境 衛 生 施 設

電 気 1 =、荷 役 運 搬 機 械

厨 房 ｾーー『守化 学鉱山機械

三 機 工 業 22 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 大 前 玉 男

取締役支底長 樋 口 勝 栄

大阪市東区北浜 2 丁目 2 2 番地 電 話 大 阪 (202) 代表3071

本 庖 東 京 ・ 日 比 谷 ・ 三 僧 ピ ル

支 底 名 古 屋 、 福 岡 、 札 悦 、 広 島 、 仙 台 、 富 山

出 張 所 俄浜、金沢、静岡、高松

空 調 設 備 の 頁

空 気 調 和 ・ 冷 暖 房 設 備

給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 ・ 施 工

郡 朝 日I 業 社
《診

東京都港区芝浜松町 2 - 7 電話 (434) 6171( 大代)

大阪市東淀川区加島町 3 75 電話 ( 302) 2 2 7 1  ( 代)

北 海 道 ・ 仙 台 ・ 名 古 屋 ・ 広 島 ・ 福 岡

劃11 路 ・ 函 館 ・盛 岡 ・横 浜 ・ 静 岡 ・ 京 都 ・ 神 戸

本 社

大阪支社

支 庖

営 業 所

空気鍋和設備

設計施工

衛 生 設 備

電気・空調 ・給排水 ・衛生設備 ・設計施工

舎 大阪電気暖房株式会社

取 締 役 社 長 菅 谷 知 巳

本 庖 大 阪 市 西 区 江 戸 場 1 - 6 0  電話 ( 441) 8231大代

支 庖 東 京 ・ 名 古 屋 ・ 福 岡

営 業 所 札 幌 ・ 仙 台 ・ 金 沢 ・ 神 戸 ・ 広 島

出 帳 所 京 都 ・ 岡 山 ・ 高 松 ・ 熊 本 ・ 横 浜

新 潟 ・ 富 山 ・ 福 井 ・ 豊 田

⑩ e  三建設備工業株ま富社

大 阪 市 都 島 区 都 島 本 通.4 - 1 0 - 3 0  電 話 ( 922) 62 5 1 ( 代)

東 京 都 中 央 区 日 本 橋 蝋 毅 町 2 - 2 2  電 話 ( 667) 3431( 大 代 )

名 古 屋 ・ 仙 台 ・ 札 幌 ・ 広 島 ・ 福 岡 ・金 沢 ・ 新 潟 ・ 横 浜

大阪支唐

本 社

支 社

空 気 調 和 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

。
晃

大 阪 市 北 区 富 田 町 16 番 地 電話 ( 363) 大代表1371

東京都千代田区神田小川町2丁目 l 番地 電話 ( 292) 代 表7751

広 島 市 紙 屋 町 1 丁目 2 番 22号 電 話 ( 47) 代表4535

福 岡 市 大 名 1 丁 目 8 番 12 号 電 話 ( 76) 代表3795

名 古 屋 ・ 富 山 ー福 井 ・ 京 都 ・神 戸 ・ 松 江

設計施工
生

気

*- ・衛

房・換

排

冷

給

開愛

式

社

株

会

ｾ＠
:zx 商株 式 会 社

ヰ土

庖

本

支

所

取 締 役 社 長 城 口 庸 平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・ 電 話 大 阪372局7 l 51( 代 )

京 都 市 東 山 区 大 和 大 路 正 面 上 ル 電 話 京 都561局4945( 代 )

神 戸 市 生 田 区 下 山 手 通 六 ノ ー ・ 電 話 神 戸34局 5 8  9  2  

ヮh

ブ1.
阪 城 口 研大

出張所

社

A 、

Z ミ業 株 式工

左9

-"、、須

ｾｱＧ ，ＡｻＺ［ ｈｩ 日・空気飼和設備・給排水衛生設備・塗装置宣備

・ 蒸 気 噴 射 式 冷 報 機/ 設 計 ・ 製 作 ・ 施 工

建材社

株式

会社B 宣言FZP
衛 生 設 備

電 話 4 4 1 - 5l 7l

空 気 調 和

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 4  

庸 一 東 京 ・大 阪 ・ 名 古 屋 ・京 都 ・ 神 戸 ・ 福 岡

営 業 所 一 広 島 出 張 所 一 北 九 州

本社 ・東京支庖= 東京都中央区銀座 6 - 6 ー 7 ⑨ ( 572) 7411 代

大 阪 支 底 = 大 阪 市 北 区 中 之 島 2 - 2 2 ⑨ ( 203) 3721 代

名 古 屋 支 底 = 名 古 屋 市 中 区 錦 2 - 2 - 13 ⑧ (211)  1535 代

出 張 所 = 札 幌・仙 台・盟 国・金 沢・神 戸

広 品 松 山 ・福 岡 ・ パ ン コ > '1 

⑧ 
支

冷 凍 冷 蔵

⑧ 揖 研 ; 告 綴 繍 % ta 1 I

地 盤 凍 結空 気 調 和

社 大 阪 市 南 区 瓦 屋 町 3 番 丁 6 8 番 地

( オートセンタービノレ 2 階) 郵便番号 542

電 話 大 阪 ( 06) 76l ( 代 ) 1141- 8 番( 直通)

東 京 営 業 所 東 京 都 千 代 田 区 九 段 南 2 丁目 2 番 5 号

( 九段ピル 8 階) 郵便番号 102

電 話 東 京 ( 03)  262 - 3  2  4  1  - 4 番

本

ヰｾｊｯＱＧ，ＺＺＮ［業所
金沢iI:; :$t， i，斤

lI. I Ml ¥帰所

ｉｾｾｾ 出燐所
| 叫山出強所

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

:  ( 361)  

大 阪 市 北 区 富 田 町 3 0 電 話 1e364) 0  9  7  7  e代)

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 3 - 2  ( 新東京ピル)

電 話 ( 211) 8  5  1  1 ・8 5  6  1  ( 代)

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 (21) 4  4  9  1  

名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6  

電 3舌 ( 971) 3  6  2  1  

創 業 暖 冷 房 ・ 換 気 ・温 湿 度 空 気 調 和 設 計

大正二年病院諸設備・給排水衛生・水族館設備施工

22 斎 藤 省 三 商 庖

東 京 庖 東 京 都 千 代 田 区 丸 の 内 2 の 2 丸 ピ ル 6 7 6 号

電話 212( 代 )3751

大 同 ピ ル 6 1  6 号

電話 443代 3361

札帆市北十条西 1 8 丁目 3 6 番 地 電 話 61(代 )4371

名古屋市中区栄 3 の5 番 2 9 号 千 代 田 ピ ル 5 1  4 号

電路 261 ( 代川641

京都市南区西九条春日町 4 8 番 地 電 話 68l (代 ) 1781

水 道 ・衛 生 ・媛冷房・其{ 也管 E 事

設 計 並 施 工

( 旧斎雌久孝事務所)

斎 久 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 常 安 町 1 1 番 地

電 話 大 阪 ( 443) 5  0  4  1  - 5 番

東 京 本 社 東 京 都1千代田区大手田T 2 の 8 番地( 日本ピル)

1tt 11舌 東 京 ( 270) 7  4  1  1 昏 ( 代 表 )

北側市南大通西 Ｔ 丁目 ｕｾ ｊｯＱ ｪ 且銀ピル γU.!li 礼帆訪日7!)6

金 沢 市 t市 1崎 町 2 liI' 1  Ｖ り・ＧＮＧｬｬ ｬｴｬｾ 金沢Ｒｉ Ｇ ＲＰＷ ・ ｬ
t/;! ｮ 市御世 Ｒ の ｬ 屯。 Ｑ ，月初仲 ＲＭｾＲＴＺｬＶ

十2 市 2 需 r 9  '，1tt!l i  ， ＺＧＺｩｦｾｾｄＵＱｙｓ＠
1出l 山市大( J ¥ 3  8  0 の l ・'Il.lf; ｉｾｊ 山 ｦｹｲ ＾Ｔ ＸＶ

大 阪 盾 大 阪 市 西 区 土 佐 相 通 l の 1

仙 台 支 庖
札 幌 唐

名 古 屋 唐

名 古 屋 支 庖

京 都 庖
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空 間 設 備 の 頁

平山互業株式会社@  

設 計 ・施工

ヰ土本

大 阪 di 西区江戸訴iii 凶2 の 2
T  E  L  ( 441 )附 1994 ， ( 443)  (ft )0331 

空気調和 ・恒温恒湿 ・冷凍 ・冷蔵

給排水衛生設備 設 計 施 工

日差・冷房・空気温湿度調整装置

設 計 施 工

@ 不ニ熱学工業績給紅

品主4

ｾ＠
釜11

fi!!! 高回

大 阪 市 南 区 順 慶 町 2 - 5  0  電話 261 - 2436(1口

東京都大田区西馬込 1 - 2  - 1  電話 773 - 1231間

銀 座 ・ 浜 ti¥ ' 京 都 ・ 神 戸 ・ 偏 向

本 底

東京支庖

営業所

大 阪 市 北 区 梅 田 8 番地( 新阪急ピル 8 階)

電 話 大 阪 ( 312) 4  5  2  1  ( 代表)

東 京 都 千 代 田 区 神 田 駿 河 台 4 丁目 2 番 地

大阪支J市

社本

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 ・ 水 道

衛 生 ・ 理 境 衛 生 施 設

設 計 施 工

Cifl!!Y. 空気調和装鐙 各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

社

大阪市西区京町姻 1 丁目 6 2  電品(443) 代 表8161- 9  

名古尾市中村区水主町 1 Q)  1  2  司t，活 (541)0966(  551  )1655 

東京都港区赤坂 2 丁目 3 - 1 2  

赤 坂 ピ ー ク ビ ル 5階 電 話 (583) 1  4  6  7  

神戸市生図区北長狭通 7丁目 lの 1 fII結 (34) 1778'  4386 

ゐ一

A
式株業工国山

本 社

支 I訳

出張所

大 阪 市 北 区 堂 島 浜 通 1 - 2  5  ( 新大ピル)

'1Ir ，1; 5 大 阪 (344) 1  5  1  2  ( 大代)

東京邸中央区日本嶋本石田T4 ー 2 (三t1' 第二日IJ 館)

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

防 玉 県 北 足 立 1m ・ * 京 郎 足 立 区

社

広

場

本

支

工

時

占

船

番

8

蕃

川

品

骨

1

!

:
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仰
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知
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m
v
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フ

ス

く血哩mB= コ 空 気 調 和 設 備

設 計 施 工

換 気 ・ 除 塵 設 備

理 研

大阪支腐

東 洋 熱 工 業 格 式 会 極 大 阪 安 倍

本 社 ・ エ 渇T  E  L  ( 443)  8  0  7  1  

T  E  L  ( 562)  1  3  5  1  

大 阪 市 西 区 京 町 堀 4 丁 目

本 社 東京都中央区京橋 2 丁目 9

支 唐 名 古 屋 ・ 福 岡

空 関 事 業 部

古名后支

3舎町産居期S
'?"IM-

温湿度調整・暖冷房・換気高錫t水・衛生設備

設 計 並 施 工

日 本 管 工 業 株 式

代 表 取 締 役 市 川 繁 雄

会 社⑨ Ｍｅ ・ ｅ ・・ ｅ ・Ｍ・ Ｔ 可 ＺｾＺｈ 司Ｚ .. 

ー・5='‘'ー....

③結語謹選議手

京 都 市 南 区 西 九 条 盟 国 町 2 0 番 地 の 1

電話 ( 681) 5  1  0  1  - 5  夜 間 専 用 ( 691) 1045 

大 阪 市 北 区 天 満 僑 筋 1 - 37( 天満橋北詰)

電話 ( 352)  3  5  0  1  - 3  

四 日 市 市 浜 田 西 末 広 町 電 鰭 ⑬7431- 3  

大 津 市 打 出 浜 13 - 15 電話 0775 ⑫ 9 7  3  8  

津 市 栄 町 2 - 1  1  1  電話③ 3 6 1 0  

社

大阪営鎌所

本

四日市営機所

大 津 出 張 所

建 営 雛 所

エレベータ・リフト・カーリフト

計 ・ 製 作

冷房・暖房・温湿度調整装置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 北 同 心 町 1 丁 目 5 7  

電 話 ( 351) ( 代表) 2  8  0  8  

東 京 都 文 京 区 本 郷 1 丁 目 1 2  - 5  

電 話 (814) ( 代表) 5  1  5  1  

支庖出張所 名古屋 ・福岡・札幌 ・仙台・ 高松・広島

給・排水・衛生・消火・暖冷房設備

5522 西原衛生工業所大阪底

長 尾 正 大

本 社 大阪市大淀区天神橋筋六 (天六阪急ビル ) ( 351) 4927代

大阪営業所 ( 351)  4927代 サービス事業所 ( 328)  0364代

東京営業所 ( 822) 0995代 工 場 ( 328) 0363f-t 

電 話 大 阪 ( 458) 3531 番

都 ・ 福 岡

大 阪 市 大 淀 区 中 市l精油4丁目 11

出 張 所 = 京
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電 気 設 備 ⑤ 設 計 施 工

気 株 式

代表取締役 山 本 博 三

大 阪 市 北 区 中 之 島 3 の 3 朝日ピルディング

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

大 阪 市 西 区 上 佐 掘 通 り 4 の 8

T E L 代 表 (448) 1  3  6  1  

京 都 市 右 京 区 西 京 極 郡 三 反 田 町 1 1 の 5

T E L  代 表 (311) 1  1  8  5  

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

浅 海 電 気 株 式 会

取締役社長 浅 海 正 雄

大 阪 市 北 区 在 位 田T /  J 日 2 2  

7日 以 大 阪 ( 362) 8  7  0  1  

東 京 自11 浴 区 赤 坂 1 r 日 5 IJI: 7  

，'lt ，lfi (481)  8  6  2  1  (i: Ji< 

名 古 lぜ ・ 札 lt )>1 . 焔 l凋

I l ! ! 川 ・+ 白 浜 ・ 浜 怯 ・ 姫 路 . ，: ，' ) 総

電 気設 備 の 頁

社

A

Q

Z

 

電陽

ヰ土

営 業 所

営 業 所

朝

本

社

事上

Jピ 1，1.;

業 所

本

Ｊｊｦｾ＠ J. ピ社

会 社

電気設備工事設計施工

東 光 電 気 工 事 株 式

大 阪 支 社

支 社 長 姉 川 正 男

大阪市東区高胞 ｴｦｾ 五丁目二八帯地 ';rL .ii 高大阪 ( 202) 0325- 9 需

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丙 神 田 1 丁目 4 番 地 5 号

支 社 札 帆 ・ 仙 台 ' ) L / 内 ・ 名 古 屍 ・ 縮 問

出 猿 所 旭 川 ・ 白 河 ・ 航 浜 締 岡 田川 山

社

電 気 工 事 設 計 施 工

事 株 式

取 締 役 会 長 西 村 庄 市

取 締 役 社 長 小 林 四 郎

社 大 阪 市 福 山 区 上 徳 島 北 1 ー 2

T  E  L  (06) 452- 1  1  5  1  ( 代)

大 阪 市 此 花 区 恩 賞 南 之 町 7 3  

T  E  L  (06) 462- 1  3  0  1  ( 代)

A

Q

冨エ藤工太 陽

イ.:

' ，lL力工・J:; 本書I1

社

設計 ・施工

A

S

A

 

式

司'

ネ来
信

一

刈

電 気 工 事

本中

電 気 工 事 ・ 計 装 工 事

設 計 施 工

呈竪・

弔，

取締役社長 中 本 正 明

社 大 阪 市 h!i. !.R Ｑ 正ｾＨＮ江東之町 三 「円｟ iL 

'，'11 Mi 大|仮 (9:31) (i: U  7  3  4  1  - 5  

0 3 8 8 目 2 1  9  3  

大阪市城東医YhI 点之回r=. r口守 d ・世川大阪Ｈ川 ＱＱＷＨｘＩｾ

奈良!! ; ' <I iUI 荷1朽i卸rnlj盛り :l 6  0  "官，iliil 卸l' 庁 22607' 1お! )

本

社

大 阪 市 北 区 高 垣 町 1 6 番 地 ( 東 阪 急 ピ ル )

屯 謡 大 阪 ( 313) 1  1  0  1  ( 大代)

支 庖 東 京 ・名古屋・舞鶴・大阪南・神戸・広島 ・九州|

A

Q

一

A
式

英{言

株

原

業

栗

エ

取締役社長

原栗6を

資 材 倉 庫

奈良営業所

各種電気工事設計施工・制御盤製作

野 里 電 気 工 業 株 式 会 社

取締役社長 池 内 文 夫

大 阪 市 西 淀 川 区 中 白 星 町 1 丁目 1 1  0 番 地

電 話 大 阪 ( 472) 代 表 1 1 0 1 - 7

東京都品川区西五反田 6丁目 25番 11号 ( 福 島 ピ ル )

電 話 東 京 ( 491) 1746 ( 492) 0182 ・ 0350

北 九 州 市 小 倉 区 鋳 物 宮 市 町 2 3 番 地

包 括 小 倉 ( 56) 5  6  6  5 ・5 8  1  8  

馬 ・ 千 業 ・ 和 歌 山・ 名 古 屋

ェ

叫

興

敏

ん

又事工

信

一

川電

社一
一
一

株 式 会 社

社

I苔

本

支

夫

大 阪 市 北 区 制 室 町 5 0  ( 堂ピ・ル 7 階)

屯 ぷ 妙 3 6 7 1  ( 代)

東 京 lill 中 央 区 日 本 楠 箱 崎 町 3 丁目 2 iII=.l也

，'ll: ，lli @  1  4  7  8  ({¥:) 

川 崎 ・ 相 模 原 . lW .  fij， 山

林代表取締役

キ土本

営 業 所

庖支

群出張戸斤
出 張 所

I E S 姐 t ｾｾ＠ -4品 4 弘

司Z 成年末エ: ¥， ｾ＠

取締役社長 嘉 納 伝 三

大 阪 市 北 区 絹 笠 町 五 O ( 堂 ピ ル 三 階 )

電 話 (364) 1  4  7  1  ( 代)

東 京 都 中 央 区 明 石 町 6 - 2  3  ( 辻孝ピル)

電 話 (542) 5  6  4  1  

名 古 屋 市 北 区 域 見 通 二 丁 目 二 O 番 地

電 話 (991) 5  1  3  1  - 3  

戸 市 . J ! f1. 市 ・高 槻 市 ・姫 路

電 気 工 事 設 計 施 工

争 富 士 電 業 株 式 会 社

社

電 気 - 唖 冷 房 ・ 空間 工 事 設 計 施 工

宝
ゐ

メと

大 阪 市 西 区 北 堀 川 r_ )邑 1 丁目 6 5  

電 話 大 阪 (541 ) 0564- 7 ・ 7148- 9  

東 京 ・名 占 lil ・1ぶ a白 ・ 悩 | 判

111  取締役社長

社本

全土

宇土

本

支

営 業 所

営業所
市神出張所

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 ヤ マ ト 電 気 商

山 本 永 造

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (364) 代 3 0  5  6  

東京都港区新楠 5 - 3 4 - 6  相馬ピル 5 階

電 話 東 京 (434) 3848 .  (431)  8435 

大阪南 ・ 札幌・ ｲＢｬｩｾ 呈Ｎ U4 H  di . 松山・徳 ILJ

中 央 電 気 工 業 株 式

取締役会長 今 村 騰

取締役社長 立 石 行 男

大 阪 市 北 区 得 ケ 枝 問r 5  6 番 地

電 話 大 阪 大代表 (312) 8  8  8  1  

東 京 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・神 戸 ・和 歌 山

松 山 ・京 都 ・ 草 津 ・ 線 岡 ・ 水 島 ・福岡

電 気工 事 ・言十装 工 事 ・ 設 計 施 工

A

Q

一

A社

A

Q

一

A

取締役社長

社

東 京 支 r，'i

本
社本

所張出

支 庖

営業所
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そ の 他 の 頁

-・ l

底の感奉 仕
ト弓 1 ・ヒr ム宅

ベン手[，-9-. ミ〉ホーlレ

ク 主

主 宰 商 曾

⑩ 

特 許 申 請 中 ・ 完 全 滑 止 タ イ ル

タイル新発売

サ ン ヱ ス

5 5 5  

( カタログ進呈)BoardふSlateStandard 

⑪議J1FTF8業息空

各 種 繍 h

ガラス製品卸問屋 ι W)

顎吉田芳雄高底客二3

ボ
Iy 

旬

セトモノのデパート

大阪 君 P f 米需庁標 1 - 2  

耐 酸

淘器、

. 内 念 車 内 ゴ ー レ ッ ク ス 防 水

・ 化 粧 壁 材 ソ リ ジ ッ ト ス タ イ ン 吹 付

. 樹 指 砂 壁 ヱ パ ー サ ン ド 吹 付

. 樹 指 蛭 石 ヱ パ テ ッ ク ス 吹 付

本社営業所・ 大阪市東住吉区駒川町 3 - 54 電話( 702) 代7814- 6  

特約代理底・ 東 京 ・ 名 古 屋 ・金 沢 ・広 島 ・今 治 ・福 岡

建 築 物 ・船 舶 等 の 造 作 工 事 及 び

室 内 装 飾 工 事 の 設 計 施 工

主主具、パネノレ、家具、各種木工品の製作

内 外 装 飾 織 物 、 窓 掛 、 敷 物 、 壁 紙 類 一 式

⑨ 二 葉 屋 装 備 工 業 株式会社

( 創業大正 7 年)

庖

大 阪 支 l吉

商石理大祇ー矢

株 式

会 社

大 阪 市 東 区 日 間 航 二 丁 目 九 野 村 ビ ル 五 階

屯 前 大 阪 ( 2 0 2 ) 4 Q 0 5  

取締役社長 若 林 繁 吉

大 阪 市 大i定区本庄川崎町 2 の 6

電話・大阪( 371) 3321- 3・3630

太阪府知 'IQIl lle登録

( る) 郎) 6  2  )  6 号

瓦

ル
イ

♂

山

タ
F

A

 

，

勾

a

u

大

大

瓦

ルJ

A

l

 

用

タ

屋

鮒

奇

変

数

鵬

寺

憾

社

内

京柿市東山区今熊野犬仏国間町 9 の 9

守 口 市 佐 } 東 町 1 丁目 23アマダピル

:y.， 占 屋 市 守 山 区 大 宇 : 小 幡 山 脇27

東 京 都 渋 谷 区 上 原 I T 自 29内 4

京 r. s i背 水 山 城 ・ 瀬 戸

.， 

本 祉

大 阪 営 蝶 所

名 古 屋 営 機 所

東 京 営 機 所

工 場
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本 社 大 阪 市 北 r><: .，;;: 1; ，¥北田r 1  6  T E L  (345) 9055(f l:ムー)

本町狩業所大阪市京医4 > : 町4-271卸セピ J レ T E L ( 252)  3  9  0  6  

償制， ［ＡｾＴ 業所大阪， Ｑ ，点｛夫被胤 Ｒ - 3  6  T E L  ( 202)  5  2  6  0  

ナニワ媛匂12ii
3 寸緩旬最適軽量7]' 止付( 空葺) 瓦

女 4 雨 水 渇 入 剥 落 防 止

壁土 耐 震 耐 臥

i っ 安 定 経 量

雪 瓦

主抹

喜 さと

包j 三吾

歪 ｾＮ土

t  



盗

鈴 木 式 防 煙 火 シ ャ ツ タ ー ・ リ ン グ グ リ ル ⑮ シ ャ ッ タ ー ・

ス テ ン レ ス シ ャ ッ タ ー ・ア ル ミ ニ ュ ー ム シ ャ ッ タ ー ・

40 ・ ピ ー ア ッ フ ・ ⑮ シ ャ ッ タ ー ・汎 用 シ ャ ッ タ ー

そ の 他 特 殊 シ ャ ッ タ ー の 製 造

ア フ タ ー サ ー ビ ス の 完 壁

防災

-・・-

防防 煙 火発 明 賞 に 輝 く 各 種 特 許 235 件 所 有

建 材 の頁

ド ア ー

カ ー テ ン ウ オ ー ル

シヤ

• 

ガ
ン

-
、
、

-
，
，
 

今

一
アド

〉〆

ツ

サ ーツ
ス チ ー ル

• 

25 22 三 高 製 作 所

FT.Kミ

ステンレス・アルミニウム

防 火 シ ャ"，q -武11¥ 1実

近代建築の要求する

守寺言午

11¥俣シャ・γq- 工業率朱式会社大阪支庖

工

イキz

施

言十

製

言it

対ぐ

亘 ) 1 ，- 主主? 亙宣萱草葺

、
《特 長》

1  ) 防 水 性 が 優 秀

2  )接 着 力 が 強 大

3 ) 火 気 を 要 し な い

4 )耐 摩 耗 性

5 ) 物 理 的 強 度 優 秀

保護モルタル

ヌルーフテックス 4回

プルーフテックス 3固

ビニロンク ロース

カレーフテックス 2回

ブルーフテックス l 回

プ ル ー 7 テ ッ ク ス 防 水 工 事 は ゴ ム 質 エ マ 〆 ジ ョ ン に ; K

J レ ト ラ ン ド セ メ ン ト を 浪 人 し 糊 状 と な し こ れ に 強 靭

な 合 成 繊 維 の 網 状 ル ー 7 ィ ン グ を 数 府 張 り 合 わ せ

。防水 l習 を 形 成 す る も の で 極 的 て 合 理 的 に も っ と

も 簡 易 に 防 水 工 事 が 出 来 る 方 法 で あ り ま す 。

盟11

曲目i

下 地 モ ル タ ル

62 

大阪市北区高垣町80番地

電話大阪 (06) 361 ・0178代耐酸化学工業株式会社耐酸工事・防水工事専門唐



.. 

r  ， 

獲量ヰオ( 7) J {

腐らないそして燃えない

法定不燃材 829号

ケミカラーオーシマメタル

屋根材、壁材・谷樋棟包水切に

新しい型の

ひふくてっばん

スタンダードメタルの大島応用化学 東大阪市新庄 (782) 4171代

ｾｮｩｶ Ｎ，，，， ｧ＠

送 風 機

株 式 会 社 主与止 ｬｾ 設立こ戸斤

営 業 品 目

. L A F 形 リ ミッ トロ ー ド 送 風 機

・V A F 形 IIJ 変 式 軸 流 送 風 機

・S A F 汗妥 ス ト リ ー ム ラ イ ン i送風け幾

・C A F 形 述 心 式 静 音 軸 流 送 風 機

( 特言午)

本 社 工 場 / 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 (931 ) 代 7 8 0 3 - 9

東 京 出 張 所 / 東 京 都 文 京 区 湯 島 四 丁 目 六 番 十 七 号

東 京 ( 814 ) 6  6  5  1  - 3  

豊かな経験と

最 新 の 技 術 ・ . .  

東洋シャッター株式会社

本 社 大阪市東区谷町 5 - 30 新 野村 ピル T E  L  (762) 5861代

本 社 東京 (543) 2281 ・名古屋 (331) 6171 ・大阪 ( 352) 4571 

営 業 所 横 浜 ・滋賀 ・京 都 ・神 戸 ・福 向 ・他 全 国 主 要 都 市
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建 材 の 頁

ト の 決 定 版

?里ーロ3 l i j ヨｾ

ド ル パ ン チ カ ー ペ ッ

P . P の 特 性 と ナ イ ロ ン の 特 徴 を 最大 限 に 生 か し 、 独 特 の 新 方 法 を 加 え 、

ニードルの欠点を全く解決した驚異的な… … … … . . / ，: ' ; ; ，; '

表 に 特 殊 加 工 ( 特 許 申 請 中 )

裏 に 合 成 ゴ ム ( 特許)

耐 摩 耗 性 に す ぐ れ 、 耐久 力 は 抜 群・・ ・・

フ レ ヤ ー の 廷 ら な い … … … … … ...3. -D: : ; /ミーデ霊友

本州・四国・九 ＹｾＧＱ 地区発売元装栄株式会社 北 海 道 地 区 発 売 元 株 式 会 社 三 晃

ｭ ｾ ｭ ｾ 踊ｾ

3 0 % ナ イ ロ ン7 0 % ポ リ プ ロ

ピ リ ン グ を 防 止 し 、 伸縮 が な く 、

土 足 の と こ ろ に 絶 対強 く 、

電 植 、 ナ イ ロ ン 1 0 0 % .・ a・・・・⑮圃._ .01IIII‘。.

. . . . .  _  ... 軍・・Ｇ、ｾ .・E・-
= 手U 量' 1III'o: : ._ “ 、; l r-

デラックス・ ・ー・・・スベリ止め加工、重量感のある豪華さ 。

スタンダード. . . . .. 裂 は 板 ゴ ム で 特 に 工 事 向 の 価 格。

大 阪 市 東 区 安 土 町 1 丁 目 2 3( 新船場ピノレ ) 従 絡 ( 0 6 ) 2 6 1 - 5 7 1 6 (代 表 )

京 都 市 南 区 吉 祥 院 西 ノ 庄 向 田 町T 8  電 話 ( 0 7 5 ) 3 1 3 - 8834(代 表 )合 大 誠 化 工 株 式 会 社 22

喰

支

な

し

ド

ロ

マ

イ

ド

プ

ラ

ス

タ

ー

セ

メ

ン

ト

モ

ル

タ

ル

下

地

落

ち

な

い

塗

り

良

〈

塗

面

が

強

〈

水

に

強

〈

(

特

長

)

全国有名建材l苫又は当社へ

⑧ 

き 新 興 壁 材 工 業 ( 株 )

弓予 大 阪 市 住 吉 区 粉 浜 本 町 4 丁 目 2 6 番 地 T E L 大 阪 ( 672)

元 ( 株 ) 九 州 新 興 建 材 工 業 所

福 岡 市 上 牟 図 八 回 町 2 6 の 1 T E L 福岡 ( 41 )  

4・

、

-

+

9

晶

C

・

・

す

ジ

か

-

・

新

い

す

ジ

・

・

四

香

・

・

七

{

玉

・

・

錨

卸

紡

帆

・

・

王

座

・

革 新 塗 料

毒見る

① ソ フ トな 感 覚 、 優 雅 な 味

② ペ イ ン ト塗 料 に 優 る

③ 塗 り か え 自 由

⑤ 吹 付 施 工 も 自 由

⑥ 洗 い も 下 地 も自 由

繊 維 塗 料 の

レレ3

ソ ｾｊｉ 〆

q ィs，z，

コート

( 特長)

塗吹f呆防

-

耐

ア

ル

カ

リ

而す而サ

イ寸

( 株 ) 新 興 建 材 工 業 所

大 阪 市 西 区 南 堀 江 通 6 丁目 39番 地 T E L 大 阪 ( 538) 2951 - 5・( 541) 5757- 9  

営 業 所 東京 ・高槻・明石・姫路・四国・中 国

イ寸i星音水: k 
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本 社 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 東 2 ノ 5 電 話 大 阪 ( 471) 1493- 4 ・8267

第 二 工 場 大 阪 市 西 淀川 区 御 幣 島 西 3 ノ 99 電 話 大 阪 (471) 0  4  2  6  

γ  

女 然 え な い

オフ才L るご、、

傍 ら な い

長 尺 物 ・ 色 彩 自 由 ・ 責 任 施 工

品 種

波 板 規 格 S 小 波 S 大 波 V 波 ボ ッ ク ス 波 W ジ ャ ン ポ 波

用 途 平 板 ・ 波 板 ・ 棟 包 ・ 雨 押 類 ・ 谷 樋 ・ 竪 樋 ・ 軒 樋

通 風 器 ・ 排 気 ダ ク ト ・ モ ニ タ ー

オリエンタルメタル ( O. P. M)

オリエンタルスーパーメタル ( S . P. M)

オリエンタルカラードメタル ( C. P. M)

カラースーパーオリエンタルメタル ( C. S . P. M)

， 
， 

オリ工Uヲルメヲル製造株式会粧

カ タ ロ グ 御 請 求 下 さ い 。

本 社 内Ｋｾ，Ｎ｜Ｎ尼崎市昭和南Ｎ￬ｊＮＨｪリ Ｓ Ｍ ＲＶ 絵本ピ ｊ レＧｩＮｬｉ ｵｩｾ 大阪 Ｈ ＴＱＲ Ｉ 5131代 ぷー

東 京 支 社 及 エ 場 崎 玉 県 厳 市 塚 越 5 丁 目 6 番 3 2 号 電 話 厳 ( 42 )  3115 - 8  

大 阪 支 社 及 工 場 兵 五H 県 尼 崎 市 長 洲 稲 川 新 回 4 4  m諸 大 阪 ( 488) 1081代 表

九 州 支 1吉 及 工 場 紹 岡 県 遠 n ms 水 巻 町 頃 米 包 訴 八 嶋 ( 69 ) 2831 - 4  

名 古 屋 支1吉 及 工 場 名 古 出 市 中 村 区 泥 江H汀1の 24第 2中 終ピノレ t包括 名 占 l量 ( 581 ) 2781 - 4
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， 

防 水 剤

コンクリー卜用モ ル タ ル ・

本 マ ノ ー ル 防 水 剤 は セ メ ン ト の 加 水 分 解 生 成 物 で あ る 水 酸 化 石 灰 と 化 学 的 に 結

合 し 、硬 化 機 構 を 妨 げ る こ と な く セ メ ン ト粒 子 に 擁 水 性 を 与 え て 毛 細 管 の 表

面 張 力 を 低 下 さ せ 、 吸 水 性 を 減 少 さ せ ま す 。

の 空 気 を 連 行 し 、 気孔 を閉 塞 す る こ となく セ メ ン ト ・ プ申 A E 効 果 に よ り i直

ラ ス タ ー 及 び 砂 の 粒 子 に 対 し 分 散 性 を 与 え ワ ー カ ビ リテ ィ ー を 向 上 さ せ ま す 。

レ イ タ ン ス の 発 生 を 防 止 し ま す 。ま た 特 有 な 粘 活 性 に よ っ て 材 料 分離 、

牢セ メ ン トと 結 合 し た 生 成 物 は 永 久 不 変 質 の 物 質 て ¥ 水 や 空 気 中 の 塩 類 、 酸 類

て 構 造 物 の 耐 久 性 を 高 め 、 そ の 防 水 ・防 湿 効 力 は 恒 久 的 で す 。

その他マノール製品

急 、 結 剤 ・ 接 着 剤 ・ 剥 離 剤 ・ 早 強 剤 ・ 防 凍 剤

:11:2 ::1，四，_ ( セメント起泡剤) ・ S P' : : J I- I . . (塁悪Z品杭エ)

ト 混 和 予知tl . 助 材 綜 合 メ ー カ

223由周旨4t : 工事主
東 京 都 品 川 区 大 井 1 ー 15ー 1 ・東 京 (774)  4111代 表

セ メ ン ト の 中 性 化 を 防 ぎ 、 鋼 材 、 木 材 等 の 腐 蝕 ・j潟 朽 を 防 止 しも作 用せず、

、前

、

( 21 ) 5 1 8 9  

(  34 )  7  1  1  1  

(  24 )  0  2  1  3  

(971)  4  7  6  5  

浦

島

岡

阪

土

福

盛

大

'
e
'
a
M
 

茨 城 県 土 浦 市 大 町 1 2  1  3  

福 島 県 福 島 市 下里子 寺 字 逮 原

宕 手 県 盛岡 市 南大 通 3 ー 12- 50

大 阪 市東 成 区 西 今 里 町 2 - 4 8

関 東 営 業 所

東 北 営 業 所

盛 岡 営 業 所

大 阪 営 業 所

ご一報次第

カ タロ グ進呈 し ます

剤

剤

散

水
け
一
一
ン

ン
一
コ

J

内

，

ノ

セ

引

ク

許

ン

J

特

コ

I

e• 
- 耐 火 ・ 防 水 外 見 板

S P ボード' ( - t 理庖

建 設 大 臣 認 定

- 三 段 ブ ロ ッ ク

... 
- 日 本 鋼 管

N K プ レ ハ ブ 代 理J吉

、

工スシール #31- 高 弾 性 目 地 材

神 戸 大 学 土 木 工 学 部 長

田 中 茂 教 授

設 計 日建 設 計 工 務 株 式 会 社

現 在 二 団 地 設 計 中

其 の 他 コ ン ク リ ー ト 二 次 製 品

- 宅 地 造 成 ・ 分 譲

指 導

エスシ- ) レ#21 
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話

話

神

屯

電

氾

- 防 水 材

キ士本

⑩神戸長泊株式計主 東 京 営業 所

福 山 出 張 所

Ｎｍｍ ｍ ｍ ｍ ｍ ｍ｟｟ ｟ ｩ ・・・・・・・・ ｾＭＭＭＭＭＭ Ｍ ＭＭ Ｍ Ｍｪ 圃 Ｑ｟ ｟ ｟ ｝ 圃 ｡ ・首買価・・・・・・・・・・ ｒ ・・・・・・・・・・・・ Ｑ｟ ｟ ｟｟｟｟ ＭＭ］ＺＱ回・圃 ｩ
b・_ _ _ _ _ _ _ _ -_  ___________ _  _ __  _  _ __  _  _  _ _ _ _ . - J ・・・・・・・・・・・・. .  .  .  . ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・，_ .

1 ・ - - - - - - - - - - - - - - - - Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍ Ｍｾ・・・ ｩ ｟ ｟ ｟ ｍ ｍｍ ｟ ｟ ｍｍｍ ｍｍ ｟ ｟ ｟｟ ｟ ｟ ｟ ｟ ｟ ｟ ｟ ｟ ｟｟｟ ｟ ｟ ｟ ｟ ｟｟｟｟ ____ 
h ・ ________ 1・ a ・・・ a ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・. .  .  .  .  .  .  . ・・・・・・・・・電 ・・・
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石

の

上

に

も

初

年

一 口 に 30年 と い っ て も 、 サ ン ド イ ツ チ パ ネ ル に つ い て 色 々 の 変 遷 が

あ η ま し た 。 ど ん な に 時 代 が 変 っ て も 私 た ち は 常 に 最 良 の 品 質 を お

届 け す る こ と を 心 が け て い ま す 。

一 年 一 年 の 実 績 は 石 に き さf ま れ た 年 輸 の 如 く 着 実 に 伸 長 を 示 し て お

り 、 各 方 面 ヵ 、 ら 「 旭 化 工 板 の サ ン ド イ ツ チ ノ ぐ ネ ル 」 と ご 指 定 い た ゾ

い て お り ま す 。

Z ニ見; . . *- t : - …板

"'-'1-;" 

，，ＺＱニｾ［ＮＮ … 音 大 型 板

軽 量 断 熱 板

色 彩 耐 火 板

六 面 プ レ ス 高 紐

木 毛 セ メ ン ト 板

K C民 事 跡

ペニ1 ' ; "

鹿ーヲイト

内ホヲイト，Ｎホ，ｾＭ軽量断制度

化 粧 断 熱 板

万 博 三 菱 未 来 館

( ユ ニ オ ン ボ ー ド S 型 使 用 )

場 尼 崎 市 下 坂 部 久 々 知 前 2 3  5  

T  E  L  大 阪 ( 06) 4  9  1  - 6  7  8  1  (イ?と)

東 京 営 機 所 東 京 都 台 東 区 駒 形 2 - 3 - 5 ( 駒 形 武 蔵 野 山 レ )

倉 庫 T E  L 東 京 ( 03) 8 4  2  - 9  2  5  1  ( 代)

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 中 区 丸 ノ 内 3 - 18 - 12 ( 大輿ビル)

T  E  L  名 古 屋 ( 052) 9  6  1  - 5  9  4  0  

楢 山 出 張 所 得 山 市 松 浜 町 1 - 1  - 4  ( 福山不動産ビ J レ)

T  E  L  t岳 山 ( 0849) 2  3  - 1  4  9  1  

場 鈴 鹿 市 三 日 市 町 1  8  5  9  

T E L 鈴 鹿 ( 05938) 8 ー 1 1 6 5 _ 6

キ土 ・エ本

⑧ 

旭化工板製道株話会社

コニ

67 
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日本建築協会優良証明

J I S合格品

御一報 次第型録並仕様書進呈

ウォータイト式防水工事代行届

安藤工事 T E L福 岡 (28) 5207 

川添商庖 T E L鹿児島 (51) 0001 

大三工業 T E L高 松 (51) 6811 

伊東工業 T E L徳 島 (52) 6880 

豊永建材 T E L広 島 (61) 6371 

東邦防水 T E L札 幌 (82) 3133 

セメント硬化促進増強防水剤

ヲ ｾＭｱＮ イト ｂ 雪

合成樹脂系防水剤 スーパーウオータイト

合成ゴム系防水剤 ウオータイ卜 K

合成ゴム系防水剤 ウオータイト U

雲言日本セメント防水剤製造所

大 阪 事 務 所 T E L大 阪 ( 941) 2 6 2 6 ・ 2 6 2 8

宝 塚 市 高 台 T E L 宝 塚 ( 86 ) 2  1  5  3  

名 古 屋 出 張 所 T E L 名 古 屋 ( 331) 1 5 3 1

仙 台 出 張 所 T E L仙 台 ( 23) 0  7  2  1  

東 京 出 張 所 T E L 東 京 ( 431 ) 8  6  4  8  

T A I P 工 法

に は ハ ン マ ー 不 要 で す

く完全無音無振動既製杭工法〉

従 来 の 既 製 杭 を利 用 し て 杭 打 施工 時 の

振 動 ・騒 音 を 完 全 に 追放 し ま し た.グ

・ 主 な 特 長

1. ネジ込ブJ を 杭れ1
1
込 j J に変えるので完全無振動無! 』並行です。

2，似 入 L去さが長〈安定したム; 持杭が地工! l l 米 ま す。

3，スライムの沈干fi は あ り ま せ ん

4，完 全に JK作 lf づ に 円 お さ せ る の で 大 き な 支 払 ヴJ が WJf年 11'， .>1: ' : ます。

5，イIIf 米でもヤトイ卒えで納められ地下主のある必: 築に此j血です

ｾ株式害事主語交差冨 ｉ こ矛 ｋ ｊ￯ ｦｩ
. 本 社 大 l以 dj ＪＱ ＩＨ ｉｾＧＺｪ 凶焔 Ｒ の Ｒ Ｐ Ｈ 刈開祈ピルＩ T  E  L 大 l以 ( 202)3233( 代 )

. 名 古 屋 支1苫 ＱＧ ， ， ＧｩｬｾＮ＠ ､ｪＧｬＢ ＩＨｾｦｬｾ＠ 1  3  2  ( 両( l I ) 1i ピル)

圃 福 岡 支 l苫 仙 | 刈 dj ，./(dIJi l 15  33( 抗 : 私j陥 ピ ル )

・ 営費世所 以 Ji(. ，I，pl 判・ '1:¥ilJ '  11. 1; ，¥' 熊本・ぬ児J : : j ・ 工 場 大 l坂 ・1' 1 .'i ｊＱｾ＠ Ｎ ぬ児ｽ［，ｾ



全く新しい床タイルです

三 星 ピ サ ロ ン は 、 従 来 の ビ ニ ー ル タ イ ル と は 製 法

原 料 配 合 が 全 く 追 い ま す。塩ビの他に最近開発さ

れ た 新 し い 共 亙 令 体 の 特 殊 樹 脂 を 則 い た II J lj 期 的 な

新 製 品 で す。軟 質 プ レ ス タ イ プ の 床 タ イ ル に比 べ

仕 上 り 安 定 性 が よ く 、 カ レ ン ダ 一 方 式 の 流 れ 模 様

とは対照的な l抑止した現代棋緒。 ピサロンの持つ

エラスチックで= 高級な質感、すぐれた歩行感は 、

床 タ イ ル の 新 し い 位 界 を 刷 き ま し た 。

協 同 組 合 員 が 責任をもって施工いたします

一 星ピサロンは、材料だけの版売はいた しません。

立任施工の出来る協組員が人念な仕上げをします。

これからはピサロンの時代です

コ星 ピサ ロンの新しい色調、パターンは、現代の

インテ リアデザインに要求される個性的な床造り

に は 欠 かせ ま せ ん。東 京 浜 松 町の 超 高 層 世 界 貿 易

センタービルの 4 F以上の科階エレベーターホール

に も、使用 されております。と三星 ピサロン とはその

模 様 が フ ラ ン ス の 画 家 ピ サ ロ の タ ッ チ に 似 て い る

こ と か ら 、 名 付 け ら れ た も の で す。

合

合

組

組

問

同

協

協

業

業

¥

/

事

事

口

調

事

事

E

工

工

回

目

床

床

F

r

本

本

事

日

日

一

E

一
、

東

西

/

¥

ゼ昔日こs

女脱 桁 = 333. 3 X 333 .3  X  2 弘 9 枚 / m'  

333. 3 X 333. 3 X  3 切， 9 枚: /  m'  

宵 色 数一 18色

育 fllli 絡 = 2 切，f!/. ，'，，'， 1  ，200円 / m'  (300m' 以上)

3  "Yml 平川 1  ，800111 /  m'  (300m' 以上)

小 ｬｾｩｓ ＱＺｩＡ ￭ｉｐｊ ＮｴｬＢ Ｑ . 階段4 0 %，1' 5製 造元 = 田島応 用 化 工 株 式 会 社
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煤煙除去機ダッチャー

においと煤煙をおとす

総 発 売 元

製 造 元

4・

。

規 格

型 式

大 き さ m 煙 突 接 続 管 径 m 給 水 拶ド 出 |  吸 引 フ ァ ン

外 径 高 幸 入 口 出 口
管 径 所 要 水 量 1/巾I n オーバープロー管径 ド レ ー ン 管 径i 三 相 200V

DUT C HE R  - 1  400 世 600 200 o  1  200 o  15A ( XB )  1  5  40A (  1  X B )  1  25A (  1  B )  

DUT C HE R  - 2  450 o  655 250 世 250 世 15A  ( XB )  5  40A ( I% 臼) 25A(  1  B )  

DUT C HE R  3  1  520 o  815 300 世 300 o  15A ( XB )  6  50A(  2  B )  32A(  1  X B )  

D UT C HE R  4  1  575 o  920 350 世 350 o  15A ( XB )  7  50A(  2  B )  32A ( l X B )  

DUT C HE R  - 5  700 o  999 400 世 400 o  15A ( XB )  B  50A(  2  B )  32A ( l X B )  

DUT C HE R  - 200 400 世 2. 100 200 世 130 o  15A ( XB )  10 32A(  1  X B )  50A(  2  B )  I  400W 

DUT C HE R- 350 700 世 2 ，700 350 世 200 世 15A ( XB )  12 32A( IX B )  50A(  2  B )  I  4 0 0 W X 2又 は 3

※ i主記 . 大きさのうち高さには支台を含んでおりません ※ 御使用状況によ り多 少の f1:線変更 をする こ とがあ ります

ィニ ｾｾＺｔ ・Ｍ商事稼式裳桂

イニ ＢｾＺｲＭ 工業株式裳桂

本 社 東 京 都 品 川 区 東 五 反 田 20) 8 0) 7 電 話 東 京 (441 )2291 - 8  

大 阪 支 庖 大 阪 市 北 区 牛 丸 町 5 5  東，羊ピル電話大阪 (372) 0 4 8 1

名 古 屋 営 業 所 名 古 屋 市 昭 和 区 恵 方 町 2 - 8  電 話 名古屋 ( 841 ) 5874

福 岡 営 業 所 得 岡 市 春 吉 3 丁 目 春里子ピル電話福岡 ( 76 ) 1 8 8 0  

修 善 寺 工 場 静岡県田方郡修善寺町牧之郷沖の原 電話修善寺( 72)0287 9  

4・

. ご入会のお申込は・社団法人 日本建築協 会 干 541 大阪市東区北浜3- 37 電話大阪( 06)231 -9648 ・9649 ・9640 振替口 座大阪39975番

定価 300円 ( 送料共)


